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ークリテイカルシンキングを育成する中等教育
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本報告書に記載されている内容は，学校教育法施行規則第79条におい

て準用する第55条及び第85条の規定に基づき 教育課程の改善のため

に文部科学大臣の指定を受けて実施した実証的研究です。

したがって，この研究内容のすべてが直ちに一般の学校における教育

課程の編成・実施に適用できる性格のものでないことに留意してお読み

ください。



はじめに

広島大学附属福山中・高等学校長 町博光

近年，附属学校の使命はどこにあるかということが議論されることが多い。

附属学校の「ありかた」が関われ附属学校の活用策」が示されたりもしている。

附属学校は，これまでも地域の拠点校として，また先進的な研究開発校として，その存在

意義を十分にはたしていたところである。そのうえでなお，附属学校の存在意義を問われ

ているのが現状である。

言うまでもなく，教育実習の受け入れと研究開発は附属学校の両輪である。

教育実習に関しては，本年度は，カリキュラムの改訂等で 3回にわたる実習で500名

余の実習生を受け入れている。

研究開発についても，本校では，今年度から「クリテイカルシンキングを育成する中等

教育教育課程の開発」が文部科学省の研究開発学校の指定を受けたところである。

私どもは，研究開発の課題として，以下の5点をあげている。

(1)複眼的思考の基礎となる自然科学および社会科学分野の基礎的素養を高める。

( 2 )課題に対して注意深く取り組み，じっくりと考えようとする態度を育む。

(3 )論理的な探求方法や推定のしかたなどについての知識を習得させる。

(4)書かれた文章および発表者の意見がどのような論点でかたられているのか，また

示されたデータなどを的確に読み取る読解力を育む。

( 5 )自分の意見を論理的にまた的確に相手に伝える表現力やコミユ三ケーション力を

育む。

問題解決力や読解力，表現力，論理的な思考力や科学的思考力の育成は，現在の教育で

必要とされる緊急の課題である。これの解決の技法として，クリテイカルシンキングを柱

に据えようとの試みである。

研究課題「クリテイカルシンキングを育成する中等教育教育課程の開発Jに係わる，こ

の1年間の研究成果をまとめたものが本報告集である。全教科をあげて取り組んだ成果の

報告である。

附属学校での研究開発を，附属の生徒を対象としているからできたこととして評価され

ることが往々にしてある。本報告の一つ一つの研究が，一般性普遍性を求めていることを

読みとっていただき，日々の実践にまた研究の参考に役立てていただければ幸甚である。



文部科学省研究開発学校 研究開発実施報告

平成21年度(第 1年次) 報告書

目 次

1章 *ん』、、 き日I間L 

1 研究開発課題

2 研究開発の実施期間

3 研究開発の概要

4 研究開発の目的と仮説等

5 教育課程

6 学校の概要

7 研究組織

8 研究計画
9 研究開発の経過

2章 研究開発の評価と課題
1 カリキュラムの評価

2 指導方法・題材等

3 実施の効果を測定する

4 研究実施上の問題点と今後の課題

3 

7 
n
u
t
i
qム

唱

E
i
-
-
1
i

n
d
F
b
n
b
n
4
 

'
i
t
i
t
i
円

A

3章研究開発の内容
1 カリキュラムデザイン

( 1 )現代への視座
( 2 )総合的な学習の時間

( 3 )各教科での発展的取り扱い

2 クリテイカルシンキングの具体例
( 1 )現代への視座
( 2 )総合的な学習の時間

( 3 )各教科での発展的取り扱い

23 

23 

53 

67 

89 

89 
• 101 

・109



一一……ゃ一号です)泊V即恥…均一仇一一…一一一…匂…… ーでで:一一三~=l

t章一紘一論

1 研究閉鎖鵠」調・

クリテイカルシンキングを育成する中等教育教育課程の開発

2 研究開発の実施期間 平成21年度~平成23年度 湾璽

3 研究開発の概要時調園・

複眼的でグローパルな視点とローカルな視点を併せ持った(グローカルな)問題解決力と読解力を

育成するために，クリテイカルシンキングを柱に据えた中学校・高等学校の系統的なカリキュラムを

以下のプログラムで開発する。

①新教科「現代への視座Jとして中学校・高等学校の発達の段階と系統性を考慮した次の科目を創
設する。なお，ねらいとする能力および扱う内容については学習指導要領と整合性を図る。

・中学校2年「環境J(70時間)
・中学校3年「地球科学と資源・エネルギーJ(105時間)
・高等学校1年「自然科学入門J(3.5単位)， r社会科学入門J(2単位)

「現代評論AJ (1単位)

・高等学校2年「数理情報J(2単位)

「現代評論AJ (1単位)， r現代評論BJ (I単位)
②各教科の中で学習指導要領にとらわれない発展的な内容を取り入れた単元開発を行い，複眼的な

視点および論理的思考力の育成を図る。また，総合的な学習の時間も利用し，生徒の活動を通して

学んだ知識や技能を活用する展開を図る。

4 研究開発の目的と仮説等 E

( 1 )現状の分析

高度情報通信社会，経済・流通のグローバル化など，社会の仕組みが世界的規模で大きく変化して

いる。その中で，資源・エネルギー問題や環境問題などは，長期的でグローパルな視点に立ち，なお

かつ世界的規模で早急に解決してし1かなければならない課題である。一方，身近な生活，たとえば消

費者としての市民生活を見ても，食の偽装問題や偽科学の問題など，多くの課題が発生しており，市

民一人ひとりの正しい知識と判断力が必要となってきている。グローバルな背景を持つ課題がローカ

ルに展開する社会において必要な教育とはどのような教育なのか。それは問題をローカルな視点を持

って見いだしこれを創造的批評力を持って課題として確かに捉え，解決に向けて主体的に取り組み，

持続可能な社会を構築していく人聞を育てる教育が重要となっている。

未来を切り開き，国際社会や地域社会に貢献する人材を育てるためには，グローパルな視点とロー

カルな視点を併せ持つグローカルな態度の育成が必要である。そのためには自然科学や社会科学をは

じめとする基礎的素養を身につけるとともに，課題を発見し解決方法を模索して解決に向かつて努力

する問題解決力の育成と，コミュニケーションを図り的確に意見をまとめ表現する言語能力の育成が
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重要となる。これらの能力のベースとなるのが論理的思考力であり，内容を的確に読み取る読解力と

自分の意見を正確に伝える表現力の育成が併せて必要となる。この論理的思考力や読解力，表現力の

育成にあたっては，幅広い視点(複眼的視点)を養い，対象とする情報が，事実か，推測か，希望的

内容か，また情報の発信源は信頼できるかなどについて的確に判断したり表現するクリテイカルシン

キングの視点が有効であると考える。ここで，クリテイカルシンキングは批判的思考とも訳されるが，

「相手を批判する」という意味ではなく r適切な規準や根拠に基づき，論理的で偏りのない思考J
をするという意味を持ち rよりよい解決に向けて複眼的に思考し，より深く考えることj を意味す
る。その議論がどのような背景で語られているのか，根拠となる事実や理論はどういうものかなどを

じっくり考え，正しい結論を導こうとする態度が求められている。

(2 )研究仮説

新教科や各教科の中で，クリテイカルシンキングの視点を柱に据えた系統的カリキュラムと指導方

法を開発し実践することによって，より複眼的でより深い思考力が育成され，グローカルな問題解決

力および読解力と表現力の育成ができる。

(3 )研究の目的
本研究では，問題解決力や読解力，表現力，論理的思考力や科学的思考力の育成の技法としてクリ

テイカルシンキングを柱に据えたカリキュラムの開発を行う。

ここで，研究開発をすすめるにあたり，以下の 5点を具体的課題として設定する。

(ア)複眼的思考の基礎となる自然科学および社会科学分野の基礎的素養を高める。

(イ)課題に対して注意深く取り組み，じっくりと考えようとする態度を育む。

(ウ)論理的な探究方法や推定の仕方などについての知識を習得させる。

(エ)書かれた文章および発表者の意見がどのような論点で語られているのか，また示された

データなどを的確に読み取る読解力を育む。

(オ)自分の意見を論理的にまた的確に相手に伝える表現力やコミュニケーション力を育む。

このような内容を目標として，新教科「現代への視座J，総合的な学習の時間，既存の各教科の単

元開発などを通して，すべての教科で取り組む系統的なカリキュラムづくりを行う。

(4)教育課程の特例
① 3①に設定した科目を実施するために，以下の特例が必要になる。

【中学校】※( )は標準時間数に対する減時間数

• 2年 総合的な学習の時間 o (-70)→「現代への視座J(環境)創設
・3年理科 35(ー70)，選択教科(-35)→「現代への視座J

(地球科学と資源・エネルギー)創設

[高等学校】※( )は現行教育課程に対する減単位数

• 1年 現代社会 o (・2)→「現代への視座J(社会科学入門)創設
国語総合 3.5 (-0.5) ，理科総合A O(・2)，化学 1 0 (ー1)，

総合的な学習の時間 1 (-1) 

→「現代への視座J(現代評論A，自然科学入門)創設

・2年現代文 1 (-1)→「現代への視座J(現代評論A)創設

情報B 0 (-2)→「現代への視座J(数理情報)創設

総合的な学習の時間 o (ー1)→「現代への視座J(現代評論B)創設

②①のほか，中学校では3年間の移行措置を考慮するとともに，研究開発に伴い発展的な学習を
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取り入れたり，関連する理科の内容を補充するために，平成22年度移行措置の標準時間数と比較

して以下の時間数の増減を行う。

1年保健体育 105(+15)，外国語(英語 140(+35)，

総合的な学習の時間 50 (ー15)

2年国語 140(+35)，理科 140(+35)，保健体育 105(+15)， 

外国語(英語 140(+35)，選択教科 o (-50) 
3年社会 140(+55)，保健体育 105(+15)， 

外国語(英語 140(+35)，選択教科 o (ー105このうち・35は①へ)

③既存の各教科において，複眼的視点やクリテイカルシンキングの視点を持つ論理的，思考力を育

むために，学習指導要領にとらわれない発展的な学習内容を取り入れる。

( 5 )研究成果の評価方法
①運営指導委員会から評価方法について指導助言を得る。授業観察などから指導方法についての評

価を受ける。

②各学習活動のねらい・育みたい能力，評価の観点，評価方法を明確化し，生徒による自己評価と

生徒の学習活動から見た教師のカリキュラム評価，また，成果物の評価など，多面的な評価方法を

用いる。

③生徒に対して，指導項目ごとに意欲・関心度の調査，授業後の意識変化の調査，学習内容の理解

度の調査を行い，分析する。

④公開授業，公開研究会を開催し，外部からの評価を取り入れる。

⑤広島大学の留学生をはじめとして，異文化交流を行い，生徒のコミュニケーション能力および表

現力の育成を図るとともにカリキュラム評価を行う。

5 教育課程

( 1 )編成した教育課程の特徴

① 新教科「現代への視座Jとして中学校・高等学校の発達の段階と系統性を考慮した次の科目を

創設する。なお，ねらいとする能力および扱う内容については学習指導要領と整合性を図る。

(なお，各科目のねらいおよび内容は， P. 5 .........P. 6参照)

・中学校2年「環境J(70時間)

・中学校3年「地球科学と資源・エネルギーJ(105時間)

.高等学校1年

-高等学校2年

「自然科学入門J(3.5単位)

「社会科学入門J(2単位)

「現代評論AJ (1単位)

「数理情報J(2単位)

「現代評論AJ (1単位)

「現代評論BJ (1単位)

② 各教科の中で学習指導要領にとらわれない発展的な内容を取り入れた単元開発を行い複眼的な

視点および論理的思考力の育成を図る。また，総合的な学習の時間も利用し，生徒の活動を通し

て学んだ知識や技能を活用する展開を図る。
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「現代への視座」の学年ごとの構成については，以下のように発達の段階に合わせて設定した。

特に基礎的素養を学んだ後の高校2年にクリテイカルシンキングを主題とした科目u現代評論AJ，
「現代評論BJ) を設定していることが特徴である。

6年特別活動

新教科

「現代への視座J

6 数理情報
力 現代評論A
年 現代評論B
の
力 自然科学入門
1) 社会科学入門
キ 現代評論A
ユ
フ 地球科学と
ム 資源・エネルギー

環境

すべての教科

このように「現代への視座」は，問題の発見と解決方法の考察，体系的知識や科学的方法の学習，

リテラシーの育成，クリテイカルシンキングと段階を追って深めていく教科となっている。学習指導

要領で設定されている教科内容で関連する部分を移行したり，発展的内容として独自に取り入れ，学

習指導要領との整合性を検討しながら内容構成を計画している。この柱を中心とし，それを補完する

形で，総合的な学習の時間や教科での発展的内容を取り扱っている。

(2 )繍成した教育課程の内容
初年度は，これまでの教科の活動の中で 複眼的な視点やクリテイカルシンキングの育成につなが

る内容や授業展開例などを抽出，再検討した。その中から，学年ごとで重点を置く視点や態度，教科

聞の関連などを議論し，それぞれの教科でのねらいを策定し，新たな教材を開発して取り入れ，年間

計画を作成した。
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また，年間計画を試行し，学習指導要領との関連も考えながら，教材を練り，新教科「現代への視

座J，["総合的な学習の時間J. ["教科の中での発展的取り扱いJ，それぞれで内容を具体化した。その

取り組みをもとに，特徴的な内容・展開を「クリテイカルシンキングの具体例Jとしてまとめ，学年

ごとの深化や他教科との連携を図った。

一方，アンケート調査や成果物の分析から，

い，試行内容の再検討を行った。

生徒の関心や， ねらいの達成度などの基礎的分析を行

新教科「現代への視座」の各科目の内容を以下に示す。

新教科「現代への視座」の構成

中学校 2年・・・問題解決に向けての探究活動的学習
中学校 3年・・・知識を活用して複雑な事象を考察
高等学校 1年・・・科学的思考力，論理的思考力などの育成

(科学リテラシー，社会科学の視点、の習得)
高等学校2年・・・評論を中心に，読む力，書く力でのクリテイカルシンキン

グの育成

中学校2年

情報リテラシー(メディアリテラシー)の育成
複雑な事象を数学的に分析する力
交流を通して異文化理解，合意形成をはかる場面の設置

「環境J(週2時間) 担当:理科，保健体育，家庭科

「自然環境」と「体内環境J2つのテーマを設定し，環境と私たちの生活とのかかわりにつ

いて，科学的に探究する。それぞれに関連した基礎的知識を学ぶとともに，実験や調査を行い，

データを基に身近な環境について考察する。また，自分たちの生活を振り返りどのような行動

が必要かを考える。この科目では，教科の枠を超えて一つのテーマを追求する複眼的見方や，

探究の方法，まとめ方や表現方法を主に修得する。

中学校3年

「地球科学と資源・エネルギーJ(週 3時間)

理科2分野の地学分野(f地球」分野)

科では地学分野は理科で学習しない。

担当:理科

をまとめてこの時間で行う。 そのため， 1 ， 2年理

地学分野は総合的な科学」と位置づけ，物理，化学，生物の学習後に位置付かせる。ま

た，高等学校で地学の選択者が少ない現状と，当校の「自然科学入門Jが，主に「エネルギーJ

「粒子J["生命」分野を扱うため，中学校3年で「士也球」分野を集中的に扱うことに意義があ
ると判断している。

この科目では，大地の変動，気象，天文など広範囲で発生する複雑な自然現象を学ぶ。その

ため自然を見る様々なスケール感を育成することが重要で，時間的，空間的視点を学ぶ。また，

防災教育も目標に取り入れ，地域の環境調査などにつなげていく。そして，理科の第7単元で
ある科学技術と人間J["自然と人間」の内容もこちらへ取り入れ，自然を見る様々な視点の
育成と，科学と人間生活のかかわりを考えられる内容を作っていく。

高等学校1年

「自然科学入門J(3.5単位) 担当:理科

従来当校の 1年で必修としていた理科の時間(理科総合Aと化学1)

の一部をここに当てるため 1年では理科は設置しない。

と総合的な学習の時間

この科目では，高等学校の必修教科として必要と考えられる科学リテラシーを育成するため
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の科目とする。主に，物理，化学，生物分野の基礎的知識，科学の方法，科学と社会について

の内容を扱い，それぞれ「力学的スコープJ，r粒子的スコープJ，r生命的スコープj 左題して，
それぞれの分野から自然現象を見る視点の学習を強調して，科学的根拠に基づいて結論および

判断していく能力を育成する。

「社会科学入門J(2単位) 担当:公民科

従来当校の 1年で必修としていた現代社会の時間をここに当てるため 1年では公民を設定

しない。

この科目では，経済や流通などを題材に現代社会を見るさまざまな視点を学ぶとともに，社

会を統計などを使って科学的に分析していく能力を育成する。従来，現代社会で、扱ってきた内

容も精選して「現代社会を見る視点」として扱う。

「現代評論AJ (1単位) 担当:国語

従来当校の 1年で必修としていた国語総合の一部と総合的な学習の時間をここに当てる。

この科目はクリテイカルシンキングの基礎」として，評論を中心にして，的確に読み取

り批評する能力及び的確に表現する能力を育成する。

高等学校2年

「数理情報J(2単位) 担当:情報科，数学科

従来当校の 2年で必修としていた情報Bの時間をここに当てるため，教科「情報」は設置し

ない。

この科目は，問題解決において必要と考える数学的思考力や技法を教科「情報」に取り入れ

た内容を扱い，情報に対する多角的な見方ができるように数学的リテラシーと情報リテラシー

を育成する。

「現代評論AJ (1単位) 担当:国語科

従来当校の 2年で必修としていた現代文の一部をここに当てる。

「クリテイカルシンキングのレッスン」として 1年での学習を基礎にして，様々な評論を

読むことで，クリテイカルシンキングの技法や複眼的視点に基づいた考察を行い，読解力と表

現力を育成する。これまでの「現代への視座j の他科目および他教科で学んだ内容や方法と比

較することで，クリテイカルシンキングの育成と活用の場になるように展開する。

「現代評論BJ (1単位) 担当:英語科

従来当校の 2年で必修としていた総合的な学習の時間をここに当てる。

英語で書かれた文章を題材に，クリテイカルシンキングの視点を育成するとともに，異文化

理解もねらいとする。論理的思考力，英語での読解力と表現力を育成する。大学の留学生との

交流も計画し，異文化交流を通して，相互理解，自己理解を進める。

この他，総合的な学習の時間および既存の各教科において，複眼的視点やクリテイカルシンキング

の視点を持つ論理的思考力を育む発展的な学習内容を取り入れた単元開発などを行う。
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(5 )研究 1年次の教育課程

広島大学附属福山中学校教育課程表(平成21年度)

必修教科の時間時数 道 特 選 総 新

国 社 数 理 z日z 美 保 技 外 徳 J.irj 択 時合 教 J巾'rL、D 

健 術 国 の 活 教 間的 科

体 家 言苦 授 動 科 のな 授

量ロ五口 JZEミ、 '"'主r会 科 楽 術 =日白 庭 業 の 等 授学 現

時 授 の 業習 代 業

数 業 授 時の ，、
時 業 数 の 時

数 時 視

数 座 数

第

1 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015 
A寸ヱ4ー

年 +15 +35 -15 +35 

第

2 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 。。70 1015 
ρ寸4ー

年 +35 +35 +15 +35 -85 -70 +70 +35 

第

3 105 140 140 35 35 35 105 35 140 35 35 。70 105 1015 
主寸主三ら・

年 +55 +35 -70 +15 +35 -140 +105 +35 

計 385 350 385 280 115 115 315 175 420 105 105 O 120 175 3045 

+35 +55 +35 -35 +45 +115 -225 -85 +175 +105 

FIJt (活字従Jの数字は，平成21年度の標準時間数との差を示している。

学校裁量の時間

課題学習

計

一
一
万
一
万

年作
一
万
一
万

第一 第 3学年

35 

35 

中学校は，平成24年度から学習指導要領が変更になるのを受けて，平成21年度から 3年の移行

期間に入る。当校では，本研究開発の期聞が 3年間であることを考慮して，完成年度の教育課程を基

準に，新教科やその他の時間を設定している。
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広島大学附属福山富筈掌校 教育課程表(平 l金21年唐)
弟6守ヰ

教 科 科 目 標準単位 第4学年 第5学年
a (14) b (12) r~1 d (2) 

|国国語語表表現現 Ei 
2 
2 ' 

' 
国語代総合 4 3.5 (-0.5) 

国 言音 現文 4 1 (-1) 2 

|古古典講典読
4 2 2 
2 l . ， 

世界史 A 2 2 
世界史 B 4 4 4 

地 理 日本史 A 2 2 
歴 史 日本史 B 4 |② 4 4 

地 理 A 2 2 
地 理 B 4 4 4 

. 
現代社会 2 o (・2)

公 民 倫 理 2 4 

' 
|政治・経済 2 4 ' . 
数学基礎 2 
数 寸tZa与 3 3 
数 主寸』ザi4lEー- E 4 3 

数 tナA 数 E 3 3 

|数数数 学学学
A 2 2 
B 2 2 2 
C 2 2 

理科基礎 2 

理科総合A口 A 2 0(-2) 
理科総 B 2 
物 理 3 2 
物 理 H 3 

理 科 化 寸"，..，.・ 3 0(-1) 2 lp)| 

化生
』ヴ4ーh H 3 |② 3 (2)・
物 3 2 

生 物 E 3 |② 
地 ザ且4ー 3 2 
地 P一一1十4ー H 3 3 

保健体育
イ体呆 傍育

7 "'-' 8 2 3 3 
2 ' 

コ日ヱ
楽楽

2 2 

音3日Z 
H 2 

楽 E 2 ' 2 
美 術 I 2 2 
美
術術
E 2 ② 

三3主三て2 術 美 E 2 ① 2 
工 当z主xf 2 
工 fZ壬3Zr E 2 
工 サc'e 田 2 コ"
書 道 2 2 
三<=主ヨ 道 H 2 1 
書 i首 皿 2 2 
がうル・コミュニケーションl 2 2 
トラル・コミュニケサョンE 4 2 

英 言吾 英 語 3 3 

英 デフ語ーィィ E 
4 2 2 

リー ング 4 2 
ライテング 4 2 

2 2 . 2 . 
家 庭

活庭 総技 術合
4 ' 
4 

. . 
情d情f青
報 A 2 

'情 報 報報
B 2 。(-2)
C 2 

a 

' 
工 業 情報全E術基礎 . 2 

t与量壬z品入門 3.5 3.5 (+3.5) 
. 

瞳聾
2 2(+2) 

現代へ制腫 2 1 (+1) 1 (+1 a 

I(+1 
2 2 (+2 . 

|総合的な学習 3 ~ 6 1 (-1) 0(-1 ' 
1特別活動品級J活力古田)

言十 31 31 31 
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7 研君主邸~

( 1 )研究組織の概要

研究推進のために研究部が設置されているが，さらにこの研究開発のために全教員による「研究委

員会j を設置する。また具体的な研究の推進は，学校長，副校長，研究主任・研究係，教科代表委員

により構成される「研究開発委員会」が行う。授業単位での教材や指導方法の開発は，それぞれの小

委員会が担当する。研究の状況のチェックと評価のために運営指導委員会を定期的に開催し，研究開

発の状況を報告して指導を受けるとともに，各運営指導委員には適宜授業観察などを通して，指導方

法や教材開発などについての指導を受ける。

研究開発協議会

。運営指導委員会(大学教員ほか)

。研究委員会(全教員)

く〉研究開発委員会(学校長，副校長，研究主任・研究係，教科代表委員)

。研究開発小委員会

(2)運営指導委員会

①組織

氏名 所 属 職名 備考(専門分野等)

岩(運崎営指秀導委樹員長)
広島大学大学院教育学研究科 教授 数学教育学

池田秀雄 広島大学大学院国際協力研究科 教授 教育文化専攻教育開発

越智 貢 広島大学大学院文学研究科 教授 応用倫理学，哲学

角屋重樹 広島大学大学院教育学研究科 教授 自然システム教育学

高地秀明 広島大学入学センター 准教授 アドミッション研究開発

小山正孝 広島大学大学院教育学研究科 教授 数学教育学
竹村信治 広島大学大学院教育学研究科 教授 国語文化教育学

前原俊信 広島大学大学院教育学研究科 教授 自然システム教育学

松浦伸和 広島大学大学院教育学研究科 教授 言語文化教育学

松原静郎 桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部 教授 科学教育，理科教育
方フに不 敏昭 広島大学大学院教育学研究科 教授 認知心理学

( 3 )研究担当者(研究主任の氏名にはO印を付すること)
布哉 名 氏 名 担当学年・担当教科

学校長 町 博光 広島大学教授(日本語教育学)

副校長 竹盛浩二 国語

副校長 コ藤義郎 社会

教諭 O山下雅文 理科(研究係，研究主任)

教諭 丸本 浩 理科(研究係)

教諭 蓮尾陽平 社会(研究係，教科代表委員)

教諭 石井希代子 国語(教科代表委員)

教諭 服部裕一郎 数学(教科代表委員)

教諭 岡本英治 理科(教科代表委員)

教諭 平賀博之 理科(教科代表委員)

教諭 三宅幸信 保健体育(教科代表委員)

教諭 高橋美与子 家庭(教科代表委員)

教諭 嶋本雅宏 技術(教科代表委員)

教諭 牧原竜浩 芸術(教科代表委員)

教諭 山岡大基 英語(教科代表委員)

教諭 甲斐章義 数学・情報(教科代表委員)
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(4)研究委員会

学校長 町 博光
副校長 竹盛浩二(国語) 三藤義郎(社会)
国語 石井希代子 井上 泰 江口修司 金尾茂樹

金子直樹 川中裕美子 重永和馬 村山太郎
社会 鵜木 毅 大江和彦 下前弘司 土肥大次郎

蓮尾陽平 見島泰司 方フに不 才三 山名敏弘
数学 井上優輝 甲斐章義 釜木一行 後藤俊秀

清水浩士 高橋由美子 服部裕一郎 村上和男
理科 岡本英治 柏原林造 小茂田聖士 田中伸也

野添 生 林 靖弘 平賀博之 丸本 ;告
山下雅文

保健体育 岡本昌規 合田大輔 高田光代 藤本隆弘
三宅理子 三宅幸信

家庭 高橋美与子
技術 嶋本雅宏
芸術(音楽) 光田龍太郎
芸術(美術) 牧原竜浩
芸術(書道) 江草洋和
英語 池岡 a慎 大野 誠 川野泰崇 千菊基司

多賀徹哉 山岡大基 山田佳代子 幸 建志
養護 松見瑠子 山居歩美

8 研究計画 圃圃・

( 1)年次研究計画
.第一年次 11.広島大学各学部の教官を中心に構成する運営指導委員会の設置

2.校内の研究推進組織の整備

3.新教科「現代への視座」の各科目のねらいとする目標や育成すべき能力や技

法の明確化，カリキュラム開発と授業実践の試行および，学習指導要領に対応

する教科目標，内容，内容の取り扱いの策定

4.既存の教科の中で扱う発展的な内容について，ねらいと育成すべき能力の明

確化と教材開発

5. 中学校・高等学校の6年間の系統性やねらいの構造化を検討する

6.評価方法の検討・開発

7.研究報告書の作成

第二年次 11.新教科「現代への視座」の授業実践

2. 中学校・高等学校の6年間を見通したプログラムの授業実践

3.公開授業，公開研究会の開催(研究成果の公表)，外部評価

4.異文化理解，国際交流，意見交換をねらいとして大学の留学生などとの交流

を行う

5. カリキュラム評価，研究実践の評価

6.研究報告書の作成

第三年次 11.カリキュラムと指導方法，評価方法の改善

2.公開授業，公開研究会の開催(研究成果の公表)，外部評価

3.研究成果の検証

4.研究報告書の作成
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(2 )年次評価計画

第一年次 -生徒の成果物や発表をもとに論理的思考力や読解力などの評価方法を開発する。

-生徒の変容を測る評価方法を検討・開発する。

第一年次 -生徒の意欲・関心度の調査，授業後の意識変化の調査，学習内容の理解度の調

査など，生徒の学習活動を考察しての授業実践の評価やカリキュラムの評価を

行う。

-公開授業，公開研究会の開催(研究成果の公表)を通しての外部評価を受ける。

-留学生などとの交流を通したカリキュラム評価を行う。

第二年次 -研究成果について，教材，カリキュフム，指導方法，評価方法などの多面的な

視点から，生徒がどのように変容したのかを検証する。

9 平成21年度の研究開発の経過
ム 、0_-皐層£d • A 

<研究開発に関する経過(主なもの)> 
※本研究の申請にあたり，昨年度より，教科主任会議，研究委員会を中心にテーマや

カリキュラムの原案の検討をすすめる。

4月 1 B 研究委員会 委員任命，今年度の研究構想案提示

4月 3日 研究委員会 研究内容・カリキュラム提案

4月 7日 教科主任会議 教科の研究内容確認

4月 9日 研究開発委員会 研究内容・カリキュラムに関する討議

4月 16日 指導委員会 研究内容に関する指導

5月 13日 助成会総会 保護者へ研究構想・内容の紹介

5月 14日 教科主任会議 研究内容に関する討議

5月21日 研究委員会 研究内容に関する討議

6月 15日 研究開発委員会 研究の構想・内容に関する討議

6月29日 運営指導委員会 研究の構想・内容に関する指導

7月 2日 教科主任会議 年間指導計画，公開研究会へ向けての研究

内容の討議

7月 9日 研究開発委員会 年間指導計画，公開研究会へ向けての研究

内容の討議，中間まとめにむけての確認

9月 3日 教科主任会議 各プログラムの中間まとめ検討

9月 9日 研究委員会 各プログラムの中間まとめに関する討議

9月 9日 研究開発委員会 年間指導計画，中間まとめの討議

1 0月29日 教科主任会議 年間指導計画の確認

1 1月 12日 教科主任会議 授業公開へ向けての討議

1 1月 16日 研究委員会 授業公開に向けての確認

1 1月20日 授業公開 研究の概要・授業提案・外部からの評価

1 1月20日 運営指導委員会 公開授業・研究内容に関する指導

1 2月 10日 研究開発委員会 年間のまとめについて討議

1月 研究開発報告書作成

1月 12日 研究開発委員会 クリテイカルシンキングの具体について討議

2月 8日 研究開発学校研究協議会 研究開発 1年次の評価と次年度計画についての 指導・助言

2月 15日 教科主任会議 報告書に関する討議

3月 10日 研究開発委員会 1年間の活動の反省，次年度の課題の確認

上記の他，研究開発小委員会を随時実施し，授業単位で研究開発に取り組んだ。

<研究開発に関わる特別講義>

7月 18日 出張講義(高大連携授業)r森の植物 1 0人のお友達」
講師:岡山理科大学学長 波田善夫先生

1 0月 10日 SPP研究者招聴講座「大地の歴史を自分の手で明らかにしよう」

1 0月 11日 講師:岡山大学理学部地球科学科 鈴木茂之先生
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2章 研究開発の評価と課題

1 カリキュラムの評価

( 1 )教育課程の内容は適切であったか

昨年度まで当校で取り組んできた研究開発では中等教育における科学を支える『リテラシー』

の育成を核とする教育課程の開発Jを主題として掲げ，自然科学だけでなく人文科学や社会科学も含

めたすべての「科学」と，それらの基礎となる「リテラシー」の育成を核とした「新サイエンスプロ

グラム」の実践を行った。今年度からは，これまでの取り組みの成果(研究体制，科学的思考力やリ

テラシーに関する教材開発，評価方法の開発など)を基礎として，問題解決力や読解力，表現力，論

理的思考力や科学的思考力の育成の技法としてクリテイカルシンキングを柱に据えたカリキュラムの

開発を行った。

今回の教育課程の柱となるものが新教科「現代への視座j である。この教科では，科学的思考力，

基礎的素養，技法などの目標を明確化したなかで展開することで，新しい視点の習得が主体的に行わ

れ，その意義も伝わりやすいものとなっている。また，複数の教科が協力して，生徒の発達の段階に

合わせた内容を構成することで，知識や技能の関連を学び，知の総合化や，教科の壁を越えた活用の

場面を生み出し，確かな学力，生きる力の育成に確実につながるものとなっている。このような発達

の段階と系統性を考慮した新教科を開発することで，クリテイカルシンキングを柱とした思考力，判

断力，表現力を育成する具体的カリキュラムの計画・試行ができた。また，それぞれの場面で rク
リテイカルシンキング」が，単なる批判や反論ではなく，よりよい解決に向け複眼的思考に立ってよ

り深く考える力であり，創造的解決に向けての思考であることを認識させることができると考えてい

る。

本年度の試行を受けての生徒の意識調査からも，生徒が興味・関心をもって取り組み，新しい視点

の習得・活用や表現力の育成に，各科目および総合的な学習の時間が相補的にはたらくことが伺えた。

教育課程の完成年に向けて，内容を検証し，吟味することで，より効果的なものになると期待してい

る。

「クリテイカルシンキング」に対する外部評価

く運営指導委員会での評価>

第 1回の運営指導委員会では，クリテイカルシンキングの捉え方や，各教科の中でどのように具体

化するかの方向性を示していただいた。具体的な指導・助言を何点か以下に挙げる。

-教科内容がつけば力がつくという内容主義は限界に来ており，どのような能力をはぐくむかを中

心に教材を構成する，能力主体の重要さが認識されている。その中身の lっとしてクリテイカル

シンキングも，どのように実現されていくかが， 6年間の中高一貫の中でどのように組み立てて

いくか，期待している0

・クリテイカルシンキングは認知心理学でも重要なテーマであり，日本のこどもたちにとって弱い

部分である。しかし，批判的な思考力を高めることが目的ではないのではないか。では，何のた

めのクリテイカルシンキングなのか。創造的思考力の育成が目的であり，そのために必要なもの

が3つのc(チャレンジ・好奇心・クリテイカルシンキング)である。クリテイカルシンキング
を創造的な力のーっとして捉えることが重要。教育課程の習得・活用・探求において，ハンドル

となるのがクリテイカルシンキング，エンジンとなるのが好奇心，関心・意欲・態度0

・クリテイカルシンキングを r学習過程の中で吟味するというクリテイカルシンキングJ， r日常
生活や社会生活を見直すクリテイカルシンキングJ，r創造するためのクリテイカルシンキングj
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など，各教科の各場面で使えるように具体化することが重要である。「数学的手法を使うことに

よってものの見方が変わってきたJ，r社会の事象をこういう見方で見ると見えてきた」など，
学習活動の中でクリテイカルシンキングを意識することで，見えないものが見えてきたという取

り組みが大切である。批評読みということが国語ではよく言われるが，事例が適当でなければ揚

げ足取りになりやすい。そのところを注意して創造や発見を意識することが必要だと思う。

-面白いと思ったのは，批判的思考というとやっつけるという意味があるが，クリテイカノレにはそ

ういう意味は全くない。ギリシャのクリノということばは明確に分けるという意味が語源である。

あいまいにしないとか，意味を豊かにしていくということを考えていけばよい。

-クリテイカルシンキングは相手のあらを探すといった意味に使われるが，自分を豊かにするとい

う意味で使いたい。自分自身の中で、豊かになったり，他とのかかわりの中で豊かになっていく。

それがクリテイカルシンキングである。「よりよい問題解決能力J，rより深い読解力J，rより適
切な表現力J， r椴密な論理的思考力J， rエクセレントな科学的思考力J，それを各教科の中で目
指せばよい。他の生徒の走り方と自分の走り方を比較してみる。そこから自分の走り方を考え修

正するといった手法をとれば体育でも教科に取り込むことができる。 l年目は個人内で， 2年目

は複眼的な思考など他者とのかかわりの中でどう深めるかが研究テーマとなるのではないか。

く公開研究会での外部評価〉

公開研究会の授業でクリテイカノレシンキングの育成をめざした授業を試行した。それに対してさま

ざまなご意見をいただいた。以下に挙げる。

-クリテイカルシンキングは必要な資質だと考えます。カリキュラムとして見ていくなかで，どの

要素をどの学年，そして，どの教科で取り組みのが有効なのかについて興味があります。

• rリテラシー」という言葉はどうもわかりづらかったのに比べクリテイカルシンキング」は
わかりやすい言葉だと感じています。

-思考力・判断力・表現力を身につけさせるためにクリテイカルシンキングが有効ではないかとい

うことが何となくわかりました。今後，自校でも研究の視点の 1っとして考えていきたいです0

・「なせだろうか」という思考はとても大切だと再認識させられました。

・論理的思考力ができる日本人が育つように，この教育は期待できる取り組み・実践だと思います。

・これまでの六年間の研究の積み重ねがあるからこそできる研究であると思いました。他の学校へ

広めるために，ぜひ具体的な実践事例集などができると嬉しいです。

-総合的には非常によい取り組みですごい研究につながっていると思いますが，その試みが授業の

中でもっと見られるとよかったです。中学校の取り組みは授業の中である程度わかりました。

・かなりハイレベルの思考を求めることであると思う。もっとクリテイカルシンキングの土台とな

る思考があったり，クリテイカノレシンキングの土台となる技法があると思う。この基本から見直

してみてはいかがでしょう。

-理科とクリテイカルシンキングの親和性は非常に強いと感じます。科学的思考力の多くの場面を

クリテイカルシンキングが占めていると考えています。それだからこそ新教科「現代への視座」

と理科の線引きをはっきりとしておかなければ，新教科が「教科」として成立しなくなる可能性

を感じます。

-クリテイカルシンキングの具体例を示した上での定義をしてほしいと思いました。

・公開授業を見たが批判的思考力が大きく表に出たようには，思えなかった。授業のたびごとに，伝

え合いや話し合いの時間を設定し，言語活動の充実の中でクリテイカノレシンキングが高まってい

くのではないかと思った。
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く保護者や地域からの評価〉

当校の教育活動を認知していただくことを目的に，さまざまな行事を広く紹介し，保護者に公開し

ている。教育研究会や高大連携による特別講義などにも保護者の方の参加を得ている。そうした中で

は，保護者の方からのご意見を伺う機会を作っているが，参加者からは，当校の「クリテイカノレシン

キングを育成する中等教育」への大きな期待と現代への視座」などの授業実践に対して好意的な

意見をいただいている。

(2 )授業時間等についての工夫

各学年，教科でこれまでの授業の中で，クリテイカルシンキングに関連する内容などを吟味し，そ

れをベースに内容を考えてきた。そのため，新教科の授業時間の設定では，既存教科の内容のふりか

えも併せて行うことで，総合的な学習の時間に加えて，既存の教科の時間を持ち寄ることで創設する

ことができている。このことは，他の中学校や普通科高校で実施可能な教育課程を作ることにつなが

っており，思考力を育成するためのカリキュラム開発の方略として有効なものと考える。

2 指導方法・題材等

( 1 )実施した指導方法等の特徴
当校のカリキュラム開発の特徴としては，次のような点があげられる。

① 各教科の特性を生かし，全校が意識統一して教材や指導法の開発に取り組んだ

生徒の発達の段階に合わせた「クリテイカルシンキング」の育成を図る教育課程

である。

② 新教科「現代への視座」等に関係して開発するカリキュラムの多くの内容は，

教科の内容や総合的な学習の時間を工夫することで，他の中学校や普通科高校で

実施可能な内容である。

また，ここに挙げた他に，当校で開発しているカリキュラムは，すべての生徒が共通して履修する

ことを前提としたものであることも大きな特徴である。当校の開発したカリキュラムでは，高等学校

の芸術科の選択や中学校の選択教科を除けば，総合的な学習の時間も含めて，必修の授業として全員

が履修する形を取って実施している。

( 2 )指導方法等は適切であったか

各教科の特性を生かすため，これまでの教材や指導方法を吟味し，互いに情報交換することで意識

統ーを行い，研究体制を作ってきた。また，このことが教材開発にも活かされ，それぞれの取り組み

に発展的な内容としてや発達の段階に合わせた教材づくりにつながっている。当校の特徴である全校

を上げての研究体制は，教育課程を開発する際，重要かっ有効な特徴と考える。

次に，他の中学校や普通科高校で実施可能な教育課程を作ること，また，選択制を取らず全生徒の

履修を前提にすることは，学校体制としても無理のない運用が可能となり，生徒の多様な進路希望に

対応するためにも適切なものと考える。
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3 実施の効果を測

( 1 )生徒への効果

新教科「現代への視座jや総合的な学習の時間での授業実践の後，試行に対する生徒の意識調査を

行った。調査項目は以下の6点である。

調査項目

1.授業内容(教科，科目，単元)への興味・関心を持ったか

2.新しい考え方や視点が身についたか

3.深い思考ができるようになったか

4. これからの社会生活で、役立つものが得られたか

5. 自分の考えをうまく整理するのに役立つたか

6. 自分の考えを相手にうまく伝えるのに役立つか

評定尺度

4.大変そう思う 3. そう思う 2.そう思わない 1. 大変そう思わない

調査した生徒の人数は，クラス単位(約40名程度)で，授業担当者の裁量によって，授業全体また

は単元あるいは1時間の授業の取り組みのいずれかを対象として実施した。主なアンケート結果を次

のグラフに示す。

[現代への視座1
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4年 自然科学入門(生命的スコープ) 4年 社会科学入門
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4年 現代評論A 5年 数理情報
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4年 クリテイカルシンキング

の手法を学ぶ 4年芸術の新しい表現(美術)
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アンケートの集計結果を，以下のように分析した。

[現代への視座]について

項目 1 (興味・関心)，項目 2 (新しい考え方・視点)については，どの科目でも約8割が肯定的

意見を持っており，設定した教材について関心の高さが見られた。また，教師の側が「クリテイカル

シンキング」を意識して授業を行うことで 生徒の「視点の習得Jに対する意識が高まっていること

が伺える。教育課程として発達の段階に合わせた設定の妥当性が得られたと考えている。

項目 3 (深い思考)については，科目問での差異が見られた。現代評論Aにおいては83%の生徒が

肯定的であったのに対して，社会科学入門や自然科学入門の科目に於いては肯定的な意見が半数にと

どまっていた。これは，授業で文章を読み込んで考えるということを主体にする現代評論Aの科目の

特徴に対して，自然科学入門や社会科学入門が科学的リテラシーの習得をまず第 1の目的に設定して

いることによると考えられる o

項目 4 (社会生活での有用性)という観点では，社会科学入門が96%の生徒が肯定的であり，この

点でも科目の特徴がよく現れている。また，数理情報も高い数値となっている。これに対して，自然

科学入門では分野による違いが顕著に表れた。

項目 5 (考えの整理)については，現代評論A，数理情報および自然科学入門(力学的スコープ)

で肯定的意見が高くなっている。これも科目の特徴が出ていると考えられる。

項目 6 (考えの伝達)の「考えをうまく相手に伝えることJに関しては，環境と現代評論Aで肯定

的意見が高くなっている。環境では調べ学習を中心に展開し，レポートや発表が多く行われている。

中学校段階での表現力の育成に効果があり，生徒自身も手応えを感じている。特に現代評論Aでは，

この段階までの学習の到達目標がより深く考えるJ理解領域に重点を置いたものであり，表現領

域を高める内容は5年(高 2) に設定されているため 4年で学んだ内容をベースに 5年で学習を行

うことによりさらなる深化が期待できる。

5年の現代評論Bについては，別の調査(科目独自のアンケート)より，英文を読む授業において，

これまでは，生徒は与えられた英文は完壁なものだと信じて鵜呑みにしてきたが，授業の中で論理的

・批判的に英文を読み取ることにより，完壁だと思っていた英文にも批判できるところがあるという

体験を通じて「クリテイカルシンキングJの手法によって新たな視点・見方が身につ川たという実感

を持つことができたという生徒の感想が得られた。このように，取り組み1年目ではあるが，着実に

生徒の中へ浸透している様子が伺える。

次に r現代への視座」の各科自における授業担当者による分析と代表的な生徒の感想、を示す。

-18 -



2年「環境」

新しい知見・知識の獲得についてみると，獲得量の多さは自己評価させても高い値を示すが，

そこに向かつて基礎的な知識や考え方を地道に学ぶ過程に対してはそれほど高い値は示さな

い。疑問を調べたりすることに関しての面白さや興味の度合いが高いだけに，例えばより深み

のあるレポートを作成するための背景となる知見を獲得する過程の重要性をきちんと認識させ

ることも，今後大切な視点と言えよう。

4年「現代評論AJ

アンケートの結果より思考のアイテム」の獲得が理解領域に止まっており，まだ表現領

域まで高められていないと考えている生徒が多いことがわかる。これは 5年次での現代評論

Aの授業で鍛えてし、く。 4年生のはじめにこの単元を組み込むことは生徒にとって過負担かも

という心配があったが，授業を重ねるごとに理解が深まった様子を見て取ることができ，内容

・時期ともに有効で、あったと考えている。

4年「自然科学入門J(力学的スコープ)

授業を終えて，考え方や視点の形成といった点を感じとったと生徒が多いことは成果である

と言える。しかし，考えの伝達が養われたと感じる生徒が少ないことは，授業者が反省すべき

ことであり，今後の課題である。

4年「自然科学入門J(粒子的スコープ)

全体を通して，生徒の興味関心を高め，新しい考えや視点を示唆することはできたが，得ら

れた考えを深めたり，相手に伝えたりすることはまだまだできていないといえる。

4年「自然科学入門J(生命的スコープ)

興味・関心の割合が非常に高い結果が出た。特に新しい考え方や視点が身についたと感じて

いる生徒の割合が高かった。一方，整理や伝達といった内容に対しては，役立つと感じていな

い生徒も見受けられる。これは整理・伝達といった場面が学習段階の導入期であるため，十分

に扱っている内容ではなく，今後，学習が進むにつれて高まるものと思う。

4年「社会科学入門」

経済理論を学ぶ際にできるだけ具体的な事例を取り上げるようにしているため，興味・関心

を高めることができていると考える。経済の見方・考え方を学ぶ学習を通して，多くの生徒が，

経済をとらえる視点を習得していると考えられるが，経済をとらえるための深い思考ができた

と実感するところまではいたっていない生徒が多くみられる。また，授業の中で考えさせなが

ら経済をとらえる視点を習得することに重きをおいているため，考えた結果を表現する力を高

める活動が十分でないことが改善点である。

5年「数理情報:数理編J

数学の応用として様々な事象を扱うのであるが，その応用例を 1つしか扱っておらず，しか

もその後のテキストも配布していない状態でのアンケートで、あったため，生徒はこの教科で何

を学んでいくのかを見通すことが難しい状態でのアンケートであった。

5年「現代評論BJ

<生徒のコメント>

一度，普通の英語の教材として読んだ文章を使うことが多くて，前に読んだときは筆者の意見

を鵜呑みにして納得していたのに，この授業で同じ文章をいろんな視点で分析すると矛盾であ

ったり不確かな部分がたくさん見つかって面白かったで、す。でも，自分で発見するのは，なかな

か難しいです。

一読した時点では納得できる文章も，熟読すると筆者の無意識の前提や偏見が含まれている

とわかったのは興味深かった。誰もが読んで納得できる文章を書くには様々な観点からの論理

性の追求が必要だと実感し，英語でも日本語でも改めて自分の意見を述べることは難しいと感

じた。

既製の文章から論理的な問題点を探すというのが，現代のあふれる情報に流されまいとする
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姿勢を表わしていておもしろいと思ったoただ，実際に自分で考察するとなると， ["何となくおか

しいJから「ここがおかしいのでこう直せばよしりとなるまでは長い道のりである。
<教師のコメント>

生徒に見られた大きな変容としては，望ましい議論のあり方についての認識が高まったことと，

他者の主張を鵜呑みにせず論理的に検討する姿勢が身につき始めたことの2点が挙げられる。

前者については，たとえば，適切な反論の方法について学ぶ単元において顕著に見られた。

生徒は最初，他者の議論に反論するよう求められたとき，単純にその論者と対立する意見を述べ

るた、けであった。しかし，単元の学習を通じて，単に相反する主張を述べ合うだけでは議論は決

着しないことに気づき，論理性に着目した議論をする必要性を理解したようで、あった。

後者については，既存の文章を論理的に分析し，修正する単元において見られた。生徒の中

には，英語の教材として触れる文章は理想的な議論を展開するものであると無意識のうちに思っ

ていた者が少なくなかった。しかし，それらの文章の論理性を分析し，どのように修正すれば論理

性が高まるかを検討するなかで，必ずしも論理的に不備がないわけではないことが明らかになり，

そのことに驚く生徒が多かった。

年間を通じて残された課題としては生徒に要求する課題のレベルを調整する必要性で、ある。

本年度は論題として社会的なテーマを設定することも多かったが，母語を通じてでも必ずしも容

易でない内容について英語で、の読解と論述が求められることに，大きな負担感を覚える生徒もい

た。

[総合的な学習の時間】について

項目 1，2はいずれも肯定的意見が多数を占めており，設定した教材について関心の高さが見られ

た。

4年(高 1)では，テーマを「クリテイカルシンキングの手法を学ぶJとし，クリテイカルシンキ

ングの学習を行う。この学習に対する生徒の意識は，どの項目でも肯定的意見が多く["現代への視

座」の複数の科目が設定されているこの段階で，このテーマを扱うことが有意義であると感じる。ま

た，総合的な学習の時間では，生徒の活動を中心に展開するので，項目 6 (考えの伝達)が高い結果

になっている。

以下に総合的学習の時間」の各科目における授業担当者による分析を示す。

3年「地域から学び，考えよう」

生徒が作成したレポートおよび発表風景を見ると，深い探求が不十分であるから，思うよう

に研究成果をまとめられず，発表もおぼつかなかったと解することができる。いわゆる「調べ

学習」の方法論をし、かに身につけさせるかが一番の課題ではないか。そこで，適切な探求方法

とそうではないものとの比較をさせる授業などを開発し，改善点を探っていきたい。

クリテイカノレシンキングを取り入れた授業を行い，クリテイカノレに思考することに対して興

味関心を引き出すことはできている。しかし，生徒自身が実際にそれをどのように行ったらい

いのかということについては，手本を示すだけではない何かが必要なのではないかと考える。

3年「データを数理的に解釈し判断する」

中学校3年における総合的な学習の時間では["データを数理的に解釈し判断する」という

テーマのもと，クリテイカルシンキングの具体として以下の能力を育みたいと考えている。

・生成したデータを適切に整理することができる能力(データ処理能力)

-データの中から一般的な法則を推測したり，問題点・疑問点などを見出すことができる

能力(メタ認知能力)

・データの意味を正しく解釈し，発表することができる能力(表現力)

今回の意識調査アンケートは，単元①「サイコロの日の出方jを実施後に行ったものである。
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全ての設問において，肯定的な回答(問 1 100%，間 2: 90 %，問 3: 78 %，問4: 90%， 

問5: 80 %，問 6: 73 %)が得られたことからも概ねこちらのねらいは伝わっていると考え

ることができる。

単元①に限らず，この総合的な学習の時間では，授業展開の方法として，特に数学的活動を

重視している。このことが，授業における生徒の興味関心を高めた要因の 1つではないかと考

える。単元①終了後に行った生徒のレポート(この学習を通して学んだこと・感想を自由作文

の形で実施)ではこの単元を通して，数学のよさを実感できた」という意見が目立ち，改

めて数学的活動の重要性を感じた。

一方で，単元①では，上記のねらいの 3番目にあたる表現力の育成については課題である。

設問6がこれにあたるが，データから推測される数学的事実を自分の言葉で数学的に表現させ

ていく活動をもっと増やすべきであると考える。このことについては，単元②「乱数とモンテ

カルロ法」において，そのような場を設定していきたい。

4年「クリテイカルシンキングの手法を学ぶ」

様々な文章を読む際に その文章に示されている内容・主張・判断を無批判に受け入れるの

ではなく，その妥当性を検討した上で判断する力を育てていくために，論証の正しさを検証す

る手法を学ぶ単元である。

授業の様子やアンケート結果を見ると，生徒たちは概ね関心を持って取り組み，学んでいる

内容についても満足を得ている様子がうかがえる。また，この単元を学んで彼らが身につけた

(と考えている)ものの具体を自由記述で書かせたものを見ても今まではどうしても『批

判=対立』というようなイメージがあったが，結論を共有しつつも，批判することができると

分かつた。J， r~考える』というのが，今まではただ『考える』だ、ったが，この単元で『どの

ように』というのが，多方面から深く学べた。J，r文として在るものをもう一度考え直したり，
その論理や根拠が本当に正しいのかを考えたり まして異論や批判を提出したりすることは普

段ほとんどない。だから凄く難しかったし，自分がし、かに考えていないか，考えさせられた。

普段からこういう癖をつけて自分で考えるようになりたい。」など批判的思考」の構えが

身についたと考えている生徒が多く，この単元のねらいは概ね達成できたといえる。

このように，新教科「現代への視座Jと「総合的な学習の時間Jが相補的にはたらき，生徒の考え

や表現力の育成に効果を発揮していると思われる。

(2 )教師への効果

新教科「現代への視座j を柱として，生徒の発達の段階に応じて段階的かっ教科横断的なカリキュ

ラムを編成する過程に於いて，教師間で、の議論や意見交換を行った。当初はクリテイカルシンキング

を具体的にどうとらえるかの共通認識をつくることが難しかったが，各教科で，クリテイカルシンキ

ング育成のために効果的な既存の内容や，複眼的思考を育むことができる授業展開などを検討し整

理してきた。これをもとにそれぞれの教科で発展的内容を取り入れ具体的な授業実践を行い，公開研

究会等の機会を通じて広く一般に公開し，さまざまな意見や助言・指摘等をうけることができた。こ

れらを全教員で確認するなかで，クリテイカルシンキングを育成するための内容の深化とその方略に

関して共通認識ができた。今後，具体的な授業実践を積み重ね，教師間の意見交換を活発にして， rク
リテイカルシンキングを育む授業展開とはこのようなものである」というものがより強く示せるよう

取り組んでいくことが重要と考えている。
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(3 )保護者等への効果

先述のように，当校では，さまざまな行事や教育研究会，高大連携による特別講義などを保護者に

公開する中で，当校の「クリテイカルシンキングを育成する中等教育」への大きな期待と現代へ

の視座Jなどの授業実践に対して好意的な意見をいただいている。

生徒に対しても，保護者に対しても，現在当校で取り組んでいる研究の内容や成果を広報し，理解

を得ながら進めていくことが特に重要であると感じている。「クリテイカルシンキング」という言葉

は，これまで当校の研究開発で取り組んできた「サイエンス」に比べて，認知度が低い。またク

リテイカルシンキング」を単に「批判的思考」と言葉通りとらえてしまう恐れもある。当校が考える

「クリテイカルシンキングJ rよりよい解決に向けて複眼的に思考し，より深く考えることJとの
認識を浸透させ，これから持続可能な社会を構築する上で重要な考え方であることを理解してもらえ

る広報活動が必要と考える。

4 研究実施上の問題点と今後の課題

研究初年度，教材開発と授業の試行を行ってきたがクリテイカルシンキングj を育成するため

の発達の段階に合わせたねらいや，新教科(科目)の設定などの有効性に手応えを感じた。

公開研究会で「クリテイカルシンキング」の技法を取り入れた授業実践を行い，全国各地より参加

された多くの先生方のご意見やご指導を仰いだが，このとき最も多かった指摘が「授業の中でどの部

分がクリテイカルシンキングなのかがよくわからない。j というものであった。そこで，授業担当者

により「クリテイカルシンキングの具体例」を提示し，各教科のそれぞれの場面に於いてどのような

部分がクリテイカルシンキングなのかを明確にして，それに従って指導法を改善した。この取り組み

は教科間でねらいや手法を共有するのに非常に役に立った。このように，授業実践を行い問題点を洗

い出し，議論し，改善点を考えて，それらのことを授業実践にフィードパックするという一連の取り

組みが学校全体でなされたことは意義深いことである。

現段階での課題を3点挙げる。

1点目はクリテイカルシンキングの定着」についてである。いろいろな場面でクリテイカルシ

ンキングの育成を図る取り組みを試行したが，生徒に「クリテイカルシンキング」という言葉やその

意味が正確に伝わり，普及しているかが課題となる。この点は保護者や公開研究会への参加者に対し

ても同様である。テキストや授業の中で rクリテイカルシンキング」という言葉を，積極的に用い
るとともに，活用する場面をっくり，その意義が感じられるよう工夫をしていくことを計画している。

2点目は教材内容の吟味」である。今年度開発した教材の試行を行うとともに，クリテイカル

シンキングの具体例をまとめ，教科聞の共通理解を図った。来年度からの実施の中で，内容を吟味し，

さらに深めていく予定である。また，教科問の連携もとりながら，それぞれの取り組みが相補的かっ

有効にはたらきあい，クリテイカルシンキングを住とした「生きる力」を育成する体系的な教育課程

を目指したい。

3点目は評価方法の開発j である。生徒にクリテイカルシンキングが身についたかどうかの調

査をどのように行い，数値化するかが課題である。より客観的で，広く普及できる調査方法の開発は

次年度以降の課題である。
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3章研究開発の内容

1 力リ弁~.:L-:zムデザイン

( 1 )現代への視座

学年 科 目 名 週あたりの時間数(単位)

2年(中 2) 環境 2 

3年(中 3) 地球科学と資源・エネルギー 4 

4年(高1) 現代評論A 1 

社会科学入門 2 

自然科学入門 3. 5 

5年(高 2) 現代評論A 1 

現代評論B 1 

数理情報 2 
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新教科「現代への視座Jのカリキュラム開発

・教科名:現代への視座 く〉科目名:環境 2年
担当教科:( 理科・保健体育科・家庭科 ) 

1.概要

現代への視座「環境Jは，社会科，理科，保健体育科，技術・家庭科などで、扱ってきた「環境j

に関わる学習を単に融合するのではなく，また環境問題などの内容を網羅的に扱うのではなく，

環境をテーマとして実験や観察などをおこない，その結果をまとめ，考察するといった活動を通

して，また，環境問題を解決するためにどのような行動が必要かを考え，実行するといった活動

を通して，生徒の主体的な活動を引き出し，学びのための能力を身につけさせることをめざした

新教科である。特にここでは r与えられた情報や知識を鵜呑みにせず，複数の視点から注意深
く，論理的に分析する能力や態度Jといった批判的思考」あるいは「創造的思考」を育成す

ることに主眼を置き，環境と人間の生活を題材として生きる力としての問題解決能力j の育

成をはかることを目指す。また，生徒が「地域の環境Jや「人間の身体にかかわる環境j につい

て学び，それらの知識を基に直接体験としての実験や観察を行う中から「疑問」を抱き， r疑問J
の中から新たな課題を見いだして自らの力で解決していく体験を積ませる。さらに，自らの生活

を見つめ，自らの判断を基にして，環境に対する活動を計画し行動する実践力を培っていくこと

などをねらいとする。

「科学技術離れJや「理科離れ」といった指摘について，少なくとも小・中学校の段階では，

「理科」や「科学」に対する興味や関心が低下しているという「理科離れ・科学離れJといった

現象は明確でなく，むしろ，子どもたちが学問的あるいは知的な関心を持って問題を真剣に考え

る姿勢が希薄になっているという「知離れj といった現象が生じており，それが「理科離れ・科

学離れ」として指摘されているのではなし、かとも考えられている。こうした現象を踏まえ，子ど

もたちが学ぶことに興味を持ち，さまざまな体験をする中で未知のものを知る感動を味わったり，

自由な発想をもって様々なことを構想しながら知的好奇心を高めていくことが重要であると考え

る。そうした活動を「環境」では盛り込んでいくことを目指す。中学校2年という発達段階を考

慮、し，知識や理解よりも考え方や捉え方を学ぶことを重視し，さまざまな体験や活動を基に学習

を展開する。したがって，テーマ「環境」という中心となる課題を据えた上で，事象や現象をど

のように捉え，分析し，判断し，それに対してどのようなアプローチで解決していくかを体験さ

せることが中心となる。

第 1章「身の回りの環境Jでは，外的環境としての水を扱う。 15年に渡って観測を継続して

いる酸性雨を中心課題に据え，酸性雨を科学的に理解するために必要なpHや導電率の数値の示

す意味を考え，酸性雨の原因を探り，そして酸性雨の観測データの分析などの体験を通して，デ

ータに基づいた科学的な思考方法を学ぶ。

第 2章「人間の内的環境を考える」では，身体の生理や恒常性といった，いわゆる「身体の内

部環境j と「食を中心とした生活習慣」との関係についての探究活動を，自分の健康との関わり

の中で深化させ，健康獲得のための意思決定や行動の選択ができる力を養うように取り組ませる。

第3章「生活を見つめる」では，身の回りの環境に関わるテーマをエネルギーの視点から発展

させ，自分たちの生活や身の回りの社会を科学的に見つめ，データを収集し，科学的なデータや

根拠に基づいて意思決定していく経験を積ませることを中心課題とする。エネルギーや環境に関

しては，単に知識として知っているということではなく，エネルギーや環境に関する理解を踏ま

えて，自らの日常活動がエネルギ一環境問題と密接に関連していることの認識を持つことが重要

である。さらに，エネノレギー問題の解決やよりよい環境の創造のために，身近なところから，何

かの行動をしようとする心や実践的態度を育成することが求められる。最終的には，これからの

「持続可能な開発」を目指して，宇宙船地球号の乗員としてどのような行動が求められていくか，

科学的に考え，行動する指針作りを行う。

方法としては，生徒自身の発想を活かした観察や実験などの問題解決的な場や体験的な場を十

分に取り入れた学習を展開してし、く。そのためには，学習内容を厳選し，生徒がじっくりと考え

ることができるようなゆとりを持った学習を通して，生徒に科学的なものの見方や考え方などの
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豊かな科学的素養をしっかりと身に付けさせることが重要であろう。探究活動においては，グル

ープ研究・個人研究など場面に応じた研究形態をとり，観察・実験などの活動や探究活動などの

指導を充実させるためにティーム・ティーチングを導入していく。授業の運用では，理科，保健

体育科，技術・家庭科の各教科の教員各1名の計3名が担当し，授業内容に応じて 1"'3名が授

業にあたるように計画する。

2.ねらい(育成したいクリテイカルシンキング)

・環境(外的環境・内的環境)を科学的なデータを基に思考し判断する能力や態度を育む

.最終的には科学的なデータに基づいて意思決定を行うための能力を育む

環境に関わる事象は，因果関係が単純ではなく，さまざまな現象が組み合わさって発現する複

雑な関係を持つものが多い。例えば「酸性雨Jは，国内での汚染物質の発生・拡散や海外からの

越境汚染，それらの移動に関わる大気現象や雲の発生から降雨に至る気象現象など，多くの要因

が関わっている。したがって，次に降る雨がどの程度の pHを示すかを予想することは極めて難
しい。中学校までの理科の実験では量的な関係を扱う場合，多くは比例の関係であり，複雑な関

係、を扱うことはない。しかし，現実の社会で起こる現象は単純な関係であることの方が少なく，

複雑な現象をし、かに解き明かしていくか，その解決方法を経験させることは大きな意義があると

考える。環境に関するデータの集め方，分析の仕方，まとめ方，データの理解や解釈，そしてま

とめてし、く過程を体験に基づいて学んでいき，そしてそれぞれの段階において，論理的な考察に

よる検証をおこなう。その際，データの信頼性や理論の信濃性など，確認や検証を行うことで，

自らの論理を構築する際に，信頼に足ると判断できる論理を構築させていく。さらに，その論理

に基づいて意思決定し自らの行動を決定していくことが 現代への視座「環境」におけるクリテ

イカルシンキングの姿であると考える。

「環境」では環境と人間の生き方Jについての学習を進める中から批判的思考Jある
いは「創造的思考」を通して問題解決のステップを学んだり現実に対応する技術を身に付けるこ

とに焦点を当て r課題に対して問題意識を持ち，複眼的視点を持って解決することができる生
徒j を育成することを目指す。「自分で問題を発見」して「解決を目指して取り組む」ためには，

テーマとなる事項を調べまとめた上で，その知識を基に判断し r疑問Jを抱くことが出発点と
なる。第1段階として環境や健康に関する測定など，生徒が五感を使って現在の状況を捉える活

動の中で「疑問を発見する」ことにポイントを置く。自らの観測や体験は疑問の宝庫となるので

はないだろうか。次に生徒には「問題解決の道筋をさぐる」体験を積ませてし、く。

具体的には次のような能力を育成することを考えている。

(1)既成の知識を鵜呑みにせず，現象に疑問を抱き，課題を設定する能力

(2)課題に対して，さまざまな知識や技能を総合化して問題を解決する能力

(3) グループ研究を円滑に進め，まとめ，発表するための能力

(4)複眼的視点から問題を総合的に判断し，現実に対応して行動する能力

3.新学習指導要領との関係

環境に関する内容は，学習指導要領において，社会科，理科，保健体育科，技術・家庭科など

多くの教科で示されており，内容的にも幅広い。しかしこの現代への視座「環境Jで扱うのは，
それらを網羅するような，環境問題に関する系統的な学習を目的とするものではない。「環境」

は，データの収集，データのまとめ方，データに対する考察といった基本的な技能や方法を課題

に応じて体験させたり，研究の手法を身につけさせることを目指すなど，既成の知識や情報を鵜

呑みにせず，複数の視点から事実を捉え直して問題を解決するステップ自体を学んだり，そのこ

とから現実の生活で実践することを行動に移すことのできる能力や態度を育成することに重きを

置くものである。さらに「環境Jでは科学的な根拠に基づく意思決定能力の育成を中心に，さら

に当校の進めるクリテイカルシンキングの手法を取り入れることで，環境に対しての自らの行動

を意思決定し，積極的に行動できる生徒を育むことが中心課題となる。したがって，学習指導要
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領に規定された内容に重きを置くのではなく，生徒の問題解決能力や進んで環境に貢献しようと

する態度を育むことを目指している。

これまでの環境問題は， r総合的な学習の時間」の内容として取り上げられる例が多かったが，
「環境」では批判的思考・創造的思考」といった複眼的な科学の目を通して生徒が力をつけ

ていく「新教科・新科目Jとして扱うこととするため，中学生の段階で必要とされる基本的な科

学的技能・能力・態度については評価規準を定め，評定をおこなうこととした。これは評定まで

おこなうことで，科学的技能・能力・態度の着実な定着をはかることができると考えるからであ

り，評価そのものが，生徒の学習活動と教師の授業展開の力量をも向上させる一助となると考え

るカミらである。

4.年間指導計画 (70時間扱い)

月| 単元名 | 学習のテーマ・ねらい | 学習の具体的な内容
4 Iプロローグ:環境I@年間テーマの提示 卜環境と生活の関わりをテーマに

と生活を考える I <活動への意欲の喚起> I 1年間の学習を進める
1.身のまわりのI@r酸性雨Jの観測方法について い年間を通しておこなう環境観測
環境 |学び，観測を開始する。 Iの技能として， pHメータなど

①環境観測の技能I<環境測定の技能> の機器の使い方，データ登録の

5 I②酸性雨についてI<データの処理，分析> しかたなどを習得する。

6 

7 

③酸性雨の原因物l@pHとは(酸性物質の性質・インターネットを利用して観測
質 |。大気汚染物質と酸性雨の関係 | データと各地のデータを比較
④酸性雨の影響 I <論理的な考察> し，酸性雨の現状を考察する。

<探究 1> 
(グループ。研究)

.中開発表

・まとめ

。コンクリートに与える影響 |・大気汚染の現状を世界を視野に

。金属に与える影響 | 入れてグローバルな視点から考
。生物や土壌に与える影響 | 察する。大気汚染を防ぐ取り組
。酸性雨による被害の調査 | みについても扱う。
<論理に基づく判断> 卜酸性雨が身の回りに与える影響

。水の浄化 | や被害について生徒による調査

。環境観測を含む探究活動に取り組

み，測定したデータを基に身の回り

の環境を考察する。

<課題の設定>

<課題の解決>

。探究活動の発表，まとめの作業

<論理的な思考，総合的な判断>

を交えて考察する0

.自らの課題を設定する。

-プレゼンテーションを行う。

.意見交換を基に新たな課題設

定，課題の修正等をおこなう 0

.探究活動のまとめをおこなう。

9 1-2~ ース両bう語f* 1ミ1るス両bう語砕石ー↑丙蔀語読了示:ー註r.-j長喜市:6ElJ75壬?言語;面京語展
関わる環境 | 康維持のためにどのように機能し| に影響を与える具体的な例とし

~身体の内部環境| ているかについて理解し，食を中| て寿命」と食生活習慣との

と食を中心とし| 心とした生活習慣がどのように影| 関わりを学習する。

た生活習慣'" I 響を与えているのかを考察する
<活動への意欲の喚起>

10 I①健康と食べるこI@スナック菓子，インスタント食品，
とについて | 清涼飲料水などと健康

111②砂糖について 。糖質の功罪を考える
<見通し・工夫・

解決への意欲>
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-人間にとって食べるとはどうい

うことなのかを考える。

・食品の安全性に関して考える

(食品添加物，残留農薬，遺伝子

操作など)。

・調べ学習を織り交ぜながら，糖

質についての理解と課題意識を

まとめる。



。いろいろな食品の糖分チェック

<調査方法の確立，実施>

。血糖値の変化と健康

③塩について 。いろいろな食品の塩分チェック

<調査方法の確立，実施>

。塩分の働きを考える

12 

④食と生活習慣と I@食と運動，休養といった日常の生
健康について | 活習慣のありかた

<食に関する理解，判断>

<感覚的体験や視覚的体験>

<日常の運動と健康の関係に関

する実験と理解>

。生活のリズムと健康

。エネルギーの消費と摂取のパラン

-糖分の検査(糖度計)，清涼飲

料水からの糖分の抽出などの実

験や測定を行し、考察する。

-血糖値の変化が与える影響につ

いて考える。

-食品の成分表示や塩分計による

チェック。

・塩分の機能と過剰摂取が健康に

与える影響について考察する 0

・生活のリズム，運動，食事，体

温，血糖値，内分泌系の働き，

自律神経系の働き，免疫系の働

きなどの関係を理解する。

・自分を客観的に見たり，生活を

見直したりしながら，自分との

関わりで学習する。
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新教科「現代への視座」のカリキュラム開発

・教科名:現代への視座 o科目名:地球科学と資源・エネルギー 3年
担当教科:( 理科 ) 

1.概要

本科目は 1分野・ 2分野で構成される既存の中学校理科の学習内容を再編し，主に地学的な

内容と第7単元を発展・統合させた内容を扱う，中学校3年生で開講する教科「現代への視座J
の新科目である。

特に地学的な内容を総合的・応用的な科学」として位置づけ，関連する物理・化学・生物

的な内容の学習終了後に学ぶよう設定した。その結果，地学に関する自然現象を太陽からのエネ

ルギーと地球内部のエネルギーが原因となって起こる現象として統一的に理解することが可能と

なる。その中で，複雑な現象を論理的に捉え，本質を見抜く力を養うとともに，自然を総合的に

捉える能力を育成することをねらいとする。高等学校で地学の選択者が少ない現状では，多くの

生徒にとっては中学校での地学的な内容についての学習が，地学的な内容を系統的に学ぶ最後の

機会である。そこで，地震や火山，台風，豪雨，土砂災害など，自然災害に対する防災のための

リテラシーを育成することもねらいとする。中高6カ年の理科のカリキュラム全体では，当校の

高等学校1年生で履修する，主に物理・化学・生物的な内容を扱う「自然科学入門」と，補完的

な役割を担うことが，この科目「地球科学と資源・エネノレギー」の位置づけである。

具体的な内容としては，次の3つの考えに基づいて構成する。 1つは，地学的な内容である気

象現象，地質現象，天文現象など広範囲に発生する複雑な自然現象を扱う中で，それらを理解す

るためには，自然を見る様々なスケール感を育成することが重要であると考える。例えばそこで

は，時間的なスケールを変え，空間的な視点を移動させながら現象を解き明かしてし、く手法を学

ぶ。 2つめは，防災に関する内容では，データをもとに状況を判断し，危機を予測し行動するた

めの知識や能力を育成するため，多面的な思考を必要とする課題を設定することが重要であると

考える。例えばそこでは，地域の自然現象や環境について課題を設定し調査・研究を進める体験

も盛り込む。 3つめは，理科の第7単元である科学技術と人間J["自然と人間j の内容もあ

わせて取り組むことで，資源・エネルギーや，環境などの問題を主題にし，自然を見る様々な視

点の育成と，科学と人間生活のかかわりを考えられる内容を取り扱うことが重要であると考える。

例えばそこではエネルギー」によるつながりをテーマとした学習を構成する。

2.ねらい(育成したいクリテイカルシンキング)

中学校段階で，この段階までに学習を終えている物理・化学・生物的な内容を基盤とし，その

上で地学領域を集中して学び，これまで育んできた科学的知識，技能，思考力を活用して，総合

的に地球を捉える視点，および資源・エネルギーを中心に現在から将来に向けての社会と科学，

自然との関係を考える視点を育む。

また， ["地球科学J，["地球環境J，["資源・エネルギーjを題材に，直面する課題について考え，

複眼的な視点、を活かして，現状を分析し，その解決に向けての各自の意見を表現する力の育成を

ねらいとする。

このようなねらいを達成して科学リテラシーを養うために，全般的に共通する方策として以下

の点を挙げる。

① 個々の生徒にじっくり考えさせる。じっくり作業をさせる
② 生徒の思考の過程を重視した実験の工夫や，指導方法の改善を行う
③ 科学的な用語やその内容を，自分の言葉で表現させ，文章を書かせる
④ 本・雑誌・インターネット・新聞など多様な情報を収集し，資料に基づいて討論するプロ
ジェクト型の学習を仕組む

⑤ 生活と結びついた内容について考察させ，理科(地学)を身近なものとして捉えさせる
⑥ 科学的な根拠に基づいて， 自分の意見を形成させる・発表させる
⑦ 生徒に課題そのものを設定させる・自由にテーマを決めてまとめさせる
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3.新学習指導要領との関係

新学習指導要領で取り扱われるもののうち，理科2分野の第2単元「大地の成り立ちと変化J，

第4単元「気象とその変化J，第6単元「地球と宇宙」を取り扱う。また，理科1分野の第7単元「科

学技術と人間Jと2分野の第7単元「自然と人間j を融合し，さらに新たな内容を加え「地球科

学と資源・エネルギー」とする。

4.年間指導計画

A領域 (35時間扱い)

月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容

10 第 1章 エネルギー

の利用 -力学的エネルギーや保存の法則について -力学的エネルギー

1 エネルギーの は理科で学習している。光や熱，電気とい -光・熱・電気エネ

移り変わり ったエネルギーの形態に関して取り扱い， ルギー

保存や変換の概念，その効率について取り -エネルギーの保存と

扱うことで，エネルギーの見方について身 移り変わり

11 につけさせる。 -エネルギ一変換効率

2 発電の仕組み -身近なエネルギーとして，電気を取り上 -水力・火力・原子力

げる。発電の仕組みとして，水力・火力・ 発電の住組み

原子力発電の仕組みについて取り扱い，そ -電磁誘導や状態変化

れらの原理を学習した内容と結びつけ考察 といったキーワード

する。 を用いて説明。

3 放射線と資源・ -放射線について取り扱い，放射線に関す -放射線

エネルギー る知識を身につける。身につけた知識を用 -放射線の特性・性質

いて科学的に判断する力を身につけさせ -放射線防護の原則

12 る。

第 2章 化学変化と

エネルギー -いろいろな化学変化によって熱の出入り -発熱反応と吸熱反応

1 化学変化と熱エ があることを実験を通して学び，化学エネ -化学かいろの実験

ネルギー ルギーについて考察する。

-物質の燃焼によって熱エネノレギーが発生 -燃料と熱エネノレギー

することを学び，生物が呼吸によってエネ -呼吸基質とエネルギ

1 ルギーを得ていることに結びつけて考え 一

る。

2 金属の精錬とエ -金属の酸化物を還元することによって， -酸化銅の還元

ネルギー 金属資源を取り出すこと(精錬)ができる

ことを，実験を通じて確かめる。 -たたら製鉄法の体験

-たたら製鉄法のしくみを学び，砂鉄から 実習

鉄(鋼)が取り出せることを学ぶ。 -テルミット反応

3 電池のしくみと -いろいろな電池をっくり，化学エネノレギ -ボルタ電池

エネルギー ーを電気エネルギーに変換するしくみ(電 -鉛蓄電池

池のしくみ・原理)を学ぶ。

第3章持続可能な

社会に向けて -全世界的な視野で，われわれの生活に関 -資源の分布(世界的

1 鉱物資源，エネ 連する，石油や金属，希少金属など資源、の な視野で)

ルギー資源の分布 産出地を調査し，エネルギー資源の分布を 対象とする資源は，

2 まとめる。分布から資源の輸出入が必要で， 石油(化石燃料)

活発に行われていることを知る。 金属・希少金属

なr

-29-



2 化石燃料・ | 化石燃料や金属資源防いては われわ -化石燃料の埋蔵年数
金属資源 れの生活を支えているものの代表である。 -金属資源の有限性

しかしこれらの資源には，枯渇などの問 -都市鉱山

題が指摘されている。また，最近では， r都
市鉱山Jという言葉を耳にする。金属資源

を利用した製品が多く使われている都市で

の，製品から希少金属を取り出す試みがあ

3 I |る。これらについて知るとともに， リサイ

クノレとの関わりを考える。

3 地球環境と | 現代の社会が直面山る，地球温暖化 -地球温暖化
リサイクノレ や廃棄物問題，酸性雨，オゾン層の破壊と -廃棄物問題

いったエネルギーや環境を取り巻く問題に -酸性雨

ついて調査する。これらの問題について， -オゾン層の破壊

省エネルギーへの取り組みや新エネルギー -省エネルギー

源の開発，身近なリサイクルや3 R運動 -新エネルギー

といった活動を取り上げる。これらの活動 -リサイクル

や運動について，知るとともに，生徒自身 • 3 R運動

が行動するべき指針を考える。

4 科学技術と人間| 科学技術の発展により社会生活がどのよ| エジソンの電球実験

うに変化してきたか。エジソンの電球，電

力網の整備などを題材に考える。

電球型蛍光灯，電球型 LEDの消費電力| エネルギーの変換

を測定し，それぞれの出す光の特徴を考え， ・電球型LED

エネルギーの移り変わりと省エネノレギー技

術を考える。

-日本のエネルギー需給に関して資料を調 -日本のエネルギー自

べ，その特徴やこれから必要となる技術， 給率4%

それを進める政策などを調べ，班ごとに議 資料;エネノレギ一白

論する。(日常生活を見直し，今後必要な 書(ブレインストー

ライフスタイノレを考える。) ミング)

5 持続的な仕組み| 自然環境問間のつながりと物質の循 -生物どうしの関係

としての自然環境 環を内包するシステム(生態系)と捉え， -物質の循環

システムの破綻を防ぐ方策を考えさせる。 -自然界のつりあい

B領域 (70時間扱い)

月 単元名 学習のァーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 第 1章 天気を科学

する

1 気象観測でデー • r観天望気」など，ことわざと気象につ -アメダス
タ収集 いて調べ気象への関心を高める。また，気 -温度，湿度，気圧の

象観測の基礎的方法を習得する。オーガス 測定方法(各種測定

ト乾湿計のしくみを自分の言葉で記述。 装置の特徴)

5 2 気象変化の規則 -天気図の読み方を学び，特徴を記述する。 -天気図の見方
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性 |また，校内の気象について過去の百葉箱の|・気温，湿度，気圧変

観測データからその特徴を読み取り，自分| 化と天気

の言葉で記述する。

3 姿を変える水 |・飽和水蒸気量，湿度，露点をもとに霧や|・飽和水蒸気量，湿度，

露のできかたについて学習する。また，洗| 露点(測定実験)

濯物の乾き方と湿度の関係について考察す|・霧や露のできかた

る。

4 雲をつくろう |・観測したビデオや写真データから雲ので|・雲の種類や成長のよ

6 I き方を学び，雲のできる高さと露点の関係| うす

や雲の中での水滴や氷晶のようすや雨の降|・空気の膨張と温度変

り方を考える。 I化(実験)
5 気圧と風から台|・低気圧と高気圧付近の風の特徴と，台風|・低気圧と高気圧

風を科学する |の構造と，風のふき方，進路予想について卜気圧の測定

学び，台風による災害の特徴と防災につい|・転向力

ても学ぶ。その際，転向力の影響について|・台風の構造と風

7 I も触れる。 ト台風災害と防災

6 前線を知る 卜前線のでき方とょうす，前線通過に伴う|・前線，前線面，気回

気象の変化を学び，前線の性質や低気圧の卜梅雨前線，寒冷前線

通り道を推定する。 I・低気圧の変化と前線
の発達

7 天気図を作成し， I・天気記号や天気図の作成方法を学び，実|・天気図，天気図記号
天気を予測しよう|際に気象通報より天気図を作成し，天気の|・天気の予測

第 2章大地を科学

する

変化を予測する。

1 地震の揺れを捉卜地震計のしくみを学ぶとともに，地震の|・地震計のしくみ

える |揺れの特徴や伝わり方をデータから分析す|・震源，震央

る。 I・S波 p波，初期微
9 I 動継続時間

2 地震災害を防ぐ|・断層の特徴を学び， 日本の断層のようす|・断層， リニアメント

と震源の分布の関係，プレートテクトニク|・断層と震源の分布

スについて学習する。また，地震による災いプレートテクトニクス

害の特徴と防災について考える。 I・地震災害と防災
3 火山の形から考|・いろいろな火山の映像を視聴し，火山の|・火山の形

える防災 |形，噴出物，噴火の仕方の違いを，自分の|・噴火のしかたと噴出

言葉でまとめる。 I物
4 火山灰を科学す卜いろいろな火山の火山灰や噴出物を観察卜火山灰と火山噴出物

る |し，鉱物の種類と同定について学ぶ。また，卜鉱物の同定入門

火山の噴火の歴史や特徴について資料で調卜鉱物の特徴

10 I べる。

5 火成岩を鑑定す|・マグマの冷え方により結晶の大きさが変|・火成岩(花闘岩，安

る |わることを学び，火成岩を観察しそのでき| 山岩)

方を考える。また，岩石薄片の偏光の性質|・火成岩のでき方，結

や色指数を学び，火成岩を分類する。 I晶の大きさ
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6 大地の歴史を読|・花闘岩の風化モデル実験を通して，風化

み取る |のしくみと土砂災害の特徴について学ぶ。

また，歴や砂の堆積の特徴を実験を通して

学ぶとともに，福山のボーリングデータを

もとにその成り立ちを推定する。

11 17 地層から時間を|・堆積岩のでき方を学び，その中に見られ

読み取る |る化石からその成り立ちを考える。

8 身近な大地の歴卜野外学習で，地層や火成岩の観察を行う。

史を調べよう |野外学習での説明を自分の言葉でレポート

第 3章宇宙を科学

する

にする。

12 I 1 天文学とはどの卜 VTR教材を使って，天文学の概要を知

ような学問か |り，天体の位置の表し方や，長い時間スケ

ーノレで、の星座の形の変化を学び，星までの

距離感や時間スケールを養う。

2 太陽と月からわ卜太陽表面の観測やVTR教材を通して，

かること |太陽表面のようすや太陽エネルギーについ

て学ぶ。また，月の観測を行い，月の満ち

1 I 欠けのしくみを考察する。

3 地球が自転する|・太陽の 1日の動きを観測し，日周運動に

と?伴い地球から他の天体がどのように見える

かを考え，視点を変えた運動を考察する。

4 地球が公転するト星座早見盤や天体シミュレーションを使

と?って星座の年周運動と地球の公転の関係を

2 I 学び，天体の動きを考える。

5 季節変化の原因卜太陽の南中高度の変化や，昼と夜の長さ

を探る |の変化を調べ，太陽の日周運動の経路との

関連で考察し，公転軌道面に対する地軸の

傾きと季節の移り変わりを捉える。

6 惑星の見え方を|・太陽系の惑星を調べ，その位置と見え方

科学する |や，それぞれの星の特徴と地球環境との比

較を行うとともに，太陽系の起源について

3 I 学ぶ。

7 太陽系の外には|・地球から天体までの距離は非常に遠く，

何があるか |今見ている天体は，過去の天体から出た光

を見ていることになることを学び，宇宙の

広がりと時間の流れを感じ，地学や天文学

の意義について考える。
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-偏光，色指数

・風化

・堆積

・地層のでき方

-堆積岩

・化石(示準化石，示

相化石)

・野外実習(学校行事

として行う)

-天球

・方位角と高度

.星座

-太陽の活動と黒点、

.月の満ち欠け

・日食と月食

-アリスタルコスの考

え方

・日周運動と自転

-星座早見盤

・年周運動と公転

-南中高度

・日の出， 日の入り

・日周運動

.地軸の傾きと季節

・太陽系，惑星

・金星の満ち欠け

-地球型惑星と木星型

惑星

-冥王星

・光年

・宇宙の広がりと時間



新教科「現代への視座」のカリキュラム開発

園教科名:現代への視座 く〉科目名:現代評論A 4年
担当教科:(国語)

1.概要

評論文は，中学校で学んだ説明文と違い，言葉遣いが難しくなり，文章構成も複雑になり，筆

者の批評や意見の抽象度も上がっていく。 4年次における「現代評論AJでは，まず，本校オリ

ジナルテキスト「テキスト 1 現代評論A ークリテイカルシンキングの基礎-Jを使用し，評

論文に頻出する重要評論用語が効果的に用いられた短めの文章を数多く読み，使える言葉を増や

すとともに，具体と抽象，対比，因果関係などを的確に捉えてして経験を積み上げていく。

次に「ことばJr情報化社会」について論じた異なる筆者の文章に触れ，複数の視点から注意
深く，論理的に分析する能力や態度を養っていく。

最後に，一つの問題に対して，多角的に分析した長い文章を粘り強く読む力を養ったうえで，

自分自身の考えを表現させ，読みの交流を通して「ものの見方，考え方Jの深化・拡充を図って

いく。

2.ねらい(育成したいクリティカルシンキング)

文章を読んで，その文章がどのような問題に対し，どのような立場から，どのような見解を，

どのように展開しているのかを，書き手の意図をふまえて正しく理解し，理解した内容を正確に

記述する力や，文章に示されている問題提起に対して自分の見解をまとめ，他者に正確に伝わる

ように記述する力を鍛える。

3.新学習指導要領との関係

「国語総合Jの r2内容 A話すこと・聞くことj にある rア話題について様々な角度から
検討して自分の考えをもち，根拠を明確にするなど論理の構成や展開を工夫して意見を述べるこ

と。」や rB書くことJにある「エ優れた表現に接してその条件を考えたり，書いた文章につい
て自己評価や相互評価を行ったりして，自分の表現に役立てるとともに，ものの見方，感じ方，

考え方を豊かにすること。」や rc読むこと」にある「エ文章の構成や展開を確かめ，内容や表
現の仕方について評価したり，書き手の意図をとらえたりすること。」に対応する。

4.年間指導計画 (35時間扱い)

月 単元名 学習のァーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 「思考のアイテム」 評論文に頻出する重要評論用語を 適宜，中山元「高校生のための評

を獲得する。 身につけることとともに，それが効 論文キーワード 100 Jを用い，

(15時間) 果的に用いられた例文を読むこと 用語理解に厚みと深みを持たせ

で思考のアイテム」を手に入れ る。

る。

〈具体/抽象〉

加藤周一「文学の概念j・津田左右 科学と文学の違いを具体と抽象と

吉「学問の本質」を読む。 いう語を用いて整理する。

〈概念〉

内田義彦「読書としての社会科学J 概念の働きと，近代日本における

-野崎守英「非哲学者夏目激石」を 概念的認識の未発達の問題を考え

読む。 る。
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5 

6 

7 

9 

10 

(普遍/特殊〉

湯浅泰雄「東洋文化の深層」・粟津|抽象化は普遍へ，具体化は特殊へ

則雄「非情なパリの石壁と格闘した|向かうという流れと特殊から普遍

佐伯祐三j を読む。 Iへという流れを理解する。
(主観/客観)

森有正「生きることと考えることJI主体的な営みの中で客観性は確立
・伊藤俊太郎「科学と人間Jを読む。|されるという筆者の主張を読み取

る。

〈絶対/相対)

渡辺武信「住まい方の演出」・内田|感情の相対化，主観の絶対性，客

義彦「作品としての社会科学」を読|観的真理はないという相対主義，

む。 Iなどを文脈に即して理解する。
〈理性/感性〉

木村尚三郎「新しい対話の時代J・ |映像メディアと文字メディアの特

栗原彬「管理社会と民衆理性Jを読|徴を，理性と感性という語を用い

む。 Iて整理する。
(観念〉

作田啓一「恥の文化再考Jを読む。|恥の観念の生成過程とその評価を

読み取る。

〈形市上/形而下〉

木村敏「時間と自己」・加藤周一「近Irもの」と「ことJとの違いから，
代日本の文明史的位置」を読む。 I形市上的なものの把握の難しさを

理解する。

〈逆説)

寺田寅彦「科学者とあたま」・柳瀬|一般的な思考方法や理論の欠陥を

陸男「科学の哲学」・谷川徹三「プ|暴露し，反省を促す逆説の働きを

ラトンと現代Jを読む。 I理解する。
(弁証法〉

唐木順三「詩と死」を読む。 I感覚と，思想が弁証法的関係になる
こと，調和していくことを願う筆

者の思いを，現実に即して理解す

る。
-ー・ーーーーーーーーーーーー-~・ー・・・ーーー・ーーーーーーーーーーー------------~-ーーーーーーー『ーーーーー・ーー・・ーーーーーーーーーーー

「ことば」につい

て考える。

(6時間)

「ことばJについて様々な角度か

ら書かれた文章を読んで，思考を表

現するための道具としての「ことばJ

観を越えていく。

川上弘美「境目」・茂木健一郎「思|世界の分節機能としてのことば，

い出せない記憶J・外山滋比古「言己歴史を背負うものとしてのこと

憶の方式」・内田樹「言葉と思いの|ば，ことばによって思いを育てる

事離Jを読む。 Iという考え方について考える。
「ことば」について考えたことを

書く。

11 I r情報化社会」をIr情報化社会」の何が問題なのか，
考える。 I発信者・受信者双方が抱える問題に
(6時間ついて考える。
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12 

黒崎政男「インターネットは何を変|インターネットというメディアの

えたのか」・見田宗介「モードの支|特徴を，テレビなどのマスメデイ

配」・岩井克人「マルジャーナの知|アと比較して整理する。

恵」を読む。 Ir情報の商品化Jr差異による利
潤」を理解し，現代社会での情報

の働きについて考え，書き，話し

合う。

1 I誤りを見抜く ! なぜ人は疑似科学の民に落ちるの

2 

3 

一池内了「疑似|か，情報の送り手のねらいや受け手

科学入門」を読む|の心理作用を解説し，最後に「予防

(8時間措置原則」を提唱し，問題を提起す

る池内了「疑似科学入門Jを読み，

内容を理解することに加え，自分の

考えを表現し，自分自身を見つめさ

せる。

①「はじめにJ，②「第 1章 科学|執筆動機疑似科学」の定義を

の時代の非合理主義第一種疑似科l読み取り現在の私と『疑似科
学超常現象の心理学ーなぜだまさ|学~J を書く。

れてしまうのかJ，③「第2章 科Ir知覚・記憶・思考・判断」各々
学の悪用・乱用 第二種疑似科学 |において陥りがちなエラーについ

科学を装う手口J.④「第4章 科|て整理する。

学が不得手とする問題 第三種疑似|疑似科学に騎されやすい理由を，

科学 予防措置原則・地球環境問題|送られる情報の構造や情報の受け

の否定派と肯定派・遺伝子組み換え|手の心理作用から考える。

作物は危険なのかJ，⑤「終章 疑Ir予防措置原則」とは何かを読み
似科学の処方筆 疑似科学は廃れな|取り，それに対する自分の考えを

い予防措置原則の重要さ」を読む。|書く。

rw疑似科学入門』を読んで」を
書き，生徒同士で読み合う。
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新教科「現代への視座」のカリキュラム開発

・教科名:現代への視座 く〉科目名:社会科学入門 4年
担当教科:(社会)

1.概要

「社会科学入門」では，現代社会の経済的領域を中心に，主に経済学などの社会科学的な見方

・考え方を用いて社会を読みといていく学習を設定する。社会的事象・出来事について「なぜ」

1""'-'するとどうなるかj と問い，さまざまな資料を吟味・検証し，事象・出来事を科学的に説明

できる社会の見方・考え方を獲得させる。

2.ねらい(育成したいクリティカルシンキング)

社会の中で過去に起こった出来事・現象や，現在起こっている出来事・現象の原因や結果を，

資料を吟味・批判して経済学・政治学・社会学などの理論をもとに説明できる能力を育成する。

3.新学習指導要領との関係

学習指導要領「現代社会j の 12内容Jの 1(2)現代社会と人間としての在り方生き方」にお

いて示されている「ア青年期と自己の形成J1イ現代の民主政治と政治参加の意義J1ウ個人の

尊重と法の支配J1エ現代の経済社会と経済活動の在り方J1オ国際社会の動向と日本の果たす

べき役割Jの5項目のうち 「エ現代の経済社会と経済活動の在り方Jに示されている内容を主

に取り上げ，必要に応じて他の領域の内容も取り上げる。

4.年間指導計画 (70時間扱い)

月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 社会をみる視点 -社会を読みとく視点として，なぜ経済 -希少性

を学ぶのかを考察する -トレードオフ

-経済の基本問題について理解する -機会費用

5 経済史 -資本主義の成立の歴史をたどる -資本主義の歴史

-資本主義や社会主義の経済思想につい -アダム=スミスの経済思想

て概観する -ケインズの経済思想

-マルクスの経済思想、

6 市場経済と計画経 -市場経済の機能と限界について理解す -価格機構

済 る -市場の失敗

-市場経済における企業の役割について -企業論

理解する -社会主義経済
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7 

9 1国民経済

-社会主義経済のしくみと実際について

理解する

-社会主義経済が失敗した要因を考察す

る

・一回全体の経済の動きを分析する際の

指標となる概念を理解する

政府の経済的役割|・財政の3つの機能を理解する

-政府が行う財政政策のメカニズムにつ

いて理解する

・日本の財政の現状と課題を，今日の日

本の社会的状況と関連づけて考察する

-フロー概念とストック概念

.景気変動と経済成長

.財政の機能

・財政政策

-租税と国債

10 1貨幣と金融 ・経済における貨幣の役割について理解|・貨幣の機能

する |・信用創造

-金融のしくみと役割，中央銀行が行う|・中央銀行の役割

金融政策について理解する |・外国為替

・外国為替のしくみについて理解する

111景気と経済政策 |・実際の景気変動を分析し，その原因や|・政府の経済政策

政府の経済政策の影響を考察する

12 1戦後の世界経済と|・戦後の国際経済体制の変遷を概観する|・国際通貨体制

日本 |・戦後の日本経済の歩みを世界の動きとい国際貿易体制

1 関連付けて理解する |・日本経済の歩み

国民生活の変化とい現代社会における国民の生活の変化とい産業構造の変化

2 1社会問題 |それに伴って発生したさまざまな問題にい経済の二重構造

ついて考察する |・公害問題

3 1日本経済の課題 |・現代社会がかかえるさまざまな問題に|・少子高齢化

ついて考察する |・社会保障
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新教科「現代への視座」のカリキュラム開発

・教科名:現代への視座 o科目名:自然科学入門
担当教科:(理科)

1.概要

4年

『自然科学入門」は，物理，化学，生物の中心となる事象を題材に，科学の基礎となる概念を

習得するとともに，観察，実験を通して科学の方法や探究の方法を学ぶことを通して，現代社会

で必要と考えられる科学リテラシーの育成を図る科目とする。また，自然現象を対象とした人の

見方，とらえ方を中心に据えて構成し，物理，化学，生物それぞれのスコープを通して自然を見

る目を学ぶことをねらいとする。(その中で，それぞれのスコープの共通性と違いも感じさせた

このように，人間の見方を中心に据えるため，その見方が正しいか，どのような根拠で論じら

れているのかなど，いったんその見方を疑い，再検討するクリテイカルシンキングが重要となる。

具体的には，各法則(題材の特徴)の根拠を理解して学ぶとともに，得られたデータの信頼性や

解釈を考えたり，効果的な表現方法(グラフの描き方など)を工夫する。また，得られた結果を

解釈する際，他の可能性がないか検討を加える活動を取り入れる。

各分野(スコープ)の内容は以下の通りである。

化学分野では， w粒子的スコープ』と題して「物質と原子J，["化学結合J，["物質量と化学反応
式J，["物質とエネルギー」の教材をもとに，物質を構成する粒子の概念の基礎を構築し，身の

まわりの物質を科学的にとらえるという自然科学の見方や科学リテラシーの育成をはかる。特に，

実験や探究活動により得られた結果を考察し，理論値と実験値との比較・検証を行い，物質を見

るときに複眼的(クリテイカルシンキング)な視点でとらえることができるようにする。

物理分野では， w力学的スコープ』と題して「運動と力J，["エネルギー」の教材をもとに，力

やエネルギーの概念の基礎を構築し，科学と身のまわりの現象のつながりをとらえ，自然科学の

見方や科学リテラシーの育成をはかる。特に実験により得られたデータの分析や解釈の仕方など

科学的方法を身につけ，合理的な見方・考え方(クリテイカノレシンキング)の育成に取り組む。

特に数学的手法を用いたり，図などを用いて解釈する方法など，根拠に基づいた科学の見方を育

成する展開とする。

生物分野では， w生命的スコープ』と題して「生命の誕生J， ["生物界の変遷J，["進化のしくみj

について学習する。地層に残る環境の変化の証拠や，化石や現生の生物にみられる証拠から生物

界の変遷の様子を推測していくこと，進化説を批判的に検討していくことで論理的思考力を培う

ことを目標としている。あわせて，化石や現生の生物の観察を行うことで基本的な観察技能の酒

養を図りたい。

2.ねらい(育成したいクリテイカルシンキング)

自然の事物・現象を複眼的な視野で分析，解釈を行なう力を育むために，科学リテラシーや思

考力の育成を図り，基礎基本の習得を身につけさせる。また，育みたい能力としては，様々な

事象から導き出される理論を批判的に解釈する思考力や，客観的，分析的に検証していく

能力を設定している。特に，実験結果をもとにグラフの書き方，データの見方などの科学の方

法，見方を養う。また，科学と身近な社会とのつながりを認識させ，総合的，複眼的に見ること

のできる力を育成する。
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3.新学習指導要領との関係

『粒子的スコープ』

新学習指導要領では化学基礎」の内容として「物質の構成粒子J， r物質と化学結合J， r物
質量と化学反応式J，r酸と塩基の中和J， r酸化と還元」などが扱われているが，自然科学入門
の化学分野では r粒子概念の形成」と「化学反応とエネルギー」を軸にして，科学リテラシー
の育成を図ることができる内容を中心に取り扱う。

『力学的スコープ』

新学習指導要領では， r物理基礎」の内容として熱，波，電気に関する教材も扱われているが，
自然科学入門の物理分野では，物理の根幹となる力学分野に的を絞り，基礎・基本となる科学的

技能や科学的思考，見方を育成して論理的・合理的に解釈する力を構築するため，教材1つ1つ

に時間をかけて，観察，実験と内容理解を深めていくこととする。

『生命的スコープ』

新学習指導要領では，基本的に4単位「生物j の r( 5 )生物の進化と系統」で扱われる内容
である。この分野を「生命的スコープ」の題材としたのは，これまで提唱されてきた進化論を科

学的データに基づいて再考する過程を通して，ねらいとするクリテイカルシンキングの育成が図

れることと，この分野の学習を通して，光合成や遺伝など生命を考える基礎的事項もあわせて学

ぶことができると考えるためである。

4.年間指導計画 (123時間扱い)

(1) r粒子的スコープJ(52時間扱い)
月 単冗名 学習のァーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 1.物質と原子 -身の回りの物質を混合物と純物質 -純物質の性質

(1)物質の成分 に分類し，混合物の分離法の原理 -混合物の分離

を理解し，実験操作を習熟する。 ろ過・蒸留・昇華・抽出

-元素の検出法を理解し，実験操作 -炎色反応

を習熟する。

5 -同素体の性質を実験を通じて理解 -硫黄の同素体をっくり性質を調

する。 べる

-化学の諸法則や原子説・分子説を -ドノレトンの原子説

化学史を柱として学び，原子説か -アボガドロの分子説

ら分子説へと発展する経緯や妥当 -化学式

性を考察する。 (組成式・示性式・構造式)

6 (2)原子の構造 -原子と元素の違いについて理解し -原子の構造

原子の構造についての，発見や探 原子核・陽子・中性子・電子

究の過程を化学史に基づき学ぶ。

-重水を用いた実験により同位体の -同位体
理解を深める。

7 -元素の性質を電子配置と価電子数 -電子配置と価電子
(3)元素の相互作 の観点から考察し，閉殻構造の安 -周期表

用 定性について確認する。 -元素の分類
(4)イオン -電子配置からイオンの生成につい -イオン式

て理解し，イオン式から組成式が -組成式
書けるようになる。

9 2.化学結合

(1)イオン間の結 -イオンの生成と性質よりイオン結 -静電引力(クーロン力)
メ口ー、 合が形成される仕組みを学び，イ -イオン結晶の性質

オン結晶でできた物質の性質を，

イオン結合の原理から考察する。

-イオン結晶の結晶格子の特徴を -塩化ナトリウム型単位格子
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単位格子のモデ、ルを使って考察す卜塩化セシウム型単位格子

る。

(2)原子間の結合|・共有結合の形成を電子配置を用い -共有電子対

て電子式として表現できることを -非共有電子対

学ぶ。このとき，閉殻構造やオク ・配位結合

テット説などを紹介して理解を深

める。

-電気陰性度の差によって共有電子 -電気陰性度

対の偏りを生じるために極性が生 -極性分子

じることを理解し，分子の形の違 -無極性分子

いにより極性分子と無極性分子が -分子の形と極性

できることを理解する。

10 I附子間の相互| 分子間に働く力として，分子問力| 分子間力
作用 (ファンデ、ノレワールス力)や水素結・水素結合

合があることを学ぶ。

悦属内の結合| 金属の性質を 自由電子の働きに| 金属結合
よる金属結合としてとらえて，科・展性・延性

学的に考察する。

-金属の結晶構造について，それぞ -面心立方格子

れの特徴を理解し，配位数や充填 -体心立方格子

率などを求めることができる。 -六方最密構造

(5)結晶の比較 |・いろいろな結晶を化学結合の観点・結合力の比較と沸点・融点

から分類し，物質の性質を化学結

合を用いて説明できる。

-極性分子と無極性分子，イオン結 -極性分子

品と分子結晶でできた物質相互の -無極性分子

溶解性を調べる探究活動を通して -溶解

ものが溶けるという現象について -水和(溶媒和)

詳しく考察することができる。

3.物質量と化学

反応式 -原子量・分子量とモル質量につい -原子量

(1)原子量・分子 て理解し，物質を原子・分子・イ -分子量

量と物質量 オンなどの構成粒子の集団として -モノレ質量

111 扱うことに習熟する。 -アボガドロ定数

-物質量と質量，気体の体積の関係、

を理解し，いろいろな物質につい

てモル計算をすることができる。

(2)溶解と濃度 卜溶解の仕組みを理解し，溶液は溶 -溶液

質と溶媒からなることが理解でき -溶質

る。 -溶媒

-質量パーセント濃度とモル濃度を -質量パーセント濃度

使って濃度の計算をすることがで -モル濃度

きる。

-所定のモル濃度の溶液を正しく調

整することができる。

(山学反応叶い山な化学変化を化学反応式|未定係数法

ける量的関係 であらわすことができる。

-化学反応式の係数の関係を用いて

反応物と生成物の関係を正しく計
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算することができる。

12 14.物質とエネル

ギー | 発熱反応や吸熱反応の実験即| 発熱反応と吸熱反応
(1)化学反応と熱 て化学反応には熱の出入りがある・熱化学方程式

ことを認識する。

-化学反応を熱化学方程式を用いて

表すことができる。

-反応熱の測定を行い，熱量を定量 -溶解熱の測定

的に求めることができる。 -中和熱の測定

-実験によってへスの法則が成り立・へスの法則

2 1 つことを，誤差の原因も含めて考

察し，へスの法則の妥当性を検討

する。

-結合エネルギーの取り扱いに習熟卜結合エネルギー

する。

5. 探究活動 |・探究活動によって発展的かつ探究

的な実験を行い，結果の考察を深

3 1 める。

(2) r力学的スコープJ(35時間扱い)
月 単元名 学習のァーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 運動の定義と表し -運動の定義とその表し方を知ら -運動の定義と表し方

方 せ，グラフを用いて運動の様子をと -速度と加速度

らえさせる。グラフのかき方，読み • v-t 1" 77， x-t 1" 77 
取り方の基礎を身につけさせる。

5 等速度運動と等加 -等速度運動，等加速度直線運動を -等速度運動

速度直線運動 題材に，実験による v-t，x-tグラフ -等加速度直線運動

作成を行ない，グラフの解釈・読み

取りから速度，変位を表す数式を導

く。その過程において現象と実験結

果をつなげ，イメージしながら物理

現象を解釈できる力を育成する。

6 落下運動と重力加 -重力加速度の測定実験を通して， -重力加速度の測定

速度の測定 データの収集，分析，読み取りなど， -落下運動

科学の方法を学び，9の値を導き出 -自由落下運動

すとともに落下運動が等加速度直線

運動であることを認識させる。グラ

フのかき方を習得させ，誤差などを

検討，実験の正確さや信溶性などを

考察させる。

7 鉛直投射 -鉛直投射を題材に，グラフが表す -落下運動

数学的意味と現象のつながりを考察 -鉛直投げ上げ

させる。 -鉛直投げ下ろし

-斜面上の運動

9 力の性質 -力の合成や分解の実験を通して， -力の定義と力の図示のしかた

実験結果をもとに作図から規則性の -力の合成

認識を深める。また身近な事例を取 -力の分解

り上げて生活の中での物理の利用も

知らせる。

10 運動の第2法則 -運動の第2法則を導出する実験を -運動の法則
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行ない，分析の過程の中でデータの

扱い方や手法を学ぼせ，科学の方法

の育成をはかる。

111運動方程式 卜正確に力を図示して，力の効果と

物体の動きをつなげて運動方程式を

立て，力と運動の関係を理解させる。

12 I力と仕事 |・仕事の定義を知らせ，定量実験を

通して規則性を導き，仕事の原理な

どの認識を深める。

2 I仕事とエネルギー|・仕事とエネルギーの関係を実験結
果をもとにして規則性を導く。実験

結果の分析・処理の過程で，データ

の扱い方や分析のしかたなど科学

的，批判的に考える力を身につけさ

せる。

エネルギーの利用卜日常生活では様々な形態の多量の

エネルギーを利用することで快適で

3 I 便利になったが，一方で多くの問題

も生じている。エネルギーの利用を

顧みながら，複眼的な立場より将来

にわたる生活とエネルギーを考えさ

せる。資料やデータを読みとり，い

ろいろな視野から将来のエネルギ一

利用を考えさせる。

(3) r生命的スコープJ(35時間扱い)
月 単克名 学習のァーマ・ねらい

4 プロローグ -生物の世界を概観する。生物の世

界の多様性に気づき，生物の変遷の

5 大まかな様子を知る。

6 生命の誕生と変遷 -生命の誕生に至る化学進化の過

程，それに続く生物進化の過程を知

7 る。化石および現生の生物に見られ

9 る様々な証拠から，進化の過程を論

理的に推測できる。

10 
生物としてのヒト -動物の系統を知り，ヒトを生んだ

11 進化の過程について考える。ヒトの

系統進化を考えることにより，論理

12 的思考力を育む。

1 進化のしくみ -進化の証拠を検証し，様々な進化

2 説を批判的に評価する。

3 エピローグ -生命とは何かについて考え，パイ

オテクノロジーに関わる問題につい

て考える。

-42-

-運動方程式

-力の図示

・運動方程式の応用

.抵抗のある運動

・仕事の定義

-運動エネルギー

・重力による位置エネルギー

-力学的エネルギ一保存の法則

-熱，電気，光エネルギー

.発電方法

・エネルギ一変換とエネルギー問

題

学習の具体的な内容

-生物の多様性

-生物カレンダー

-大爆発と大量絶滅

-生命の誕生

-光合成生物の出現

-原核生物から真核生物へ

-生物の多様化

-陸上への進出

-動物の分類と系統

-脊椎動物の系統

-霊長類の進化

-ヒトの誕生

-進化の証拠

-進化のしくみ

-クローン技術

-生命倫理



新教科「現代への視座Jのカリキュラム開発

・教科名:現代への視座 く〉科目名:現代評論A 5年
担当教科:(国語)

1.概要

本校オリジナルテキスト「テキスト II:現代評論A ークリテイカルシンキングのレッスン-J

や現代文の教科書を使用し近代J1自己J1他者J1言語J1科学技術J1グローパル化J1環境

問題Jを切り口に，現代社会を様々な角度からとらえた文章を読み解いていく。その理解を踏ま

えた上で，自分の考えを表現させ，読みの交流を通して「ものの見方，考え方」の深化・拡充を

図っていく。

2.ねらい(育成したいクリティカルシンキング)

文章を読んで，その文章がどのような問題に対し，どのような立場から，どのような見解を，

どのように展開しているのかを，書き手の意図をふまえて正しく理解し，理解した内容を正確に

記述する力や，文章に示されている問題提起に対して自分の見解をまとめ，他者に正確に伝わる

ように記述する力を鍛える。

3.新学習指導要領との関係

「現代文」の 12内容(1) Jにある「イ文章を読んで，書き手の意図や，人物，情景，心情

の描写などを的確にとらえ，表現を味わうこと。」や「ウ文章を読んで批評することを通して，

人間，社会，自然などについて自分の考えを深めたり発展させたりすること。」に対応する。

4.年間指導計画 (35時間扱い)

月| 単元名

4 1 1近代J

(5時間)

学習のテーマ・ねらい

現代の評論のあり方は近代」

批判の延長上にある。多くの現代評

論の基準になっている「近代Jその

ものについて考える。

学習の具体的な内容

夏目激石「現代日本の開化」・丸山 1 1内発的/外発的」・ IWである』
真男 IWである』ことと『する』こ1/Wする.sJ・「西欧/非西欧Jと

5 I と」・竹内啓「近代合理主義の光と|いうこ項対立に着目し，近代とは

影」を読む。 1どのようなものなのかを考える。

「自己個別のもの」から「他者との関

( 5時間係において成り立つものJ1他者で

あるJまで，様々な自己の捉え方に

触れ，自己について考える。 1それぞれの筆者が覆そうとしてい

6 I 中島義道「善く生きること」・鷲田|る「常識Jを読み取る。

7 I 1他者」
( 5時間)

清一 1(わたし)の夢」・細見和之1 1善/悪J1見る/見られるJ1随

11 was bom.Jを読む。 1意/不随意」というこ項対立に着

目し，自己とはどのようなものな

自己は他者とどのような関係にあ

るのか，異質な他者とどのように向

のかを考える

き合っていくのかについて考える。|他者との関係において，私たちが
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9 

「言語」

( 5時間)

10 

竹田青嗣["~他者』という存在J ["ロ|陥りがちな畏についてまとめる。

マンと現実J・小熊英二「神話から|異質な他者に対する向き合い方に

の脱却J・膏藤純一「自由と公共性JIついての提言を読み取り，その困
を読む。 I難性や必要性について書き，お互

「言語」について，その歴史，数

学的言語との比較，国や民族との関

いに読み合う。

係から論じた文章を読み，言語につ|筆者が考える「標準語」の概念を，

いて考えを拡げ，深める。 I従来の標準語概念と比較して整理
真田信治「標準語から『ネオ方言JlIする。
へJ・茂木健一郎「自然言語によるI["自然言語」の特徴・不思議さを
思考の『暖昧さ』の意義」・リーピI["数学的言語」との比較から考え
英雄「民族と言語Jを読む。 Iる。

「母語/母国語/外国語jの違い

を読み取り，言語と世界理解の関

係について考える。

11 I ["科学技術 科学者の書いた文章を読み，この

(5時間時代を生きていく人間のあり方，こ

れからの課題を考える。

長尾真「自然科学と社会」・村上陽|それぞれの筆者がどういう見方・

一郎「科学と倫理」・柳沢桂子「病|考え方をしているか科学とは

12 I いと科学」・長谷川真理子「コンコ|何かJ["科学の有効性J["科学の

ルドの誤りJを読む。 I問題点J["科学からとらえた人間J
の視点からまとめる。

1 

「グローパル化」

(5時間)

「環境問題J

2 I (5時間)

3 

グローパル化の功罪について書か

れた文章を読み，今起こっている問

題についてどのように向き合ってい

くのかを考える。

小熊英二「グローパリゼーションの|それぞれの筆者がどういう見方・

光と影」・内山節「時間をめぐる衝|考え方をしているかグローパ

突」・篠原ー「グローパリゼーショ|ル化とは何かJ["グローパル化の

ンとグローパリズムJを読む。 I問題点Jの視点からまとめ，自分

人間の多くは環境問題を何とかし

たいと考えている。様々な角度から

環境問題について書かれた文章を読

の考えを書き，読み合う。

み，これからを考える。 I環境意識低下の原因を筆者はどの
佐伯啓思「なぜ環境破壊は食い止め|ように見ているかを整理する。

られないか?J・岩井克人「私的所|環境問題解決と対極にあると思わ

有と環境問題J・加茂直樹「環境問|れがちな「私的所有J["利己主義」

題と人類の利己主義j を読む。 Iという考えの有効性について考え
る。
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新教科「現代への視座」のカリキュラム開発

園教科名:現代への視座 く〉科目名:現代評論B 5年
担当教科:( 英語 ) 

1.概要
他者の議論を無批判に受容したり，議論の内容について主観的・感情的に反論したりすること
を避け，論理性を基準として議論の適否を判断する力や，自らの意見を論理的に他者に伝える力
を育成する。そのための方策として，次のような学習を行う。
(1)現代の社会的なテーマや現代社会における生き方を論じた文章を読み，その議論の組み立て
方を分析し，論理上の不備を明らかにすることで，適切な立論の仕方を身につける。
(2)相手の議論の論理構成を踏まえて，必要に応じて論理的に的確に反論する。
(3)自らの考えを表現する際に，独善的な言語使用を避け，他者に的確に理解してもらえる言語
使用をする。
これらの過程において，国際的な流通度の高い英語を用いることにより，より幅広い視野で議論
を行い，自らの意見を他者に伝えることができるようにする。

2.ねらい(育成したいクリ子イカルシンキング)

(1)まとまりのある説明文や意見文を聞いたり読んだりして，論理や情報などの適切さに基づき，
議論の適否を判断することができる。(理解の能力)
(2)情報や考えを，聞き手や読み手が納得できるように，論理や情報などを適切に用いて伝達す
ることができる。(表現の能力)
(3)情報や考えなどを言語によってやり取りする際に，言語を適切に使用しようとしている。(態
度)

3.新学習指導要領との関係

新学習指導要領の内容を，今回改訂された部分を中心に，クリティカルシンキングを育成すると
いう観点から分析すると，次のようなことがらが，指導すべき内容として設定されうる。

項目 記述 指導内容

第 2. 2. まとまりのある英語を聞いて， 概要や要点を適切に理解するために，

( 1 ) . 概要や要点、を適切に聞き取るこ 発話の状況や話し手の意図，聞き手が

ア. (オ) と。 必要とする情報などを分析・把握する

こと o

第 2. 2. 話の内容や書き手の意見などに 文章に書かれた内容を受動的に理解す

( 1 ) . 対して感想、を述べたり賛否やそ るにとどまらず，自分の知識・体験や

ウ. (オ) の理由を示したりなどすること 考えに照らして，主体的に理解・判断

中 ができるよう，書かれた内容や すること。

考え方などをとらえること。

第 2. 2. 身近な場面における出来事や体 一次体験が得られることがらについて
戸ナ4 ( 1 ) . 験したことなどについて，自分 客観的にとらえ，表現すること。

エ. (エ) の考えや気持ちなどを書くこと。 」

第 2. 2. 自分の考えや気持ちなどが読み 読み手・聞き手のことを分析し，伝え

校 ( 1 ) . 手に正しく伝わるように，文と たい内容が適切に伝わるように表現す

エ. (オ) 文のつながりに注意して文章を ること。

書くこと o

第 2. 2. 実際に言語を使用して互いの考 伝える内容だけでなく，伝える手段ち立IJ 
( 2 ) . えや気持ちを伝え合うなどの活 してどのような表現を用いれば，適

ア. (イ) 動においては，具体的な場面や な伝達ができるかを判断すること。

状況に合った適切な表現を自ら

考えて言語活動ができるように

すること。
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第 1款 |外国語を通じて…情報や考えな|読み手・聞き手のことを分析し，伝え

どを的確に理解したり適切に伝|たい内容が適切に伝わるように表現す

えたりするコミュニケーション|ること。

能力を養う。

4.年間指導計画 (35時間扱い)

月 単元名 学習のァーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 的確に議論する 「反論の作法を理解する」

5 (1) -論者の主張と正反対のことを述べ -社会的なテーマについて書かれ

るだけでは的確な反論にはならない た意見文を読み初発の反論j

ことを理解する。 (指導を受けない状態で生徒が独

-論者の主張の論理に着目すること 力で考えた反論)を試みる。

で的確な反論が可能になることを理 . ["初発の反論Jの論理的に不備

解する。 な点を理解する

-論理的な反論のモデルを知る

6 的確に議論する 「他者の意見に反論する」

(2) -社会的テーマのうち，身近な話題 -身近なテーマについて書かれた

について書かれた意見文に対して論 意見文を読み，前単元での学習を

理的な反論を書く。 踏まえて反論する文章を書く。

7 意見文を書く(1) 「反論を想定した意見文を書く」

. 1学期の学習のまとめとして，読 -身近なテーマについての意見文

者からの反論を想定し，読者に理解 を書く。

されやすい意見文を書く。

9 議論を分析する 「議論を分析する観点を理解するJ
(1) -論者の主張を支える論理展開を分 -論者の論理を分析するモデルを

析する視点を身につける。 知る。

-社会的なテーマや身近なテーマ

について書かれた意見文を読み，

論者の論理展開を分析する。

10 議論を分析する 「他者の議論を分析する」

11 (2) -論者の主張の論理展開を分析し， -社会的なテーマや身近なテーマ

不備を指摘する。 について書かれた意見文につい

て，論理展開を分析し，不備を指

摘するレポートを作成する。

12 意見文を書く (2) 「論理的整合性の高い意見文を書く」

• 2学期までの学習のまとめとし -社会的なテーマや身近なテーマ

2 て，論理的な不備の少ない意見文を について意見文を書く。

3 書く。 -各自の書いた意見文について相

互に批評し，論理的整合性をさら

に高めるよう推敵する。

-46-



新教科「現代への視座jのカリキュラム開発

・教科名:現代への視座 く〉科目名:数理情報 5年
担当教科:(数学・技術)

1.概要

新教科「数理情報」では，クリテイカルシンキングとして「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で，

しかもきちんとしたやり方で考えること」をテーマに情報の数学的な側面に焦点をあて，自然科

学的な事象はもちろん，社会科学的な事象など様々な事象に対してコンビュータを利用したアプ

ローチを行うことを目的としている。そのため新教科「数理情報」はコンピュータそのものに関

わる分野としてのく情報編〉と数学的側面から自然科学的な事象や社会科学的な事象にアプローチ

していくく数理編〉とにわかれている。

新教科「数理情報」のく情報編〉では教科「情報」の内容を受け継ぎ，現在の学習指導要領にお

ける情報B，新学習指導要領における「情報の科学」の内容を主にして履修する。これまでの我

が校の教科「情報」においては，問題解決を中心にすえて，問題解決の手順，問題解決のための

コンビュータの活用，そのためのコンビュータや情報に対する理解の深化，問題解決にコンビュ

ータを利用するためのアルゴ、リズムやデータベースの学習，問題解決をするにあたって必要な情

報モラルと学習を進めてきた。問題解決の手順はまさに「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で， し

かもきちんとしたやり方で考えること」というテーマをそのまま科学的に手順化したものであり，

これを学習することは新教科「数理情報」においても重要なテーマとなる。問題解決の手順を学

習した後に，問題解決の手順の学習の演習として 5年生の修学旅行における班別自主研修にむけ

ての取り組みを行う。問題解決の手順を学習した後でこの取り組みを行うことで，問題解決の手

法を知っているということを認知するとともに問題解決に向けての行動をコントロールすること

ができ，このような行動を通してさらに「物事を鵜呑みにせず， 自分の頭で，しかもきちんとし

たやり方で考えること」が強化されていくと考えるからである。その後は，問題解決においてコ

ンビュータを利用するためのコンビュータの基礎的知識として，コンビュータの住組みや情報の

ディジタル化，アルゴリズムについて学習する。ただし，モデル化とシミュレーションについて

は数理編で扱うので情報編では扱わない。最後に情報技術の進展とそれが社会にもたらす影響と

して，情報技術の現在とその光と影について学習する。

新教科「数理情報」のく数理編〉では，まず知識と技術の学習としてこれからのコンピュータ・

シミュレーションに必要な様々な数学的知識を学習していく。これらの知識や技術を用いて，様

々な社会科学的事象や自然科学的事象をモデ、ル化しシミュレーションを行っていく。

具体的には，前半の知識と技術の学習ではく数学基礎論〉として， r数列と漸化式J，r三角関数J，
「指数・対数関数J，r微分と積分Jについて学ぶ。ここでは，数学の授業で学ぶ内容ではなく，
コンビュータで利用するために必要な内容を学んでいる。たとえば， r数列と漸化式」では数学
の授業のように漸化式から一般項を求めるということにはまったく触れずに，漸化式から具体的

に数列を計算するということに重点をおいている。また，数学では学ばない内容として r微分
と方程式Jではモデル化を行うために必要な微分方程式とその解曲線の近似方法を学ぶ。

後半の応用で、はく数学モデ、/レとシミュレーション〉として， r人口問題J，r捕食・被捕食モデ、ノレJ，
「ボールの飛距離問題J，r惑星運動」などを学習する。これらの学習では，現実問題の分析か
ら始まり，モデル化のための仮説の立案，微分方程式を利用した数学モデ、ルの作成，コンビュー

タを用いた解曲線の近似，得られた解曲線の評価，数学モデ、ルの再評価，そして数学モデ、ルを用

いた説明や推定，予測などを行う。
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2.ねらい(育成したいクリテイカルシンキング)

数理情報く情報編〉

「物事を鵜呑みにせず，自分の頭，でしかもきちんとしたやり方で考えること」をテーマに，

問題解決を中心にすえて学習を進めていく。問題解決の手順を学習することで物事を鵜呑み

にせず，自分の頭で，しかもきちんとしたやり方で考えるJ方法を学ぶ。さらに問題解決に向け

ての活動を行うことで，問題解決の手順を知っているということを認識し，問題解決に向けての

行動を自分で考え制御していく術を学習する。このような行動を通してさらに「物事を鵜呑みに

せず，自分の頭で，しかもきちんとしたやり方で考えるJという態度がさらに育成されると考え

られる。

その後は，問題解決においてコンビュータを利用するため，コンビュータの仕組みゃ情報のデ

ジタル化，アルゴリズムなど情報の基礎的知識と技術について学ぶ。さらにこれらの知識や技術

を利用する演習を行うことで，知識や技術そのものの認識とその有用性を確認させるとともに，

それらの知識や技術を土台として「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で，しかもきちんとしたやり

方で考える」態度を育成していくことにつながる。

最後に情報技術の進展とそれが社会にもたらす影響として情報技術の現在の光と影について学

習する。ここでは自らの生活やそれをとりまく現状を自省的に振り返らせ，生徒自身が主体的に

考え，討議し，発表し合うなどの活動を十分に取り入れる。こうした活動の中で，自分の考えや

討議・発表した内容が信頼できる事実から出発し妥当な論理から構成されているか，実際の結論

の妥当性，現実性，有用性の評価はされているか，そして思考過程そのものが様々な事象に影響

されていなし、かなどを十分検討させる。自分の考えや討議の内容が信頼できる事実から出発し妥

当な論理から構成され，かっ結論が実際に有用なものになっているか，また思考過程そのものが

様々な外的要因に影響されていなし、かなどをこうした活動全体を通して常に検討させることで，

「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で，しかもきちんとしたやり方で考える」態度を育成していく。

数理情報く数理編〉

数理編の前半では，まずは必要な数学的な知識と技術の獲得を目指す。数理編の後半では，獲

得した知識や技術を利用して自然科学的な事象のみならず社会科学的な事象への応用を試みる。

こうした活動の中で，獲得した知識や技術を確認し，そうした知識や技術を獲得している自分を

認識させる。また獲得した知識や技術を利用・応用していく過程で，どの知識や技術がどこでど

のように応用できるかを考えることで物事を鵜呑みにせず，自分の頭で，しかもきちんとし

たやり方で考えるj態度を育成していくことにつながると考えている。また，自然科学的事象や

社会科学的事象のモデ、ル化の過程で，く情報編〉の問題解決と類似した過程を擬似的に体験するこ

とになり，このような行動を通して「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で，しかもきちんとしたや

り方で考える」態度やそれに必要なスキルを育成していくことになる。シミュレーションの結果

を評価する際においても「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で， しかもきちんとしたやり方で考え

る」態度は要求される。このように数学の知識を様々な分野の事象に応用していくことで，その

事象に対する理解を深めるとともに数学と他の分野の関連性を知ることで，知識の世界を広げる

ことができるようになり，さらにそれが「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で，しかもきちんとし

たやり方で考えるJ態度を育成していくことにつながっていくと考えている。
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3 新学習指導要領との関係

現在の学習指導要領の教科「情報Jにおける情報Bと新学習指導要領の教科「情報j における

情報の科学では問題解決を学習の根幹としている。すなわち，問題解決の考え方と手法を学ぶこ

と，そのための処理手順としてのアルゴリズム，アルゴリズムを利用したモデ、ルの作成とシミュ

レーション，問題解決のためのデータベースの利用と問題解決の評価・改善など，問題解決があ

ってこその学習となっている。この問題解決は当然クリテイカルシンキングをテーマとした新教

科「数理情報jく情報編〉においても学習の根幹となる。なぜなら，この問題解決に関わる学習は

「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で，しかもきちんとしたやり方で考える」態度やそれに必要な

スキルの育成に最適で、あると考えられるからである。

新教科「数理情報」く数理編〉では教科「情報」のモデ、ル化とシミュレーションに該当する内容

を行うことになるが，そこでモデル化していく内容は数学モデルを基本とし，より高度な事象を

取り扱うこととなる。また，そこで扱う数学的内容も数学で学習する内容そのものではなく，コ

ンビュータで計算するために必要な内容に特化して学習をする。社会科学的事象や自然科学的事

象を取り扱うことで，その他の教科にも関連した内容となる。

4.年間指導計画

(数理情報く情報編> 35時間扱い)

月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 ガイダンス ガイダンス 0数理情報の授業内容と 1年間の

問題解決とコンピ (1年間の学習の流れを見通す〕 流れの紹介

ュータの活用 問題解決とその特徴 0情報社会における身近な問題と

〔身の回りの生活に身近な問題につ 問題解決の特徴について学ぶ。

いて考える〕

問題解決における情報処理 0問題解決のためのコンビュータ

5 〔コンビュータの利用方法とトレー の利用方法について学ぶ。

ドオフについて考える〕

人聞とコンビュータの可能性 0人間とコンビュータの可能性に

〔人間とコンビュータの可能性につ ついて知り，人間とコンビュータ

いて知り，コンビュータによる情報 の関係について考える。

処理の長所と短所について理解する 0人間とコンビュータの情報処理

の長所と短所

問題解決の流れと手順① O問題解決の基本的な流れ

〔問題解決のための基本的な流れを 0問題解決の基本的な流れと身近

理解し，その手法に基づいて身近な な問題解決

問題を解決しようとする態度を育て 0問題解決実習として修学旅行の

る〕 班別自主研修の行動計画を提出さ

せる。

0重み付け評価法を用いた演習

6 (1) 

0重み付け評価法を用いた演習

( 2) 
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コンビュータを利|情報の表現と情報量 10情報量の表現方法
用した情報処理 1 c様々な情報をコンビュータ上で表10数値のディジタル化と 2進数
7 1 すための基本的な考え方を学ぶJ 10アナログからデ、ィジタルへの変

9 

情報のディジタル化 |換

〔コンビュータにおける情報の処理10文字のデ、イジタル化
の仕方について学ぶ〕

コンビュータの機能と構成

O音のデ、ィジタル化

0画像のディジタル化

Oデータの圧縮

0人間とコンビュータの機能

〔コンビュータ内部のハード面での10コンビュータの内部の働き
仕組みについて学ぶ〕

10 1 アルゴリズムと簡単なフ。ログラミン10情報処理の基本構造とアルゴリ
グ |ズム

情報技術の進展 1 cコンピュータ内部で、のソフト面で10基本的なプログラム
の情報の処理の仕組みについて学

111 ぶ 10並び替えのアルゴ、リズム
〔コンビュータを利用したデータ処

理における工夫について学ぶ〕 O探索のアルゴ、リズム

0プログラミングの演習

12 

情報技術の進展が|情報技術とその進歩 10情報伝達の歴史
社会にもたらす影|情報技術の実際 10情報技術及び情報通信機器を利
響 1 cわたしたちの社会を支える情報技|用した情報伝達とその進展

術について学ぶ 10計測・制御の技術

1 1 10情報通信の技術

2 

3 

0インターネットを支える技術

情報技術とわたしたち 0情報技術の導入による安全性や

〔わたしたちの社会における情報技|信頼性

術の役割について学ぶJ 10情報技術の導入による使いやす
さ

情報社会の問題点 0情報社会の光と影

〔わたしたちの社会における情報技10情報モラル，プライパシー
術が抱える問題点について学ぶJ 10情報社会の光と影

0著作権

情報社会と私たち 10情報の信頼性・信恵性
〔人間への配慮、や情報技術の進展が10情報技術と社会の望ましいあり
社会に与える影響について考えるJI方
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(数理情報く数理編> 35時間扱い)

月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 ガイダンス ガイダンス 0数理情報情報編の内容および l

数学基礎論 ( 1年間の流れを見通す〕 年間のおおよその流れについて説

明する。

数列と漸化式 0数列の定義と漸化式の意味づけ

5 〔数列と漸化式のコンビュータでの Oコンビュータを利用，一般項を

計算方法について学ぶ〕 求めたりはしない

Oコンビュータを利用した数列の

応用

0数列の和

6 二角関数 0三角比の関数定義と拡張

〔コ角関数の定義と意味およびコン Oコンヒ。ュータを使用したコ角関

ヒ。ュータ上での計算方法について学 数の応用

ぶ〕 O一角関数の性質

Oコンビュータを利用したコ角関

7 数の応用

指数・対数関数 0指数の拡張と指数関数

〔指数・対数関数の定義や意味とコ Oコンビュータを利用した指数関

ンビュータ上での計算方法について 数の応用

学ぶ〕 0対数関数の定義

9 Oコンビュータを利用した対数関

数の応用

微分と積分 0微分の定義と記号

〔微分や積分の定義とコンビュータ Oコンビュータを利用した微分法

上での計算方法やその応用の方法に の理解

10 ついて学ぶ〕 0微分の定義と記号

〔微分方程式の意味とコンビュータ Oコンビュータを利用した微分法

による解曲線の近似方法について学 の理解

ぶ〕 0積分の定義と記号

Oコンビュータを利用した積分法

の理解

0微分方程式とその解曲線の近似

方法の理解

11 数学モデノレとシミ マルサスの人口モデ、ル Oマノレサスの人口モデルのアイデ

ュレーション 〔マルサスの人口モデルについてそ アと立式の確認

の考え方を学び，実際にコンビュー Oマノレサスの人口モデルのシミュ

タでシミュレーションを行う〕 レーションの作成

o Excelを利用
Oマノレサスの人口モデ、ルのシミュ

レーションの作成
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12 

1 

2 

3 

0定数(初期値など)の確定

O実際の人口の変遷との比較

0マルサスの人口モデ、ルの問題点

。改良版としてのヴェアフルスト

の人口モデル

o Excelを利用
ヴェアフルストの人口モデル 10ヴェアフルストの人口モデルの
〔ヴェアフルストの人口モデルにつ|シミュレーションの作成

いてその考え方を学び，実際にコン10定数(初期値など)の確定
ビュータでシミュレーションを行102つの人口モデ、ルの比較とそれ
うJ ぞれの問題点を考える。

モデ、ルの比較と問題点 Oヴェアフルストの式の解釈につ

〔それぞれの人口モデ、ルの比較・検|し、て

討・評価を行う〕

捕食・被捕食のモデ、ル化

〔実際のデータから仮説を立てて，

モデル化を行う〕

捕食・被捕食モデ、ル

0具体的な漁獲高の例から捕食者

と被捕食者の関係を考える。

Oマノレサスの人口モデ、ルの考え方

を参考に，捕食・被捕食のモデ、/レ

〔モデル化したものをもとにシミュ|化を行う。

レーションを行う〕 0捕食・被捕食モデルのシミュレ

ーションの作成

捕食・被捕食モデルのシミュレーシ10Exce1を利用
ョン 10定数(初期値など)を変えて，
〔シミュレーションの結果を基にモ|シミュレーションを行う。

デ、ルの評価を行い，その後の推測な10実際の漁獲高との比較
どに役立てる 10シミュレーション式の意味につ

いての考察

ボ、ーノレの飛距離のモデ、ル化 10空気抵抗を考慮したボ、ールの飛
〔ボーノレの飛距離モデ、/レを作成するJ1距離についてモデル化を行う。

o Exce1を利用
0ボールの飛距離モデ、/レのシミュ

レーションの作成

o Excelを利用
Oボールの飛距離モデ、ノレのシミュ

レーションの作成

ボ、ールの飛距離のシミュレーション10Excelを利用
〔モデルを利用してシミュレーショ 10ボールの飛距離のシミュレーシ
ンを行うョンを行い，最長距離を与える角

度について考察する。

o Excelを利用
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(2 )総合的な学習の時間

学年 フー 』ー 可ア 週あたりの時間数(単位)

1年(中1) 学び方を学ぶ 2 

3年(中 3) 地域から学び，考えよう 1 

3年(中 3) データを数理的に解釈し判断する 1 

4年(高1) クリテイカルシンキングの手法を学ぶ O. 5 

4年(高 1) 芸術の新しい表現<音楽分野> O. 5 

芸術の新しい表現<美術分野> O. 5 
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総合的な学習の時間のカリキュラム開発

・総合的な学習の時聞 く〉テーマ:学び方を学ぶ 1年
担当教科:( 芸術・社会・国語・技術・数学 ) 

1.概要
中学校・高等学校6カ年の学習の第1段階である中学校1年生の総合的な学習「学び、方を学ぶJ

では，自己学習力の基盤となる「学ぶ方法」を学ぶことと["探究的な態度」を育むことを目標

とする。「学ぶ方法」とは，情報の集め方，まとめ方，表現の仕方などのスキルを身につけるこ

とである。「探究的な態度Jを育むとは，多面的なものの見方や科学的な捉え方を培い，自ら課
題を見つけ，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決しようとする姿勢を養うことであ

る。これらの目標を達成するために，情報化社会に対応した学びのあり方として，コンビュータ

とそのネットワークを有効に活用する学習活動を展開する。

具体的には，コンビュータを表現や情報収集，分析などの道具として活用できる情報リテラシ

ーの育成を行ったり，探究活動に対してわかりやすく表や図および概念図を利用した表現活動を

行ったり，自己評価と相互評価を効果的に組み込むことで

るなかでで、視野の拡大や興味.関心の高まりを目指した展開を行う。

2.ねらい

中高6ヵ年の第1段階である中学校1年生の総合的な学習 I学び方を学ぶ」では，自己学習力

の基礎となる「学ぶ方法Jを学ぶことと探究的な態度」を育むことを目標としている。「学

ぶ方法」とは，情報の集め方，まとめ方，表現の方法などの技術を身につけることである。「探

究的な態度j を育むとは，多面的なものの見方や科学的な捉え方を培い，自ら課題を見つけ，自

ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決しようとする姿勢を養うことである。このように

技術を重視し，かっ主体的に考え活動するという学習はまさにクリテイカルシンキングを取り入

れた学習であり，こうして育まれる態度はクリテイカルシンキングの重要な要素でもある。

具体的には 1年間の学習計画を次のような形で行う。まず1学期の前半で、ワープロや描画ソフ

トなどの情報リテラシーと箇条書きや概念図などの表現方法の学習をすることで，その後の活動

に必要な技術や知識の習得を目指す。 1学期後半から 2学期初頭にかけて，それらの情報リテラ

シーや表現方法の演習として，生徒各自が選んだ「本の紹介」のウェブページの作成を行う。そ

の後の活動や調査・研究に必要な著作権などの情報モラルの学習を行った後に本の紹介Jの

ウェブページについて掲示板を利用した相互評価を行う。その内容をまとめ，様々な検討を加え

た上で、新たな研究課題を設定する。 2学期末から冬休みにかけて，その研究課題に沿って調査・

研究を行い 3学期にはいるとその調査結果を再びウェプページにしていく。 3学期末にその調

査・研究結果を相互に発表する。

したがって 1年間の学習活動の大きな構造としては次のようなものになる。まずは技術や知

識の習得である。それらの技術や知識をウェブ、ページの作成などで実際に使用する過程でその内

容の取捨選択や表現方法などを主体的に判断することの必要性に迫られることになり，ここで行

動形成によるクリテイカルシンキングの態度の育成が図られる。次に，掲示板による相互評価の

内容をまとめ，その内容を検討し，新たな研究課題を設定していく過程で，①「事実」と「意見j

の区別，②「事実」の信頼性の検討，③「推論」や「考察の過程」の妥当性の検討，④考察の結

果の妥当性や有用性の検討，⑤研究課題の妥当性や現実性の検討，⑥思考・考察の偏りの検討な

どがなされることとなり，これがクリテイカルシンキングの知的作業となっている。研究課題設

定後，調査・研究しその内容を再びウェブページにする段階では，その調査の手法と得られた情

報の取捨選択およびその結果の表現方法(著作権を含む)などで主体的な判断を再び迫られるこ

とになり，ここで再び行動形成によるクリテイカノレシンキングの態度の育成が図られることにな

る。

つまり，技術や知識の習得が先にあり，その後それらの技術や知識を利用する作業においてク

リテイカルシンキングが利用され，かつ 1年間を通して行動形成によるクリテイカルシンキング

の態度の育成が図られる。
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会主体的な判断ι翠考
{クジテイカノレシン今ング)

会クpテイカルシンキング
における知的作業

① f事実Jと「意見jの区別

φf事実Jの摺頼性の検討

窃 f推論iや f考察の遇麓jの
妥当性の検討

@考察の結果の妥当性や有用性
綾昧さの検討

倍研究課題の妥当性や現実性の
検討

⑨思考〆・考察の嬬りの検討

3.年間指導計画 (70時間扱い)

月 単フじ名 学習のァーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 プロローグ 。年間ァーマの提示 -学習のねらいと 1年で学ぶ情

。コンビュータを利用する際の注 報リテラシーについて

意点 -コンピュータ利用のマナー

1.表現の方法 。表現の基礎としてのワープロ操 -ワープロ操作の基礎
を学ぶ 作や作図など一連のスキルの習得 文章入力，変換，レイアウト，保

5 をはかる。 存，印刷など。

。まとめ方の方法として箇条書き

やベン図，その他の概念図で表現 -課題文をよく読み，その要約を

する。 箇条書きにまとめたり，概念図に

。各自別々の本を選び，その本を して表現する。

課題本として，まとめ方の演習や

表現活動を行う。(活動，探究の • r科学のアルバムJシリーズか
6 課題が各自が興味を持って選んだ ら，興味を持った本を 1冊選び，

本であるということより，生徒の その中の文章を題材に，文章入力
興味・関心を高め，本の紹介や感 と絵の作成・挿入を行う

想、などをより内容深く個性的なも -上記の本(テーマ)にどのよう

のとさせる。) に(なぜ)興味を持ったか，本を

読んで、新たにわかったことや興味
7 を持ったこと，感想，新たに調べ

たいことなどをまとめる。

。ホームページ形式でまとめ，公 -上記でまとめた内容をホームペ
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9 

関することで，表現力のさらなる|ージの形でまとめ公開し，相互評

育成をはかる。 I価を行い，さらなる表現力の育成
へとつなげる

2.探究の方法 I@各自のテーマに関連して，さら|・調べ学習やホームページ作成に
を学ぶ |に詳しく課題を設定し，調べ学習|際して知的所有権など注意すべき

10 I を行う。 I点について学ぶ。
。表現の道具，また調べ学習など|・それぞれのテーマをさらに深く

の道具としてのコンビュータの活|調べていく。この際，図書館やイ

用をはかる。また，その際のノレー|ンターネットの活用をはかる。

111 ルについて学ぶ。 1・インターネットでの調べ学習を

。研究内容を概念図の形でまとめ， Iするための検索方法の習得やそれ
概要をわかりやすく表現する。 1を利用する上での注意点を学ぶ。

。中開発表では，それぞれのテー|・各自のホームページに調べたこ

12 1 マについて 「こんなおもしろし、|となどを追加し，より広く，深い

ことがあるJ["これについて教え|ものを作り上げてし1く。

て」などの意見交換する中で関心|・探究活動の中開発表

を高めるとともに，調べ学習の課1(ホームページの掲示板機能を活

1 1 題を明確にしていく。 1用し，互いに意見交換を行う中で，

.必要に応じて，実験や観察を立|さらに詳しく調べる課題を見つけ

案・実施する。 Iる。)
。研究をすすめる手順や発表方法

を学ぶなかで，探究能力を育成し， 1・さらに研究をすすめ，その内容

2 1 自ら課題を見つけていく力を育て|をホームページにまとめ公開す

る。 1る。その際，研究目的(課題)， 

調べた結果，残った課題(疑問点)， 

参考文献等を明記する。

3.相互評価と自 I@評価の観点を明確にして互いに|・研究発表会を聞き，質疑応答で
3 1己評価 |相互評価をする中で，各自の研究|意見交換を行う。

を振り返り自己評価につなげ，メ|・ホームページの掲示板機能を利

タ認知的な視点を育む。 1用して，相互評価を行う。

。課題を深め，探究活動の成果と

してレポート(ホームページ)を卜意見交換や相互評価から，各自

まとめる。 1の研究の成果や，残された課題な

。これまでの各自の課題を振り返|どを整理する。

り，それぞれの成長を評価し，自

ら課題を持って学んでいく姿勢を|・これまでの成果はデータとして

育成する。 1コンビュータに保存されている。
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総合的な学習の時間のカリキュラム開発

・総合的な学習の時聞 く〉テーマ:地域から学び，考えよう 3年
担当教科:( 社会 ) 

1.概要

「地域から学び，考えよう」は，単元 1r西九州」と単元11r自分たちの生きている地域」の

2つの単元から構成される。

単元 1 r西九州」では，長崎を中心とする西九州地域について，グループ。学習によるテーマご

との探究学習を行い，そのまとめとして「西九州案内記」を作成する。西九州の中でも長崎は，

唐船の来航と大陸文化，キリシタンと南蛮文化，西洋近代科学の窓口，開港と外国人居留地，原

爆投下の悲劇と「平和J発信など，それぞれの時代が織りなすさまざまな要素が複合した国際都

市である。それ故，魅力ある教科横断的な教材が開発できる可能性にあふれでおり，生徒の将来

の「生き方」に示唆を与える時間と空間を超えた多くの課題も見いだすことができる。さらに西

九州は当校中学校3年生が社会見学旅行で訪れ，グループ別の自主研修を実施している町でもあ

る。したがって r見知らぬ町」から「興味ある町」へと変貌を遂げる体験的な学習場面として

も織り込むことができる。

単元11r自分たちの生きている地域」では，生徒がそれぞれ設定した地域について，生徒各自

が課題を発見し，テーマを設定して探究し，その成果を報告書にまとめる。「西九州、IJで経験し

た探究活動をさらに質的に高め，資料そのものの事実に関する信湿性，意味づけの論理性，裏付

けとなるデ}タなどの妥当性の分析・吟味などの手続きを通して，資料から導かれる地域を自ら

で構成してみる。

2.ねらい

① 「西九州むや「自分たちの生きている地域Jに関する情報を収集・整理し，分析・吟味す

る能力

② 「西九州」や「自分たちの生きている地域」に関する情報をまとめ・説明し，表現・伝達

する能力

③ 「西九州、IJや「自分たちの生きている地域」に関するテーマを設定し，意欲的に探究する

能力

3.年間指導計画 (35時間扱い)

月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容

4 「西九州J 1.西九州を知る ①西九州の地理

「西九州」という地域に関する 長崎を中心とする西九州の地理

基本的知識を習得するとともに， と地形

「西九州」に対する関心を深め， ②西九州の歴史

科学的探究を行う意欲を喚起す 長崎を中心に取り上げ，長崎開
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る

2.西九州から学ぶ

港から明治初までの変化

近現代の長崎の変遷

③まとめとテーマ領域の提示

テーマ領域の事例:

文学，学問 と科学，平和，くら

しと食文化， 歴史，人物，産業

など

①探究の準備

• r西九州、IJという地域を説明| テーマ選択とグループ分け
する概念的知識を習得するとと|②探究活動

もに，問題の発見や課題を設定1 ~，情報整理票』の活用

する |③探究のまとめ

-探究する方法を習得する 1 ~西九州案内記』の作成と報告会

④社会見学旅行の学年事前学習会

⑤フィールドワーク

3.西九州、|から考える 1 r西九州」について探究したことを

自分たちの探究を振り返り，自!をまとめ，西九州の地域性を考える

分たちの探究そのものについて

考え，学習する。

9 I r自分たちの生き11.自分たちの生きている地域|①テーマ領域の提示

ている地域を知る | テーマ領域の事例:

テーマ設定のための資料収集や| 自然，文学，歴史，産業，環境，

問題発見の手順を確認する | くらし など

②テーマ領域に関する地域の情報の

収集

2. 自分たちの生きている地域|①研究の立案・準備

から学ぶ |②各自で調べ学習

資料の吟味や構成の手順を習得

する

3. 自分たちの生きている地域|①研究のまとめ

を見つめる |②研究発表会

これまでの学習を振り返り，自|③レポートの作成

分たちの生きている地域の地域

性を考察する
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総合的な学習の時間のカリキュラム開発

圃総合的な学習の時間 く〉テーマ:データを数理的に解釈し判断する 3年
担当教科:( 数学 ) 

1.概要

単元①「サイコロの目の出方」においては 3個のサイコロを振ったときの目の和や 1個の

サイコロを 3回振ったときの目の最小値に関する確率を実験を通して検証する。単元②「乱数と

モンテカルロ法Jではいろいろな乱数を自分達でつくることで，何をもって乱数といえるのかに

ついてを議論し，その評価をモンテカルロ法などを通して検証する。また乱数を用いてシミュレ

ーションを行い，その有用性を感得する。単元③「ランダムウオークj においては，数直線上お

よび平面上の点がランダムに移動を行うとき，時聞が経つにつれその点が出発点からどれくらい

離れているかを検証する。学習活動については，ほとんどの単元を通して，予想→実験→検証の

プロセスをたどる。単元①については中学校2年における「確率」の単元と関連しているが，生

徒にとって確率の計算はできてもその意味についての理解については十分ではないと考えてい

る。その理由としては，授業時間不足等により，生徒の数学的活動を十分に行えなかったこと，

データについても教師側が与えた資料や教科書に掲載されている資料で、あったことから生徒の興

味関心を喚起しにくかったことなどであろう。そのため，大数の法則の理解や単元③におけるち

らばりの拡大など生徒の予想をくつがえす結果がでることによりクリテイカルシンキングを行う

場を提供できることが期待できる。また，単元②「乱数とモンテカルロ法Jについては，何をも

って乱数といえるのかとし寸議論を大切にしたい。与えられたデータをただ鵜呑みにしてなんと

なく乱数っぽいと安直に結論づけるのではなく，数学的根拠をもって個人レベルまたグループレ

ベルでそれを検証し，議論することは，クリテイカルシンキングを養う学習活動の場になると考

えている。

2.ねらい
1.与えられたデ、ータを適切に整理することができる能力(データ処理能力)

2.データの中から一般的な法則を推測したり，問題点・疑問点などを見出すことができる

能力(メタ認知能力)

3.データの意味を正しく解釈し，発表することができる能力(表現力)

3.年間指導計画 (35時間扱い)

月 単元名 学習のァーマ・ねらい 学習の具体的な内容
①サイコロの目の (その1) -どの和が出やすいか予想、をす

出方 r 3個のサイコロをふり，出た目 る。
の和を計算するとき，どの値(和) . 2人1組のベアごとに3個のサ

が出やすいだろうか」 イコロを約 200回振り，度数分布

表を作成させ，それぞれの値につ

-データ収集・整理 いての相対度数を求めさせる。

-相対度数 -ベアで出した結果を4人程度の

-実験的確率と数学的確率 班でまとめる。

-大数の法則 -クラス全体の結果をまとめる。

-数学的確率を計算し，相対度数
(その 2) と比較する。

r 1個のサイコロを 3回振ったと -実験的確率と数学的確率それぞ
きの目の最小値J れを 1つのグラフ用紙上に度数折

れ線グラフで描かせ，比較させる。

-データ収集・整理 . 1つの値(例えば目の和が 10)

-相対度数 に注目させ，試行回数が増えるに
-実験的確率と数学的確率 従い，その値がどのように変化す
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-大数の法則 るのかを調べる。

-その2についてもその 1と同様

の活動を行う。

②乱数とモンテカI(その1)・ 2人1組になり， 0から 9まで
ルロ法 I r人聞が Oから 9までの 10個の数|の数字を無作為に挙げ，ペアで

字を使ってバラバラな数の列を作1500個の数の列をつくる。

ろうとしたとき，無心になったつ

もりで1つの数字を挙げていけば，卜正二十面体のサイコロを振っ

そのようなバラバラな数の列は作|て， 0から 9までの 500個の数の

れるのだろうか。J 列をペアで完成させる。

-自分でつくった数の列と正二十

・データ収集・整理 |面体のサイコロを振ってで、きた数

の列について，これらを比べるこ

(その 2) とで，乱数とはどのようなものか

「正二十面体のサイコロを用いて|を考える。

乱数をつくる」

-データ収集・整理

-データの分析・検証

(その 3)

「擬似乱数の作成及び検証J

.データ収集・整理

-データの分析・検証

・擬似乱数

-擬似乱数を作成し，そのランダ

ム性を検証する

(その4) ・乱数かどうかを評価する方法と

「乱数とモンテカルロ法J してモンテカルロ法を用いる。

-乱数を用いてシミュレーション

・モンテカルロ法 |を行い，その有用性を感得する0

.乱数の有用性

③ランダムウォーI(その1)・数直線上を点がランダムに動く
ク I r数直線上でのランダムウオークJIとき，時聞が経っと点は出発点か

らどれくらい離れているかを予想

・データ収集・整理 |する。

・データの分析・検証 |・サイコロを振ることによって，

点をランダムに数直線上で動か

(その 2) し，試行回数を増やすことで点が

「平面上でのランダムウオークJ 1どのように動くかを検証する。

-データ収集・整理 |・上と同様の活動を平面上で行

・データの分析・検証 |う。
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総合的な学習の時間のカリキュラム開発

実施学年 4年 全 17時間 担当:国語科

単元名 | クリテイカルシンキングの手法を学ぶ

概 要 11.科学的思考の方法，科学的説明の手法の特徴を学ぶ。

2.論証の正しさを検証するための手法を学ぶ。

3.現代社会の諸問題を取り扱った新書を一冊読み， 1 • 2で学んだ手法を用いて，

内容・書き手の意図・論じ方の特徴や妥当性について論じたレポートを作成する。

ねらい |・文章を読んで，その文章がどのような問題に対し，どのような立場から，どのよ

うな見解を，どのように展開しているのかを，書き手の意図をふまえて正しく理解

し，理解した内容を正確に記述する力の育成。

-文章に書かれている事柄や説明に対して，すでに持っている自分の知識や認識，

あるいは具体的事象と結びつけて理解を深める力の育成。

単元設定|本研究開発における具体的課題として I(ウ)論理的な探求方法や推定の仕方など

の理由 |についての知識を習得させる。J，I (エ)書かれた文章および発表者の意見がどのよ

うな論点で語られているのか，また示されたデータなどを的確に読み取る読解力を

育む。j， I (オ)自分の意見を論理的にまた的確に相手に伝える表現力やコミュニケ

ーション力を育む。Jという項目が設定されている。本単元では，本格的な現代評

論を学ぶ導入期にあたる高校 1年生のこの時期に I科学的説明JI論証j の手法と

その特徴，妥当性の検証の方法などを学び，文章を読む際にその論じ方や書き手の

立場，意図を考えながら読む構えを身に付けさせるために設定した。

単元計画(実施時間:全17時間)

題目(配当時間) 学習内容 | 指導上の留意点

1.科学的思考|・この単元で学習する内容・ねらい

の方法，科学的|についての説明を聞く。

説明の手法の特|・長尾真『わかるとは何かJl(岩波

徴を学ぶ (6) I新書)を用いて，

・厳密な意味での「説明」と「記述」

・「演鐸的推論」と「帰納的推論」

・「記述的説明(分類による説明)J 

-日常生活の中で思考したり説明した

りするときに，ここで述べられていた

思考法・説明の手法をどのように用い

. I科学的説明Jの限界 について|ているのか，具体的な事例を考えさせ

述べられた文章を読み，科学的思考|る活動も取り入れる。

の方法，科学的説明の手法の特徴に
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ついて理解する。

2.論証の正し|・野矢茂樹『論理トレーニング101題JlI・考え方や手法を学ぶだけではなく，
さを検証するたI(産業図書)を用いてテキストについている練習問題を実際
めの手法を学ぶ卜「論理の飛躍を見抜く J に行う。

( 5) ・「代替仮説を考えるj

・「因果関係のとらえ方」

・「批判」につながる「質問1

・「批判」と「異論J

など説明・論証の正しさを検証する

ポイント・手法を学ぶ。

3.現代社会の|・自分が選んだ新書を読む。 ト新書を選ばせる際に，グループ。で、意

諸問題を取り扱卜中間まとめとして，著者がどうい|見交換ができるように調整をする。

った新書を一冊|う意図をもってその新書を書いてい

読み，内容・書|るのか，言いたいことを言うために

き手の意図・論|どのような工夫をしているのかを整

じ方の特徴や妥|理する。

当性について論|・同じ本を選んだ人のグワレープで，

じたレポートを|中間まとめを交換しながら理解を深

作成する (6) Iめる。
・意見交換をふまえて，最終レポー

トを作成する。

・最終レポートを交換して読み，互

いに評価し合ってコメントを書く。

・評価されたコメントや，他のレポ

ートとの比較をもとに自己評価を行

フ。
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総合的な学習の時間のカリキュラム開発

実施学年 :4年 全 5時間 担当:音楽科

単元名

(題材名)I r芸術の新しい表現」
~既成の音楽表現を見直し，創造的な音楽表現ヘ~

概 要 | 音・楽器・楽譜・指揮・声なと普段身近に接している音楽の諸要素をもう一度
見直し，その土台となる基礎的な音楽の表現方法をさまざまな角度から探っていく。

そしてそれをもとに既成の音楽の表現の枠から出て，発展的で創造的な表現へと

つなげていく。

ねらい |この総合的な学習の時間では，普段見過ごしたり，当たり前のものと感じているよ

うなさまざまな音楽表現を見つめ直し，それを創造的な音楽表現へと発展させてい

くが，音楽科ではその過程が音楽におけるクリテイカルシンキングととらえている。

もう一つのねらいとして，西欧中心の音楽だけでなく，世界中のさまざまな地域

や文化・歴史の違いによる，生徒にとってはマイナーな音楽表現に目を向け，それ

らも個性的な表現方法であることを認識し，自分のものとすることを目指している。

題材設定| 音楽選択者だけでなく，他の芸術選択者もクラス単位で一緒に学習することを踏

の理由 |まえ，生徒が共通して興味をもてるような5つのテーマを設定した。そして，鑑賞

と表現という実体験を通して，専門的な知識がなくても音楽の面白さや奥深さを感

じとることができると考えられる。

題目(配当時間)

①音とは何か?

単元計画(実施時間:全5時間)

学習内容 | 指導上の留意点
音楽の表現に欠かせない，素材とし| 最初に音の物理的な性質を説明

楽器の仕組みを探|ての音の性質や，管・弦・打楽器の音|し，その後実際の楽器を用いたり，

る(t時間の出る仕組みとその特徴を体験を通し|その構造を模したものを用いて，

ながら学ぶ。 I体験的にその音が生まれる仕組み

を探る。

②楽譜とは何か?I 音楽を後世に伝えるために先人達は| 既成概念の枠を取り払い，記号

(t時間どのように工夫して楽譜を作ってきた|や図形などを使って自由な発想で

か，歴史的な経緯を探るとともに，実|自分なりの楽譜を考える。

-63-



③指揮とは何か?

(I時間)

④発声の仕組みを

探る (I時間)

際に音符を用いずにオリジナルな楽譜| 合理性を目ざした西欧の楽譜

を自分で作る。 Iと，口伝(唱歌)が主で楽譜は二

また，現代音楽や日本の伝統音楽で|次的な役割である日本の伝統音楽

はどのような楽譜が用いられているか|の楽譜とを比較・考察する。

楽譜を見ながらそれらの音楽の特徴を

鑑賞する。

指揮者はどのような役割をもってい| 音楽史における指揮の変遷や歴

るのか，指揮によって音楽表現がどう|史的な経緯にも触れる。

変わるのか，さまざまな指揮者の映像| 指揮者のもとに全員がぴったり

(ベートーヴェンの交響曲第5番の指|と合わせるとことに重点、を置く西

揮)を見ながら探っていく。また，指|欧の合奏形態(オーケストラなど)

揮法の基礎を学び，実際に曲に合わせ|と，その対極にあり指揮者を持た

て指揮をして指揮と音楽表現のつなが|ず，同時性を重視しない雅楽など

りを体験する。 Iの演奏とを実際に聴きながら比較

する。

人間の体の発声器官(肺，声帯，共| 息、が発声器官を通って声や歌声

鳴腔など)と声(声質，声域，声の出|になるために，人体がいかに複雑

し方など)との関わりの中で，映像や|な働きをしているかを注目する。

図などをもとに発声の仕組みを探る。|呼吸法や発声法に関しては指導者

また，正しい呼吸法や発声の仕方につ|が実際にやって見せ，それを模倣

いて学び，それを歌唱表現に活かして|するところから始める。

し、く。

最後に鍛え上げられたいろいろな声

種のオペラ歌手の歌唱の映像を鑑賞す

る。

⑤さまざまな発声| 世界には民族や文化・歴史の違いに| 変わった発声方法や歌声を単に

や歌声 (I時間) Iよる，さまざまな発声や歌い方がある。|珍しい物としてとらえるのではな
それらの映像や音楽を鑑賞したり，実|く，それらが生まれた文化的・歴

際に演奏したりすることで，人間の声|史的な背景を考える。

の持つ大きな可能性を探るとともに， I ホーミーやヨーデ、ルなど実際に

今までにない創造的な表現への足がか|体験するものは，すぐにはできな

りとする。
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総合的な学習の時間のカリキュラム開発

実施学年 4年 全 5時間 担当:美術科

単元名

(題材名) 「芸術の新しい表現」

~現代美術から創造的表現を学ぶ~

概要 20世紀に入り，多様化する現代美術。筆を持って描くという行為さえ否定され，

何を考えているかということに芸術的価値を見出す「概念芸術Jや，無意識に体を

動かし制作する「アクションベインティングJなど新しい表現が生まれた。この授

業では，これまで美術作品は何を表現していたかを学習し，現代美術の考え方から，

描く行為の既成概念にとらわれず，考え方によっては何でも作品になるといったあ

らゆる角度から創造的に表現することを考えていく。

ねらい クリテイカルシンキングを「批判的思考」ととらえるのではなく r創造的思考」
を養うというふうにとらえ，個人の感じ方，異なった考え方を尊重し，社会の常識

にとらわれない自由な発想力を持った人間を育てる。

題材設定 美術の歴史に触れ，絵画を鑑賞する目を養い，新しい表現を試みる，といった多

の理由 くの内容が盛り込まれているが，現代芸術の考え方から，作品制作とはこうしなけ

らばならない，ということではなく，考え方によっては何でも作品になるといった

広い視野で考えていくことで，独自の考えや個性の尊重につながっていくだろうと

思います。

単元計画(実施時間:全5時間)

題目(配当時間)I 学習内容 | 指導上の留意点

①イメージと形| 次の言葉に合うような絵を簡単| 視覚的な形と言葉のイメージがつなが

(1時間に鉛筆で描いていく。(上昇・下|るように考えさせる。

降・軽い・重い・・・)

②絵画の様々な| 過去の美術作品から様々な画面| 構成の技法，シンメトリーやS字，対

構図 |構成の方法を学び，それぞれどの|角線，三角形などの心理的効果や鑑賞し

(1時間) Iような心理的効果があるかを考え|た時の印象を考えさせる。
ていく。

③抽象美術 | ここでは，ピカソとモンドリア| 絵画表現の主流が，近代までの奥行き

(1時間) Iンの芸術を取り上げ，抽象絵画を|や立体感を再現する写実的表現から，平
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④現代美術

学ぶ。ピカソはキュピズムという|面的表現である抽象絵画へどのように考

独自の新しい表現を生み出した。|え方が変わっていったかを理解させる。

そこにいたるまでの表現の変貌や

キュピズムから発展していった考

え方を作品を通して学び，変わっ

ていく表現から心理的な変化を読

み取っていく。モンドリアンは具

象から抽象に表現が変化していっ

た画家で、あるが，抽象に至るまで

の過程を学び，抽象美術への理解

を深める。

20世紀に入りピカソの登場以| 概念芸術の考え方から，美術の表現の

(1時間) I降，絵画芸術は大きく変化した。|可能性が無限に広がっていることを学ば
平面的な表現の抽象美術や作品を|せる。

制作するというよりも何を考えて

いるかということに芸術的価値を

見出す「概念芸術(コンセプチュ

アノレアート)j，筆を使わず，体を

動かし，偶然にできた形から作品

の題名を考える「アクションペイ

ンティング」。この「アクション

ベインティング」の芸術家である

ジャクソン=ポロックと白髪一雄

を取り上げ，その考え方を学ぶ。

⑤制作 アクションペインティングJI 無意識に描いた絵から，想像力を働か
(1時間) Iを実際におこなってみる。オート|せ，様々なイメージが浮かぶよう，注意

マテイズム(自動記述)という方|深く自分の絵を観察させる。

法で無意識に手を動かし描いた作

品から，自分の直感で感じたこと

を題名として作品を完成させる。

-66-



(3 )各教科での発展的取り扱い

教科 学年:単元名 設定した時間数

国語 3年:1文化」の創造について考える 7 

社会 3年:日本国憲法の「平和主義Jと近代日本の諸戦争 3 

6年:生命倫理 一臓器移植問題を中心に- 3 

数学 3年:縮図の利用 ~校内の施設の高さを測ろう~ 5 

5年:図形と方程式(取り尽くしの方法による面積の近 3 

似)

理科 3年:力学的エネルギーの測定 5 

保健体育 2年:陸上競技(持久走:2000in走) 1 0 

美術 3年:遠近法の世界 ~透視画法を学ぶ~ 8 

技術 2年:レスキューロボットの製作 25 

家庭 4年:家族と自分との関わりについて考える 1 3 

英語 3年:Unit 1 Flower Viewing 5 
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各教科で取り組む単元開発

教科名:国語 実施学年 3年 全 7時間

単元名

(題材名)I <文化>の創造について考える

概 要 11 <文化>の創造について書かれたテキストを複数読み，それらを比較すること
を通じて，テキストを分析し，テキストを評価する

2 <文化>の創造についての思索を深める

ねらい |本単元で育みたいクリテイカルシンキングを次のように設定する。

1 テキストを他テキストと比較し，テキストを分析する能力

2 テキストの論述の違いを踏まえて，テキストを評価する能力

3 テキストを読むことを通じて，人間，社会，自然についての思索を深めようと

する態度

題材設定| 中学校3年生の学習者は文化」という言葉は知っていても文化Jについて

の理由 |考えた経験は少ないだろう。また文化」といえば，奈良や京都の寺院，世界遺

産といった限定的で，すでに特権化され，価値づけされたものをイメージするので

はないだろうか。しかし，そういった<文化>観からは文化」を文化遺産とし

て愛でるだけで文化」の背後にある創造者の思いや創造された意味を読み取ろ

うとする態度は育たない。「文化」は人間の H営みグであり文化」の背後にある

創造者の思いや創造された意味を探ることによって，人間や社会についての思索を

深めることができるだろう。そこで，本単元を，学習者が<文化>について考える

契機としたい。

新学習指|本単元は， (第3学年〕の r1目標」の「目的や意図に応じ，文章の展開や表現の
導要領と|仕方などを評価しながら読む能力を身に付けさせるとともに，読書を通じて自己を

の関係 |向上させようとする態度J， r2内容Jr c読むこと」の「ウ文章を読み比べるなど
して，構成や展開，表現の仕方について評価すること。」及び「エ文章を読んで、人

間，社会，自然などについて考え，自分の意見をもつこと」と関係のある取り組み

である。

単元計画 (実施時間:全7時間)

題目(配当時間) 学習 内容 指導上の留意点

1 「ディズニ -能登路雅子「ディズニーランドと ①筆者の主張を読み取らせる。筆者は，

ーランドという いう聖地J(中学校国語3，学校図書， ディズニーランドの世界観の「淵源」を

聖地」の筆者の 2007)を読む。 たどると，ウォルト=ディズニーが少年

思考の枠組みを 時代を過ごしたアメリカ中西部の開拓者

っかむ。 たちの<自然>観にたどりつくと主張し

(2時間) ている。

②筆者の論理を理解させる。筆者は<文
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化>の創造を観念の「反映」という 1/

一元的 Hな枠組みで論じている。

2 rディズニ|・村井康彦「はじめに一日本文化へ|①筆者の主張を読み取らせる。筆者は，
ーランドという|の視座J(W日本の文化J]，岩波ジュニ¥<文化>の創造を論じるには，先行する

聖地」を評価す|ア新書 409，岩波書j百， 2002) を読¥<文化>をどのように享受し工夫した

る。 Iむ。 Iか，その「過程」を問題にしなければな
(2時間) 卜「ディズニーランドという聖地J¥らないと主張している。

を評価する。 I②筆者の<文化>論を理解した上で， rデ
ィズニーランドという聖地」の<文化>

論と比較させる。

③<文化>の創造の「過程Jを問題とす

る時とそうでない時とで，明らかになる

事柄の違いについて理解させる。

④③を踏まえて rディズニーランドと
いう聖地」を評価する。

3 <文化>の卜佐藤俊樹「桜の帝国J(W桜が創|①<文化>の創造の「過程Jを問題にし
創造についての|った「日本」ーソメイヨシノ起源へ|た文章を読ませる。

思索を深める。|の旅一J]，岩波新書 936，岩波書庖|②「桜の帝国Jの主張を読み取らせる。

(2時間 ¥2005)を読む。 I筆者は，靖国神社の境内の造営に，当時
・隈研吾 r20世紀とはJ(W自然な建|の主潮であったグナショナリズムグが関

築J]，岩波新書 1160，岩波書庖， 2008) Iわっていることを指摘している。
を読む。¥③ r20世紀とは」の主張を読み取らせ

る。筆者は，コンクリート素材の建築が

流行した背景に，時代の変化に起因する

共同体のグ存在不安グを解消したいとい

う欲求が関わっていることを指摘してい

る。

④②，③をもとに<文化>の創造に何

が関わっているのか，また<文化>創造

者の思いや創造された意味についてまと

めさせる。

4 <文化>の|・<文化>の創造についての文章を|①これまでの学習をまとめさせる。ある

創造について考|書き，発表する。 I観点を手に入れたことによって，みえて
えたことをまときたことをまとめさせることに注意す

める。 る。

(1時間)
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各教科で取り組む単元開発

教科名:社会科・公民的分野 実施学年 :3年 全 3時間

単元名

(題材名) 日本国憲法の「平和主義」と近代日本の諸戦争

概要 大単元(3)アの学習内容の一つに日本国憲法の「平和主義」がある。「平和主義」

については r第二次世界大戦その他過去の戦争に対する反省と・・・のいたまし
い経験j をふまえて理解させることが求められている(~学習指導要領解説Jl)。本
小単元では，歴史的分野の近現代日本の諸戦争の学習と公民的分野の「平和主義」

の学習をコラボさせることによって， ~解説』にいうような「平和主義」の理解の
深化をはかり平和的で民主的な国家・社会の形成者Jとしての自覚を高める。

ねらい O近現代日本の諸戦争に対する関心を両める。
orなぜ~か?Jを問う視点と歴史の語り方の多様性に気づき，歴史を多面的・多
角的にとらえ批判的に考察する力を養う。

O 資料を読み取り，自分の言葉で学習内容を表現する力を養う。
O近現代日本の諸戦争を多様な視点からとらえた概念的知識を習得する。

題材設定 日本国憲法の「平和主義」は， 日本の過去の戦争に対する反省と戦争のいたまし

の理由 い経験をふまえて理解させることが求められている。しかし平和主義j の学習

と日本の過去の戦争の学習はそれぞれ公民的分野と歴史的分野で別個になされ，歴

史的分野で学習される歴史は「他動詞で語られる歴史」であることが多く，日本の

過去の戦争に対する真正な反省を期待することはなかなか難しい。そこで，公民的

分野の「平和主義j の学習に歴史的分野での「他動詞で語られる歴史」とは別の

視点から設定した「自動調で語る歴史j を追究する学習を組み込み，所期のねらい

の実現をめざすとともに他動詞で語られる歴史」と「自動詞で語る歴史Jの学

習によって歴史を批判的に考える力の育成もねらいたい。

新学習指 歴史的分野の学習では，学習指導要領にしたがい，近現代日本が戦争を引き起こ

導要領と すに至った背景(社会や時代の構造)の探究を通して，それらに関する基礎的・基本

の関係 的な知識や概念を習得し，課題を探究する力を身に付ける。一方，公民的分野で実

践する本小単元は，歴史的分野での近現代日本の諸戦争の学習を基礎・基本として

活用しながら，戦争をした意図・意思(行為の論理構造)を発展的に探究する。

単元計画(実施時間:全3時間)
題目(配当時間) 学習内容 指導上の留意点
1. 日本国憲法 (1)憲法前文と 9条 -前文の趣旨 9条の平和主義の 3つの
の平和主義 内容を確認し戦争」の意味をおさ
c1時間) える。

(2) 9条の解釈と国際情勢の変化 -冷戦の始まりと冷戦後という枠組みで
整理する。

2.近現代日本 (1) 0戦争を考える枠組みの設定 -戦争を追究するいろいろな視点，戦争
の諸戦争(1) という行為の意思決定を左右する 2つ
(1時間) の要素(現実主義と理想主義)を確認。

(2)新興弱小国の苦しみ -①~⑥は，加藤陽子の研究成果に依拠
①日清戦争，②日露戦争 して授業を構成する

3. 近現代日本 (1)後発帝国主義国の悩み -新興弱小国→後発帝国主義国→アジアl
の諸戦争(2) ③第一次世界大戦，④満州事変 の超大国への発展と，現実主義から理
c1時間) (2)アジアの超大国への決断 想主義への転換に留意する。

⑤日中戦争，⑥太平洋戦争
現実主義と理想主義の枠組みで整理。 l(3)まとめ
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各教科で取り組む単元開発

教科名:公民科・倫理 実施学年 6年 全 3時間

単元名

(題材名)I 生命倫理 一臓器移植問題を中心に一

概 要 |①臓器移植が抱える矛盾や問題点を理解する。

②臓器移植の類型と，それぞれにおける要点・問題点を理解する。

③改正臓器移植法の内容と，この法が改正された背景を理解する。

④脳死問題とリビング・ウィルについて考察・理解する。

⑤臓器移植と切り離せない， QOL (生命の質)と SOL(生命の尊厳)の概念を，先

哲の思想を手がかりにして理解を深め，両者の間にあるディレンマを理解する。

⑥先哲の思想を手かがりにして，臓器移植の問題を分析・考察する。

⑦「第3の移植」ともいわれる，修復腎移植(レストア腎移植)の事例を中心に，

移植に関わる諸問題を考察し，理解する。

③臓器移植に関する意志決定をシミュレートさせ，それをさらに批判的に検討する。

ねらい | 医療技術のめざましい進展とともに，患者には様々な選択肢が突きつけられる状

況が生まれつつある。治療法それぞれに長所と短所があり，どれを選ぶかは，自分

がどのように生きたいかということと切り離せない。そこで，数ある選択肢の中か

ら何を選ぶべきかという是非論ではなく r自分なら何を選択するかJということ
を考えさえたい。さらに，自分の選択・意志決定がその後の自分に及ぼす影響，さ

らには周囲に与える影響を的確に想像し，その選択・意志決定でよいのかを改めて

考察することで，クリテイカルシンキングを深めさせる。

また臓器移植は理想的な医療かj といった疑問・問し、かけをできるかぎり行

い，具体的な事例を適宜示すことを通じて，自分および周囲の将来を想像させなが

ら主体的に考察を深めさせることで，クリテイカルシンキング育成を目指す。

題材設定IiPS細胞の研究が進み，オーダーメイド医療が実現しつつある今，自らがどのよ
の理由 |うに生き，治療を受けていくかについてのリビング・ウィルは極めて重要になって

きている。科学的，あるいはクリテイカルに思考する際には，事例を通じて学ぶこ

とが求められる。そこで，様々な方面からの研究成果を入手しやすく，データが比

較的豊富な時事問題である臓器移植をとりあげることが，クリテイカルシンキング

育成にかなう題材として適している。

特に，修復腎移植という事例は，臓器移植だけではなくその他の治療方法も意識

しやすくなるため，単元のねらいにある r様々な選択肢が突きつけられる状況」
での意志決定を考えるものとして適している。

新学習指IQOLおよび SOL，あるいは医療技術の進展と我々との関わりを，他者と共生する
導要領と|生き方に関する課題として考察させるものとなっており，倫理的課題を自己の課題

の関係 !とつなげ，クリテイカルシンキングを通じて追究させるかたちになっているので，

この点では学習指導要領の枠内となっている。

主体的な意志決定を具体的事例から考えるためには，テーマを絞る必要があると

考えているが，生命倫理に関して言えば，クローン技術や尊厳死の問題なども含め

て大局的に現代の倫理的問題を捉えるよう求められており，この点では学習指導要

領の枠外となる部分がある。また，先哲の思想、と現代の倫理観・法との関連性など

も扱うため，高度な事項・事柄に踏み込む部分がある。
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単元計画(実施時間:全3時間)

題目(配当時間)I 学習内容 | 指導上の留意点
1.臓器移植と|・臓器移植が抱える 2つの基本的矛卜「臓器移植は理想的な医療か」という

臓器移植法の実|盾，すなわち「免疫の壁」と「ドナ|問いかけを行い，臓器移植が抱える根本

態と問題点 |ーの相対性」を理解する。 I問題を考えさせる。
(1時間)

-臓器移植の類型とそれぞれが抱え|・事例ごとに問題となる点が異なること

る要点・問題点を理解する。 Iを分析できるようにする。

-移植手術のための海外渡航原則禁|・世界的な動きと国内の動向との関連性

止という背景をふまえ，改正臓器移|を意識させる。

植法の内容を理解する。

-脳死に関連する問題を考察・理解|・死の定義は一様でないことリピン

する。 Iグ・ウィル」との関係などを考察させる。
2.先哲の思想、|・ QOL(生命の質)および SOL(生卜先哲の思想を参考にしながら，生徒自

・人間観を用い|命の尊厳)という概念を，先哲の思|身の持つ生命観をより明確な形で自覚

た分析・思考 |想を手がかりにして考察し，両者の|し，それを用いて考察できるようにする。

( 1時間) 間にあるディレンマを理解する。

-功利主義やカントなど，現代の倫卜感情論，感覚論にならないよう，条件

理観の基礎となっている先哲の思想|設定の下で論理的思考ができるように留

を振り返り，臓器移植の問題と照ら|意する。

し合わせて考察する。

3.修復腎移植卜「第3の移植」と称される修復腎|・人工透析との比較など，移植以外の治

と患者の意志決|移植の事例を，前時までに行った考|療法なども提示しつつ，考察させる。

定 |察および獲得した知識を用いて分析

( 1時間する。

-医療技術の進展によって，治療法|・新しい治療法が存在しなかった頃との

の選択肢が格段に増え，インフォー|比較を通じて，自ら意志決定しなければ

ムド・コンセントや意志決定がより|ならないような状況が生まれつつあるこ

重要になってきていることを理解す|との自覚を深めさせる。

る。

-自分ならどのような意志決定を行|・自らの判断を，他の可能性から批判的

うかを考え，自分の意志決定に付随|に捉えなおし，意志決定の多様性と難し

する問題を，他の可能性をふまえて|さを意識させる。

考察する。
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各教科で取り組む単元開発

教科名:数学 実施学年 :3年 全 5時間

単元名

(題材名)I縮図の利用 ~校内の施設の高さを測ろう~

概 要 | 相似の定義を利用して 2地点聞の距離や建物の高さを，縮図を用いて間接的に
求める方法を理解する。課題として，自分達が生活している学校の施設の高さを調

べる。その際，求めるために必要なデータについては自分達で収集し，計算を行う。

求めた結果について，その妥当性を検証し，問題点・改善点などを含め発表する。

ねらい 1<育みたいクリテイカルシンキング>
1.数学的に導いた結論の妥当性を検証することができる能力

2. 自らが行った数学的活動を反省し，その問題点等を改善しようとする態度
3.数学的根拠をもって，得られた成果を発表する能力

題材設定| 中学校3年「縮図の利用」は，直接測ることが困難な物の高さや距離をこれまで

の理由 |に学習した相似な図形の性質を利用して求めることを学習する単元である。この単

元は， 日常生活で数学を利用することが実感できる場面であり，生徒が主体的に活

動することが期待できる。

例えば，校舎の高さを求める際に，測定者から校舎までの水平距離と仰角という

情報が与えられたとき，実際の校舎の高さは直角三角形の縮図をかくことで求める

ことができる。しかし，教材において，そのようなデータ(水平距離・仰角)が予

め与えられてしまっては，生徒はそのデータを利用した計算だけに意識が向いてし

まうだろう。一方，データを生徒自らで実際に収集させた場合，誤差など様々な問

題点が表れる。そしてその問題点を生徒に議論させる。「自分たちで得られた数学

的結論は果たして正しいのかどうかJrなぜ，このような結果が出たのだろう j こ
ういったことを検証する段階で生徒のクリテイカルシンキングが育成されると期待

している。

新学習指| 新学習指導要領解説では，第2章第3節 第3学年「相似な図形の性質の活用」

導要領と|の中で r測定が可能な距離や角を作業によって求め，それをもとにして縮図を作
の関係 |成し，必要な高さや距離を求めるというような学習も取り扱うことができるJと述

べているように，本題材で行う活動そのものは学習指導要領内の数学的活動である

といえる。また，誤差や近似値についても，今回の新学習指導要領 第 1学年 D 

資料の活用 において，新しく追加して学習することになった。このことで，高さ

を求めるために必要なデータ収集や計算して得られた結果の妥当性について検証す

る際に生じる誤差や近似値計算の問題についても枠内であるといえることになる。

ただし，先に述べた新学習指導要領解説では必要な高さや距離を求めるJこと

ができることが，単元の一つの目標としてあげられると考えられるが，本題材では，

さらに出された結果の妥当性について検証することについても重きを置いている。

本題材は数学的活動の成果を共有することで生徒のクリテイカルシンキングが育成

される一つの実践例として提案としたい。
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題目(配当時間)

縮図の利用①

( 1時間)

単元計画(実施時間:全5時間)

学習内容 | 指導上の留意点
O 東福山駅から学校までの距離を卜縮図を用いて間接的に求める際，三角

地図を利用し比を用いて求める

O'障害物をはさんだ2地点間の距

離を相似を利用して求める。

形の相似条件を意識させて扱う。

-次時において，測量をする際に必要な

データを各自で検討するが，その際スム

ーズに考えることができるよう本時で学

んだ知識を定着させる。

縮図の利用② 10 グループ毎に校内のどの施設1.4人ないし5人1組のグループ分けを
(1時間 1 (自然物)の高さを調べるか決定す|行い，グ、ループリーダー，記録者，測定

る。 1者など役割分担を決める。

縮図の利用③

(1時間)

縮図の利用④

(1時間)

縮図の利用⑤

(1時間)

O 決定した施設(自然物)の高さ

を調べるためには何を測量すればよい調べる施設(自然物)については 1

し、かを検討する。 1つは各グループ共通のものとして，校内

O 測量に必要な角度測定器具の作|の木(メタセコイア)，もう 1つは自由

成など次時の準備 |に選択してよい。

O 校内での測量

O レポート作成①

-校内でデータを収集し，それをも

とに縮図を利用し，高さを求める。

O レポート作成②

-グループρごとに役割分担を行い，効率

よく作業を進める。

-レポート作成においては計算の羅列で

はなく，何をしているかが分かるように

記述させる。

-自分の出した結果をグループ内の他の

O グループロ討議 |人の結果と比べ，相違点がある場合，な

.個々に出した結果をもとにグルー|ぜそのような結果になったかを検討す

プで議論する。 Iる。また，目測での高さと計算結果が大
きく異なる場合，なぜそのようになった

かを議論する。

O グループ発表 |・結論についてその妥当性を検証した結

・グルーフ。ごとに計算結果及び問題|果の問題点，改善点をまとめ，グループ。

点・改善点を発表する。 1ごとに発表する。

O 発表後，感想、を書かせる。
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各教科で取り組む単元開発

教科名:数学 実施学年 5年 全 3時間

単元名

(題材名)I図形と方程式 (取り尽くしの方法による面積の近似)

概 要 | 放物線と直線によって固まれた領域の面積の近似値を調べさせる。領域を三角形
で、覆っていくことによって課題を解決する活動の中で， うまく計算を進めるための

三角形の定め方，各々の三角形の面積の求め方など，どのように工夫して考察して

いけば良し、かをグループで議論させる。

巧く三角形を定め，それぞれの三角形の面積を求めていくと等比数列があらわれ

るが，実際に等比数列であることを確認するのは容易ではない。三角形の面積が何

に依存しているのかに気づかせることで，論理的な検討につなげていく。

ねらい 1<育みたいクリテイカルシンキング>
1.予想した性質が正しいかを論理的に吟味しようとする態度

2.試行錯誤の中でより効率的な問題解決方法を模索しようとする態度
3.知識を横断的に応用する姿勢

4.考察内容を論理的に他者へ伝える能力

題材設定| 放物線と直線によって固まれた部分の面積は生徒にとって未知のものであり，興

の理由 |味深い題材である。一見，この題材は数学11 r図形と方程式」で学習する三角形の
求積法を繰り返し適用するというルーチンワークを行なうだけのものに見えるが，

実際に活動を始めてみると様々な工夫の余地があることに気づく。例えば，各々の

三角形の求積においても，どの辺を底辺とみなすかによって計算量は大きく変わる

ため，場合に応じて考察をしていくことが重要になる。また，巧く三角形を定めれ

ば，最終的には等比数列の和の議論によって，いくらでも正確な近似値を求めるこ

とができる。

この題材がもっ内容的な深みは，生徒同士で気づきを共有させることで，問題解

決方法の修正を行なう活動につながっていく。さらに，この活動は生徒の建設的な

思考力の育成につながるものである。

新学習指| 各々の三角形の面積を求める際に用いる方法については，数学11r図形と方程式J
導要領と|で既習のものであり，特に，三角形の一辺が座標軸と平行となる場合については中

の関係 |学校で学習した内容のみで処理することができる。また，等比数列を用いた議論を

行なう際には，数学B r数列Jに関する基礎的な知識が必要であり，最終的には数
学III r極~.&J における数列の極限について言及することになる。当然，本題材は「積
分」に関連していくものである。このように，一部，数学園の内容を簡単に扱うこ

とを除けば，扱う数学的内容は学習指導要領の枠内のものである。しかし，既習の

知識を科目を超えて横断的に適用していくという点については発展的であると言え
る。

また，本題材は新学習指導要領に目標として明示されている「数学的活動を通し

て，数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深めることJr事象
を数学的に考察し表現する能力を高めることJr数学的論拠に基づいて判断する態
度を育てること」に対する実践となっている。そのため，本題材は新学習指導要領

の目標・内容に則した形でクリテイカルシンキングの育成を図る教材の一つの形で
あると言える。
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単元計画(実施時間:全3時間)
題目(配当時間)I 学習内容 | 指導上の留意点
取り尽くしの実|く〉課題(取り尽くしの方法を用いた卜座標平面における三角形の面積の求め

践(1時間 放物線と直線により固まれた領域| 方については既習である。

の面積の近似)を提示し，グルー|・三角形の定め方についてはグループ9で

プで課題に取り組ませる。 I検討させる。
0いくつかグループを指定し，求め卜計算を行なう上で工夫した点に重点を
た近似値，その際に用いた方法に| おいた発表を行なわせる。

ついて発表させる。

く〉より宜確な近似値を求めるために

は，どうすれば良いかを問い，た

くさんの三角形で覆えば良いこと

を確認する。また，そのためには

多くの計算を行なう必要があるこ

とを確認する。
く〉他グループ9の発表を参考に，グル

ープ内で効率よく問題を解決する

ためにはどうすれば良し、かを検討

させ，再度，問題解決に向けての

活動を行なわせる。

取り尽くしと等|く〉前時の検討をもとに，考察する区|・効率よく考察するにはどのように三角

比数列(1時間)I 間と面積の関係に着目させ，改め| 形を定めれば良いかを考えさせる。
てグ、ループロで、課題に取り組ませ

る。
。ワークシートに区間と面積をまと

めさせることで，区間と面積の関

係，及び等比数列があらわれるこ

とに気づかせ，それらの真偽及び

証明方法，等比数列であることが

確認できたときに，どのように近

似値を求めるのかを検討させる。

近似値を求める|く〉前時までの検討をもとに，あらわ

(1時間 れた数列が等比数列であることの

証明をグループで考えさせる。ま

た，その事実を用いて近似値を求

めさせる。
Oグ、ルーフ。で、考えた証明及び近似値
について発表をさせ，確認できた

事実をまとめる。その際，文字を

用いた形で近似値を表現する。

o近似値にあらわれる文字の値を大
きくすることで，いくらでも正確

な近似値を求めることができるこ

とを確認する。

-76 -

-活動の中での気づきは発表の機会を設

けるなどして，全体で共有できるよう

にする。

-生徒の状況を見ながら，証明を行なう

ためのアイデアを提示する。

-簡単に極限の話にもふれる。



各教科で取り組む単元開発

教科名:理科 実施学年 :3年 全 5時間

単フE名

(題材名)力学的エネルギーの測定
(データの検討)測定データは信頼できるか?

概要 力学的エネルギーの測定は，方法次第で測定結果のばらつきが大きい。ぱらつきが
起こる原因や誤差を最小限におさえるための測定方法の工夫などを通して，理科で
扱うデータの信頼性について考えさせる展開とする。

ねらい プ、ータの質を検討する姿勢
データがどの範囲で信頼できるか検討し判断する能力

題材設定 本単元で、は， (I)位置エネルギーと物体の高さの関係， (II)運動エネルギーと物

の理由 体の速さの関係を実験をもとに分析・考察の過程を通して規則性を導く。実験結果

をもとに描かれるグラフは， (I)は比例関数， (II)は2次関数と異なった形のもの

となる。特に(II)の曲線のグラフは既習内容ではあまり扱ったことがなく，生徒に

とってもとまどいを感じるのではなし、かと考える。初めてみるデータ分布を，生徒

は科学的，客観的に適正にデータを扱って処理することができるか，データやグラ

フをもとに根拠や裏付けのある考察や結論を導くことができるか，いままで扱った

ことのない実験結果にある題材を用いることで，データの扱いや分析・処理する過

程を学ぶのに適しているのではなし、かと考えて設定した。
新学習指 題材は新学習指導要領の枠内
導要領と
の関係

単元計画(実施時間:全5時間)

題目(配当時間)I 学習内容 | 指導上の留意点
1時間目 |重力による位置エネルギー①

【実験】仕事測定器を用いて，位|定量実験として正確に計測させる。

置エネルギーと物体の高さの関係

を調べる。

2時間目 |重力による位置エネルギー②

実験結果をもとに，グラフの描き|各班の実験結果をもとに，データの個数

方，データの扱い方・読み取り方|や取り方，グラフの描き方を科学的手法

を学ぶ。 Iとして適切かどうか判断させる。
3時間目 |運動エネノレギー① ー

【実験】仕事測定器を用いて，運|測定方法や測定範囲など考えさせて，デ

動エネルギーと物体の速さの関係|ータを正確に扱わせる。

を調べる。

4時間目 |運動エネルギー②

5時間目

実験結果をもとに，データの扱い|グラフの原点や切片が何を表しているの

方・読み取り方を学ぶ。 Iか，数学的意味と現象をつなげて考えさ
せるように努める。

運動エネルギー③

質量との関係にふれ，運動エネル|事例などを提示して，イメージ化させて

ギーが (112)x質量×速さ×速さ|認識させるように努める。
で表せることを認識させる。
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各教科で取り組む単元開発

教科名:保健体育 実施学年 2年 全 10時間

単元名

(題材名)I陸上競技(持久走 2000m走)

概 要 2000m走の400mごとのラップタイムをとり，それを元にベース曲線を作

成して，ベース配分と記録との関係を考え，次の時間のベースを設定する。そして，

次の時間に再び2000mのベース曲線を作成する。これを毎時間繰り返し，自己

の能力に応じたペース設定を行い，安定したベースで走れるようになる。

その際前日の睡眠時間，食事などの生活などが，パフォーマンスに与える影響な

ども考えさせる。

ねらい 10ベース曲線と脈拍や，呼吸の様子，苦しさなどのランニング時の体の変化と，気
象条件や自分の睡眠時間や食事などの生活状況との関係性等を多面的に分析し，

自己の能力やその日の状態に応じたベースを設定し， 2000mを安定したベー

スで走ることができる力を育てる。

0合理的なフォームとは何かということを考えて工夫を重ねる。また，自分の体力

を十分に発揮したり体力の向上に合わせた目標設定を行うことができるなど，ベ

ースをコントロールしながら走ることが出来る能力や態度を養う。

0お互いの記録を測定したり，励ましたりしながら協力・工夫して学習しようとす
る能力や態度を育て，授業で学んだことを現在や将来の生活に生かすことができ

る実践力を養う。

題材設定| 長い距離を自己の能力を最大限に発揮して走るためには，単にがむしゃらに走る

の理由 |のではなく，自己の力に応じた一定のベースで走ることが必要である。

あらかじめ設定したベースで2000mを走り，その400mごとのベース曲線

と走った直後の脈拍数をもとに，走りを振り返り，次の時間のペース設定をする。

また，その際には体調なども考えさせる。これを毎時間繰り返すことによって，一

定のベースで走ることの意味を理解させ，自己の力を合理的に発揮できるベース設

定と安定したベースで走る力を育てることができる。また，そうしたペース，脈拍

数といったデータと体調を元に運動する力を育てることは，今日のジョギングブー

ムといわれる中で，生涯にわたって健康を維持しながら運動を楽しむために大切な

力となると考える。

新学習指1 i陸上競技j の「長距離走」の内容や目的を踏まえた取り組みであり，タイムやべ

導要領と|ースを考えながら一定の長い距離を走り通すということは，新学習指導要領の枠内

の関係 |である。しかし，友人と協力しながら，毎時間， 40 Om毎のペースの変化をグラ

フにして，ベースと目標タイムの関係を，生活や気象条件・走りの感覚等の多面的

な視点から捉えなおさせること。また，それらのデーターの分析に基づいて，毎時

間の学習目標や課題を設定したり，さらに長い距離への「チャレンジ走Jを組み立

てさせる等の応用力を発揮させるようにする点は，学習指導要領の目指すところ以

上の視点である。
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単元計画(実施時間:全10時間)

題目(配当時間) 学習内容 | 指導上の留意点

1.オリエンテ10学習のねらい 10他人との競争ではなく，自己の力を最

ーション 10授業の進め方と学習ノートの記入| 大限に発揮できることがねらいである

(1時間) 1 の仕方 | ことをしっかりと理解させる。

2. 2000ml02000mのジョギング 10話のできるベースで

走 10ベース曲線と自分の走った時の苦10各自が自分の体力に応じた目標設定が

(7時間) 1 しさや走った直後の脈拍数などか| できるよう助言する。

ら，走りを振り返り，次のペース10睡眠時間などの生活面や体調などの健

設定とベース配分を考える。 1 康管理の面からも考えさせる。

0体調や睡眠時間・食事・排便など10走りそのものについて考えさせるだけ

の自己の要因や，気象条件などと| ではなく，複合的な視点から自分の走

の関連性を考えてベースが設定で| りを立体的に考えるように指導する。

きるようになる。 10走っているときにペースの変動の情報

O記録の向上を目指しながら，設定| を送るようにする。

したペースで安定して走れるよう 10フォームについても助言する。

になる。

3. 3000ml02000mペース走の各種のデー10初めての3000m走にたいして，無

チャレンジ走| ターから， 3000mチャレンジ| 理なくベース設定ができるように助言

( 1時間) I 走のペースを設定する。 1 する。

O設定したペースで走る。

4.学習のまと 10記録の変化から学習への取り組み10まとめのプリントに記入させながら授

め | を振り返る。 1 業の取り組みを多面的に振り返らせ

(1時間) 10ベース曲線の変化から，ベース設| る。

定やベース配分について振り返

る。

0持久走の授業を通して自分の中に

何が形成されたのかを考え，将来

への行動力の礎とする。
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各教科で取り組む単元開発

教科名:美術 実施学年 :3年 全 8時間

単元名

(題材名)I遠近法の世界 ~透視図法を学ぶ~

概 要 | 絵画における空間表現技法である遠近法の中の透視図法を中心として，空間のと

らえ方や表現方法を学ぶ。遠近法は目に見える世界 (3次元)をキャンパス (2次

元)に置き換える手法である。ルネサンスの自然の事象を科学的合理性のもとに探

求するという精神から生まれた考え方であった。以来，西洋においては写実主義の

空間表現を支配する概念となったが，これはこの時代の手法であり， 20世紀の現

代美術いわゆる抽象表現になると，この空間表現とは異なり，個々の作家の自由な

手法に委ねられる。この課題では，まず，伝統的な遠近法を習得させ，そこから独

自の空間世界を構築させる能力を養うことをテーマとしている。

ねらい | 絵画における空間表現技法である遠近法の中の透視図法を中心として，空間のと

らえ方や表現方法を学ぶ。遠近法は目に見える世界 (3次元)をキャンパス (2次

元)に置き換える手法である。ルネサンスの自然の事象を科学的合理性のもとに探

求するとしづ精神から生まれた考え方であった。以来，西洋においては写実主義の

空間表現を支配する概念となったが，これはこの時代の手法であり， 20世紀の現

代美術いわゆる抽象表現になると，この空間表現とは異なり，個々の作家の自由な

手法に委ねられる。この課題では，まず，伝統的な遠近法を習得させ，そこから独

自の空間世界を構築させる能力を養うことをテーマとしている。

題材設定| 古典絵画の基本となる遠近法の手法を理解することで，美術作品を分析的，論理

の理由 |的に鑑賞する能力を育てて，古典美術への興味関心を持たせることと，自らが立体

を想像し，絵画における空間表現能力を養うためである。

新学習指| 本単元では，独創的・総合的な見方や考え方を培い，豊かに発想し構想する能力

導要領と|や自分の表現方法を創意工夫し創造的に表現する能力を伸ばす。ことを目的として

の関係 |いるが，そこから，絵画作品の表現を分析したり，作品を批評しあったりすること

で，クリテイカルシンキング(批判的思考力)を養う。
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単元計画(実施時間:全8時間)

題目(配当時間)1 学習内容 | 指導上の留意点

遠近法とは 10遠近法とは何か。 10ノレネサンス期に発明された透視図法の
( 1時間 10遠近法の種類・透視図法・空気遠|原理を理解させる。

近法・色彩遠近法・傭轍図法など。 10代表的な作家の作品を取り上げ，実際
Oレオナノレド=ダ=ヴインチやラフ|に描かれた立体を遠近法の観点、から分析

アエロ(1点透視図法・空気遠近|する。

法)，モネなど印象派(色彩遠近法)， 

雪舟など東洋の絵画(傭轍図法)

1点透視図法の10ワークシートに自分で想像した空10消失点が意識された線になっているか
演習(1時間) 1聞を描画する。 1確認させる。

Oブロックを凹凸や曲面に加工しな10形態の組み合わせや変形加工は，自分
がら構成する。 1なりの自由なアイデアで工夫させる。

2点透視図法10ノレネサンス期以降の古典絵画に用101点透視図法との違いを把握させる
の演習(2時間)1いられた技法。 10絵画において，主に1点と 2点透視図

02つの消失点を使って作図する。|法が用いられている。

3点透視図法の10近代になり，航空機などで上空か10カメラが一般化し，写真での空間表現
演習 (2時間) 1ら見下ろすことが可能になり，視点|が現代人の遠近法の認識になっており，

の角度が多様化したため生まれた技|レンズの視点では， 3点透視以上である。

法。

03つの消失点を使って作図する。

空気遠近法の概10透視図法の線による表現に加え， 10自分が構想し，遠近法を使って表現し
要と作品制作|色の濃淡による空気遠近法をあわせ|た3次元空間を的確に相手に伝わるよう

(2時間ることで，さらに，自然な空間表現|に，表現の工夫をする。

を可能にする。
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各教科で取り組む単元開発

教科名:技術 実施学年 2年 全25時間

単元名

(題材名)Iレスキューロボットの製作

概 要 |新学習指導要領で，技術・家庭科の技術分野は rA材料と加工に関する技術JrB 
エネルギ一変換に関する技術JrC生物育成に関する技術JID情報に関する技術」
の4領域が必修となった。特に技術科では IA材料と加工に関する技術JIBエネ

ルギ一変換に関する技術JID情報に関する技術」の3領域に関連のある，レスキュ

ーロボットの製作を取り上げ，構想設計や製作で発見した問題を自ら解決できる問

題解決能力の育成， 目的や条件に応じて創意工夫しながらものづくりを行うことが

できる教材開発やそのための学習方法を研究課題とした。

ねらい |・目的や条件に応じて，製作品に必要な機構や材料，加工法から適したものを選択

することができる0

・構想設計や製作の段階で問題を発見し，それらの問題を多面的に捉え，解決する

ことができる。

・「人への優しさJや「人の生活とのかかわり j に視点を向け，創意工夫をしなが

ら構想設計や製作が行うことで創造性を養うことができる。

題材設定|ものづくりでは I知るJI創るJI深める」という過程を経ることで，常に「なぜ」
の理由 |という気持ちを持ち，その問題を検証しながら学習を進めることができる。そのた

め，学習の実感がひときわ大きく，生徒は好奇心を持ち続け，創造力豊かな生徒を

育むことができると考える。特にものづくりにおける構想設計・製作の段階におい

ては，前述した学習過程を踏むことができ，問題解決能力の育成や工夫・創造する

といったいわゆる「生きる力」の育成を図ることができる。しかし，新学習指導要

領により 4つの領域が必修化され，限られた授業時間数で全ての領域を履修しよう

とすると，キット教材によるものづくりが中心となり，ますます工夫や創造すると

いった機会が少なくなってくると考えられる。

本題材は，新学習指導要領で定められた4つの領域のうち IA材料と加工に関す

る技術J，IBエネルギー変換に関する技術」及び IC情報に関する技術」を履修で

きる題材であること，構想設計・製作において目的や条件に応じてロボットに必要

な機能と構造から適したものを選択し，発見した問題に対しては試行錯誤をしなが

ら問題解決を行っていけること，さらに人への優しさJや「人の生活とのかか

わり」に視点を向け，創意工夫をしながらものづくりを行うことで創造性を養うこ

とができると考える。以上の理由からレスキューロボットの製作を題材とした。

新学習指10新学習指導要領に準ずる内容
導要領と|・ロボット技術と人の生活とのかかわり。

の関係 |・製作品に必要な機能と構造の選択・設計。

・エネルギーの変換方法や力の伝達の仕組み。

-情報の信憲性や引用の際の注意点，メディアの特徴と利用方法。

O新学習指導要領の枠外の内容
・製作過程における問題とその解決方法。

・人への優しさや命の大切さ，人の生活とのかかわりを考慮した，構想設計・製作。
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単元計画(実施時間:全25時間)
学習内容 | 指導上の留意点

・地震・レスキューロボットについ|・情報の信濃性や引用の際の注意点(著

て調べる。(問題の調査 作権，肖像権)について考えさせる。

・調べたことをまとめる。 トまずは個人で調べさせ，その後グルー

・被災者を助ける方法を考える。 Iプ内で発表し，情報を共有させる
(問題解決の方法・役割分担，競技時間，フィールドの規

・競技ルールをつくる。 I格，ロボットに課せられる制約を知ら
せる 0

・対戦相手との相対的な勝敗を重視して

』 一一ー一一一一一-ー--ど主ど三とを却ーら立五色ー
構想設計 トダミー人形を救助する。(道徳的)I・ダミー人形を観察し，どのような特徴
( 6時間) 卜構想を考える。(技術的 があるのか考えさせる。

・移動部を考える。 I・どのような助けられ方をすれば，負担
・機能部を考える。 Iが少ないか考えさせる。

・構想図を描く。 卜再利用しやすい設計についても考えさ

・設計などの内容を整理し，コンピ| せる。

ュータでまとめる。 I・移動方法の特徴を実際に体験させ，理
・機構や加工を知る。 I由を考えさせた上で選択させる。
・ギヤ比 |・人の動きから考えさせ，単純な動きで

・モータ | 難しさを体験させる。その上で，必要

・エネルギー変換 | な動作を考えさせる。

-斜方眼紙を使用して構想図を描かせる

・これまでの内容をまとめることで，チ

ーム内コンセンサスを図らせる。

・危険を予知する。 I・コントローラの製作やモータ取り付け
・ロボットを作る。 Iの際の留意点や工具の安全な使用方法
・移動部の製作 | について考えさせる。
・機能部の製作 |・製作中に発生した問題とその解決方法

・コントローラの製作 | を記録させる。

L:用足とfと (J)解決友法を芳え~Q.ーーー』
プレゼンテーシト自分たちのアイディアを伝えるた卜情報伝達の手段や方法によって伝わり

ョン | めに，プレゼンテーションの手段| 方が異なることを理解させる。
(4時間 や表現の方法について考える。 I・著作権について教え，確認させる。(赤

・パワーポイントを使用して，プレ| 十字，キャタピラ， PIC，漫画，キャ

L__itxzごど3/皇宅民生ムーー___1-_ _7 ~~L長楽な.ど)ーーーー
競技 |・テストランを行い不具合を確認す|・どのような不具合があったか，どのよ

(2時間 る。 Iうに解決したかを記録させる。
・プレゼンテーションを行い工夫し|・プレゼンテーションを評価させる。

た点や自分たちのアイディアを伝自己評価，他者評価)

える。 I・競技を円滑に進行できるように，役割
伽:法j事才_~Çl _i杢歪)ーーーーーーーーーーーー J__~Ji李認主主 9_0__

学習を終わってい学習した事柄について，反省や自卜どのような問題が起こったか，起きた

(1時間 分のチーム，他のチームの評価な| 問題をどのように解決したかをまとめ

どを考え学習のまとめをする。 Iさせる0
・プレゼンテーション，ロボット，考え

方，技術など様々な視点から評価を行

わせる。

間一
土
寸
一
当ヨ一

1
ノ

己
一
間

但
一
時

目
一
入

2

題
一
導
(

製作

(10時間)
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各教科で取り組む単元開発

教科名:家庭 実施学年 :4年 全 13時間

単元名

(題材名)I家族と自分との関わりについて考える

概 要 | 様々な授業場面で以下のようなクリテイカルシンキングを意図的に授業の中に取

り入れることで，自分なりの家族観や人生観を創造させ，現在及び将来の生活にと

って必要な知識や技術を合理的に身に着けさせてし、く。そうすることで，家族や生

活に対する考え方をより質の高いものとし，学習した内容を，生活で実践していこ

うとする意欲を高められる。

①様々な視点からの幅広い考え方

②自分の生活に適した新しいものを生み出していく創造的な考え方

③自分を取り巻く情報の中から何を信じ，自分の生活にどう活用すべきかの判断の

ための根拠となるものに基づく，偏りのないバランスのとれた考え方

④先入観を排し，より良い生活を求める合理的な考え方

ねらい 10多様な家族構成や世界の家族にも目を向け，家族のあり方について様々な視点、か

ら考えることができる。

0現状の生活を当たり前，最良，改善しょうがないなどと受け止めるのではなく，

学んだ知識や技術を基にして自分の生活を分析し課題を見つけ，解決のためにそれ

らを応用工夫しながら使うことができる。

0社会の変化に左右されず，自分や家族の生き方を見失わないような主体的な生活

をするための土台作りができる。

0授業全体を通して，心豊かな生き方とはどのような生き方なのかを考え，生涯を

見通した自己の生活を創造することができる。

題材設定| 現代社会は情報が氾濫しており，私たちは様々なメディアを通して，生活に関す

の理由 |る多くの情報に日々さらされている。また私たちにとって一番身近で大切な存在で

ある家族の生活についても多様な考え方がみられるなどともすれば，多くの情報に

翻弄されて自分の生き方を見失ってしまう時代である。そのような中で自立を目指

す高校生にとって，心豊かな生き方に必要な条件を考察するなど自らの生き方を主

体的に考える態度や様々な情報の中から自分にとって必要なものを取捨選択する力，

また問題を解決するための知識や技能を身に着けておくことは大切なことである。

しかし，生徒たちの日常生活は受身的に過ぎていき，自分たちの家族や生活の在り

方について振り返ってみるという機会はほとんどない。このような状況の高校生に
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対して，学習過程の中にクリテイカルシンキングを有効に活用することを通して，

生徒一人ひとりがどのような社会人に成長していくのか，どのような家庭を築いて

いくのかを考え，創造させていきたい。

新学習指10牛拝発達の視点で青年期の課題を理解させ，男女が協力して，家族の一員として

導要領と|の役割を果たし家庭を築くことの重要性について考えさせるとともに，家庭や地域

の関係 |の生活を創造するために自己の煮思決常に某づ矢，責任を持って行動することが重

要であることを認識させる。

O自立した生活を営むために必要な衣食住，消費生活や生活における経済の計画に

関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，環境lニ配慮したライフスタイルに

ついて考えさせるとともに，字体的に牛活や設計することができるようになる。

0消費生活の現状と課題や消費者の権利と責任について理解させ，適切な意思決定

に基づいて行動できるようにするとともに，牛拝者〉見涌した牛活における経済の管

理や計画について考えることができるようにする。

0生拝者〉見涌した自己の生活について考えさせるとともに ギ体的に生活房設計で

之ゑようにする。

とあるように，生涯を見通すということと主体的にということが強調されている。

その点を達成させるために，クリテイカルシンキングを活用していきたい。

単元計画(実施時間:全13時間)

題目(配当時間) 学習内容 | 指導上の留意点

1.現代の家族10ビデオの視聴を通して，世界の家族|クリテイカルシンキング①
(3時間の様子を理解する。 1・多様な家族構成や世界の家族にも

O 現代の家族の特徴や形態を表すこ|目を向け，家族のあり方について様

とばをあげ，そこから現代の家族が抱|々な 視点から考えることができる

えている問題点を明らかにする。 1ようにする。

O家族の関係に関する内容の資料を読|・自分たちの世代は，家族のあり方

んで，家族の必要性や家族の粋の大切|を考え直さなくてはいけない時代に

さについて考える。 1直面していることに気づかせる。

0家族が家族であるために必要なこと|クリテイカルシンキング①②③

は何かを話し合うことを通して，様々|・学習したことを基にして，現在ゃ

な考え方があることに気づくととも|将来の自分の家族のことを想定しな

に，家族との紳を深めるために自分に|がら，自分なりの考えを持たせる。

で、きることはイ可カ冶をまとめる。

2. 自分と家族10統計資料から，現代人の生活時間の|クリテイカルシンキング、①
の生活時間 |特徴を年代別にまとめる。 1・色々な世代の平均的生活時間を検
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(2時間) O自分と家事労働を主に担当している|討することで，人生に対する考え方

家族の生活時間を記入することで，生|なども生活時間に影響することに気

活時間のアンバランスが生じているこ|づかせる。

とに気づく。

0家にいる時間の過ごし方や家族と共|クリテイカルシンキング②④

有する時間についてポイントをおい|・現状をどうにもできないと決めっ

て，自分や家族の生活時間について課|けるのではなく，より良い過ごし方

題や解決方法を考え，理想、の 1日の過|を見つけるように考えさせる。

ごし方をみつけ，実行する。

3.家事労働に10家事労働の種類や特徴及び家事労働|クリテイカルシンキング①④
ついて考える |を担っている人たちの感想からその重|・家事労働に対する既存のイメージ

( 2時間要性や課題に気づく。 1を変えさせる。

O家事労働の分担方法が原因で，多く

の問題を抱えている家族の現状を表し

ている資料を読んで，家族での分担の

必要性を理解する。

0家族で家事を分担することの利点、を

資料を読んで話し合う。 1クリテイカルシンキング②④

0家事労働に現在や将来どのように関|・現状をどうにもできないと決めつ

わっていくのかを考え，何を実行に移|けるのではなく，より良い過ごし方

すのかを決める。 1を見つけるように考えさせる。

4.家族の食生10自分の食生活診断から食べ方，作り|クリテイカルシンキング③
活 |方，料理の組み合わせなどについて現|・情報を主体的に判断するための読

(4時間代の食生活の現状と課題を理解する。 1み取り方を身につけておくことの大

0身の回りに多い食情報の読み取り方|切さに気づかせ，食情報を受け止め

を，その問題点や解決方法の分析など|るときに大切なことは何かを，資料

から話し合う。 1を基にして話し合わせる。

0食卓を通しての家族のコミュニケー

ションの大切さに気づく。

5.心豊かな生10心豊かな生き方をするために大切な|クリテイカルシンキング②
き方 |ことは何かを話し合い，自分の生活設|・学習してきた様々な観点を取り入

( 2時間計を考える。 1れながら生涯を創造させる。
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各教科で取り組む単元開発

教科名:英語 実施学年 3年 全 5時間

単フE名

(題材名)Unit 1 Flower Viewing 

概要 中学生である JennyとHiroが，公共パスの車中で，席を2つ取って座っている男
性を見かける。 Jennyは“He's taking up two seats. Unbelievable!"と憤るが， I 
それに対しHiroは“Yes，but he looks really mean."と応じる。このHiroの返答
における‘もut"は，言葉の表面上の論理にはそぐわないように見える接続詞である
が，この場面では適切である。その理由を生徒に考えさせる。

ねらい (1)日常的な場面において，話し手や書き手の発話の概要・要点や意図を，発話の

状況に照らして理解することができる。(理解の能力)

(2) 日常的な場面において，伝えるべき情報や考えなどを，発話の状況や聞き手・
読み手の状況に合わせて適切に伝えることができる。(表現の能力)

(3) 日常的な場面において，自分の知識・体験や考えに照らして，相手の発話を理

解したり，情報や考えを伝えたりしようとする。(態度)

題材設定 言語を使用する場合，話者の表す意味が全て百語となって表れるわけではない。コ

の理由 ミュニケーションの場の暗黙の了解にもとづいて，一見論理的には矛盾していたり

飛躍があったりするように思われる言語使用がなされることも珍しくはない。その

ような言語使用のあり方について生徒が考える機会を設けることにより，より実際

的な意味で論理的に言語を使用する力を育むことができるのではないかと考えられ

る。

新学習指 論理的な百語使用という目標については，中学校学習指導要領には直接的な記述は

導要領と ないが，高等学校学習指導要領においては，次のように述べられている。

の関係 「英語を通じて…情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を更

に伸ばし，社会生活において活用できるようにする。J(コミュニケーション英語E
目標)

このことを踏まえ，本課で、は中学校学習指導要領の内容を発展的に扱っている。

単元計画 (実施時間:全5時間)

題目(配当時間) ナ且A ヨ臼ヨ 内容 指導上の留意点
1.百語材料の -新出文法事項・語句の導入 -実際のコミュニケーション場面を想定
導入 しやすいように工夫する。

2.内容理解(1) -教科書本文の内容の字義的理解 -生徒が自ら英文を理解できるように支

援する

3.内容理解(2) -教科書本文の内容のより深い理解 -登場人物の発話の意図について考えさ
-教科書本文の拡張練習 せる

4. コミュニケ -タスクによるコミュニケーション -実際のコミュニケーション場面に即し
ーション(1) たタスクを設定する

5. コミュニケ -タスクによるコミュニケーション
ーション(2) -プレゼンテーション
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3年(中学3年)

・地球科学と資源・エネルギー

科学技術と人間 -4%のエネルギー自給率。今，早急に求められることは一

4年(高校1年)

・社会科学入門

景気と経済政策ーなぜ2002年以降景気回復したのか一

。自然科学入門

(力学的スコープ〉自由落下運動

〈粒子的スコープ)物質が溶ける(溶解)とはどのような現象だろうか

(生命的スコープ)進化はどのようにして起こるのだろうか

5年(高校2年)

。現代評論A

グローパル化

・現代評論B

論理的に議論する一議論の論理性を検証する一

・数理情報

(数理編〉人口問題

(情報編)問題解決の流れと手段
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2年環境

<テーマ>砂糖を通して考える

- クリテイカルシンキングを育てる展開

。「食べることの意味Jを考えよう!

く〉なぜ沖縄の長寿社会が危機に陥いり，ビ、ルカバンパの長寿社会が崩壊したのか

・「動物性脂肪・塩・砂糖摂取量の増加」がどのような仕組みで長寿社会を壊す

かということを理解し， w食べること』と健康の関わりの重要性を認識する。

。砂糖とは何か?

。栄養素の働きを理解し，砂糖の仲間(炭水化物)について知ろう 0

orおやつのベスト 3! Jについて調べてみよう。
-砂糖の含有量や表示はどうなっているのだろうか。

。日本での砂糖の生産はどのように行われているのだろうか?

。甘煎(さとうきび)・甜菜(砂糖大根=ビート)からの製造方法と背景を知ろう。

。砂糖に触れてみよう!

く〉実際に販売されている砂糖の種類にはどのようなものがあるのだろうか。

く〉ジュース・果物・野菜に含まれる糖分量(糖度)を調べてみよう。

-新奇の体験や測定を通して糖質についての理解を深める。

。砂糖についての疑問を調べてみよう!

o砂糖について疑問に思うこと，砂糖のプラスの面とマイナスの面を調べてみよう 0
0君にとっての砂糖は，どのような意味を持つのだろうか。

-学習を通して感じたことや，これからの砂糖とのつきあい方について，君の考

えをまとめてみよう。

・レポートを作成することを通して，砂糖と自分との関係性をまとめてみる。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

実物に触れるという新奇の体験や観察・測定等を通して，たとえば「砂糖は三大栄養素

の炭水化物の一つで， w糖質』と呼ばれるものだけでなく，甘くないものや，エネルギー

源にならない仲間もある」などのような砂糖に対する知識の獲得や理解を深める。

その拡大・深化された知見を基に，健康と糖質に関する問題を砂糖について疑問に

思うこと，砂糖のプラスの面とマイナスの面」というテーマでレポートにまとめる。

このような過程を通して，分析的・総合的に考察し探求することが，クリテイカルシン

キングを育てる可能性を大にすると考える。さらに，今後の日常生活の中で，糖質とどの

ように付き合ってゆけばよいのかということを考察し，自分自身の問題として積極的に関

わることができる態度や能力を養うことで，応用性のあるより実践的なクリテイカノレシン

キングが酒養されるものと期待できる。
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3年 地球科学と資源・エネルギー

<テーマ>科学技術と人間

-4%のエネルギー自給率。今，早急に求められることはー

この内容は地球科学と資源・エネルギー A領域Jの第 3章「持続可能な社会に向
けてj で取り扱うものである。
[事前学習 「生活と電気エネルギーJ] 照明器具の発明・開発(エジソンの電球，電力網，蛍光
灯， LED 電灯など)に関連した実験を行い省エネに向けての技術開発を学ぶ。あわせて電灯
の発明により，我々の生活がどのように変化したかなどを考察し，科学技術の発展と人間生活
について考える。

[本時生活と科学技術]

数年前と比較して省エネ機器が普及，さらに省エネ化を図る技術開発が進められ

ているが，現在のエネルギー消費量はどうなっているのだろうか。

資料例 資源エネルギー庁 エネルギー白書2009

第 114・3・2 最終エネルギー消貨と実質GDPの推移
(，m 

露目2-2-2 司~liim'l'lにお付るZネルギー消突の胞移
(1!o7l¥.・1由

"""廻 n.. 

¥ーヲ岬ε"
一¥丸悶z市軸
一手-，獅阿.

-戸---16D4 
.帽

- クリテイカルシンキングを育てる展開

気づき

・産業部門は省エネで頑張っている
・民生，運輸が増加

・民生では動力・照明，冷房が士首力日

ポイント

データの分析から要因の推定

自分たちの生活の見直し

科学の有用性の実感 など

考察

・機器の大型化，多様化などで省エ
ネを上回る消費の増加
・エコポイントなどの政策としても
重点化してエコの推進
-結局は，ライフスタイルの見直し

が重要 など

1315 自Jg，95 
押回

第212・2・3 世帯当たりのエネルギー消費原単位と用
途別エネルギー消費の推移

r
 
u
 

助問a
E
 "
 '
 

M

開・
回地沼地“問。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

ここではクリテイカルシンキングを「科学的な根拠に基づいてものごとを思慮深く，建

設的に思考・判断することができる力」として，科学技術の発展と人間生活をみつめる中

で，現状を分析し課題を発見する展開となっている。

エネルギー問題は，これから持続可能な社会をつくっていく上で重要な課題である。

ここでは，将来に向けての科学や環境技術の開発が必要であることを考えさせるとともに

現状を社会構造の変化に伴うライフスタイルの変容，省エネルギーに向けての政策など，

社会全体を視野に入れた多様な視点で考察し，問題の解決に向けてそれぞれの生活を見直

していくことが重要であることも考えさせる。
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4年社会科学入門

<テーマ> 景気と経済政策

ーなぜ2002年以降景気回復したのかー

-クリテイカルシンキングを育てる展開

①「なぜ不況なのに公共事業を縮小したのかJの部分

1.経済安定のための経済政策を確認する(既習事項の確認)

「不況時の財政政策として，政府は有効需要の創出のために，減税をしたり公共事業

を増やしたりするj

2.既知の知識(理論)では説明できない事例を発見する

12001年当時の政府は，減税は実施しているが，公共事業は削減している」

3. 2001年当時の財政政策を説明する理論を探究する

「不況時には公共事業を増やすはずなのに，なぜ小泉政権は公共事業を減らしたのかJ

「当時の首相は誰かJ1小泉政権はどのような政策を行ったか」

「小泉政権の構造改革はどのような考えのもとに行われたのか」

4.財政政策についての知識(理論)を修正・拡充する

「サプライサイド経済学の考え方では，規制緩和や公共事業の削減，民営化など小さ

な政府をめざす政策によって，企業の競争を促して生産力を高めることで経済成長

を達成しようとするJ

「小泉政権は，サプライサイド経済学の考えに基づいた経済政策を採用したので，公

共事業を削減した」

-期待されるクリテイカルシンキング(解説)

2000年以降の日本経済の事例を取り上げ，当時の経済政策を，既に習得した経済政策に

ついての知識(理論)を用いて説明させる。すると，既習の知識「不況時には，政府は有

効需要の増加のために公共投資を拡大させる」では説明できない事実 (1小泉政権は公共

事業の削減を行ったJ)が判明する。そこで 1なぜ不況なのに公共事業を削減したのか」

という問いを探究することで，知識(理論)を修正・拡充させ，新たに獲得した経済学の

理論を用いて日本経済の事例を説明することができる力，説明できないことに対して問い

続け，より誤りの少ない答えを導き出そうとする態度を育てる。
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4年 自然科学入門(力学的スコープ)

<テーマ>自由落下運動

- クリテイカルシンキングを育てる展開

<課題提示> ものが落下するときの運動について調べよう。

【観察】 紙とおもりでは落下のしかたに違いがあるのか?
アリストテレスの考え:軽いものよりも重いものの方がはやく落下する

<観察の結果>
観察の結果，物体の質量や形状の違いによって落下のしかたが異なった。

l軽いものよりも重いものの方がはやく落下すると結論づけてよいのか?

科学者による批判 ;一{万すじ;日恵三号実古賀ぞ紹子iこじ:γ万γι五王室ぷtお芯;
三 人韮~:t_~主主目 lえよ三巴蛮主9_ よ詰論"':51'土色------一一一一

[ガリレオとアリストテレスの空間の条件の違い]
ガリレオは物体が落下する要因である重力のみのはたらきについて言及した。空気抵

抗という新たに加えられた条件を排除できれば，同じように落下する。

【ガリレオの考えの検証]
① 重いものよりも軽いものの方がはやく落下すること
はあり得るのか(アリストテレスの考えの反証)

② 空気の抵抗力を排除(できるだけ少なく)するには
どのような道具や方法を用いればよいか。

「tE，EJE，z-z-FF1
h【検証実験]ガリレオの考えは適切なのか j 

検証課題に対して，問
、題解決に即した根拠を
く戸i導き出すための実験方
法や実験器具などを考
察させる。

a・4・ーーーーーーーーーーーーー ...............................................J、'‘ーーーー・--、，曹司F__________

他グループとの考察・結論の服，検討 I c:::!>11開設器犯検証

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

私たちが普段目にする自然現象には様々な要素が含まれている。自然界の法則や規則性

を導くには，それら複数の要素を整理し，本質を見抜く力が必要となる。本教材では，歴

史的事項を取り入れ，空気中での落下現象を観察し，複数の要素から重力のはたらきのみ

を取り出す方法を学習者自らに考えさせることで，目的にあわせた実験方法や実験制御な

ど科学的能力を養わせる。また，得られた結果が根拠や信憲性をもって示されているか，

グループ内や他のグループとの考察，議論を通して，自らの実験方法や結果を見つめ，他

者との違いを比較・検討することにより，科学の方法の適切さを判断する力を養わせたい。

-93-



4年 自然科学入門(粒子的スコープ)

<テーマ>物質が溶ける(溶解)とはどのような現象だろうか

- クリテイカルシンキングを育てる展開

<課題提示> B.いに溶けあう物質と溶けない物質には，どのような共通性や違いがあるのだろうか。

<実験>水(極性分子)，エタノーノレ(極性分子)，ヘキサン(無極性分子)，塩化

ナトリウム(イオン結晶)，ヨウ素(分子結晶) が互いに溶けるかどうか調べる。

左下の展開が通常の展開(化学II)

<結果と考察>

極性分子と極性分子，あるいは極性分

子にイオン結晶の物質が溶解し，無極

性分子には溶解しないという関係を確IA ~ 
認する。さらに，無極性分子と無極性11 ¥ 
分子は互いに溶解することから，化学I¥.........1 
結合の性質が似ている物質は互いに溶I， r 
解するとし、う関係に気づかせる。

(法則の確立)

<例外の存在>

ところが，極性分子である

エタノールは，水(極性分子)

にもヘキサン(無極性分子)

にも溶けるので，先に確立し

た法則が適用できない事例が t

生じる。

無極性をミクロに見

性，疎水性を考える

<クリテイカルシンキングの手法を用いた発展的な考察>

エタノールの分子構造に着目して，極性をもった部分(一 OH)と無極性の部分(C2H5一)の両方の

性質を併せ持っていることに気づかせる。つまり，溶解性を決めるのは分子全体の極性の有無だけ

で判断するのではなく，分子の構造の中に親水性，疎水性(親油性)の性質が存在することが決め

手となるという考え方によって，一度確立した法則の見直しゃ定義の拡張を行うことができる。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

実験の結果を考察すると，溶解と極性の有無には法則性が見いだされることがわかるが，

いったん導き出された法則では説明できない結果(例外)も含まれているとき，クリテイ

カルシンキングの手法を用いて新たな解釈をすることができるようになる。

授業の中でこのような場面を設定し，発展的な実験を行い，クリテイカルシンキングの

手法を用いてより深い考察を行うことによって，科学的思考力や科学リテラシーの育成を

図ることができる。
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4年 自然科学入門(生命的スコープ)

<テーマ>進化はどのようにして起こるのだろうか

- クリテイカルシンキングを育てる展開
<議論の前提> 進化とはいったいなんだろうか。

生物の進化は，新たな環境への適応の結果である。

<課題提示> 環境への適応はどのようなしくみで起きるのだろうか。

<2つの進化説の提示> キリンの首が長くなるしくみについて

用不用説(ラマルク)

キリンの祖先が高いところにある葉を食べようとして日常的に首をのばしてい

ると，首が長くなる。親が努力して手に入れた形質が遺伝するならば，首が長く

なった個体の子は最初から首が幾分か長いことになる(獲得形質の遺伝)。これ

を何世代にもわたって繰り返すうちに現在の長さになった。

自然選択説(ダーウィン)

キリンの祖先の中には首の長さが少しずつ異なる個体がいた(変異)。首の長

い個体はより高いところの葉を食べることができるので，首の短い個体に比べ有

利である。結果的に首の長い個体が多くの子供を残すことになる(自然選択)。

首の長さが遺伝すれば，親の世代に比べ，子の世代には首の長い個体が多くなる

これを繰り返すうちに現在の長さになった。

<討議>

<グループでの討議> 適応のしくみについてうまく説明できているのは用不用

説，自然選択説のどちらだろう。両方の説を批判的に検討してみよう。

自分の生物観，知識に照らし合わせて，適切なのは，あるいは不適切なのはど

ちらの説か。

<クラスでの討議> 各グループρの意見を理由をつけて発表し，クラスで検討

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

別の可能性を念頭において，ひとつの考え方を批判的にみてみるという行為はクリテイ

カルシンキングの基本のひとつである。ここでは r用不用説J，r自然選択説」の 2説を

対立させ，両説を批判的に検討していくことで，この力を育てていきたい。

自然科学の基本的な体系はクリテイカルに検討され，実験による検証を経て確立されて

きたものがほとんどである。この中にあって進化の過程J，r進化のしくみj はその本
質からして検証不能であり，古来，いくつもの説が提唱されてきた。現在，もっとも確か

らしい説は存在するものの，それも常にクリテイカルな検討にさらされている。ある意味

で検討の余地の残されているこの内容は上述の力を酒養するのに好適である。
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5年現代評論A

<テーマ>グローパル化

グローバル化の功罪について書かれた文章を読み，今起こっている問題に

ついてどのように向き合っていくのかを考える。

- クリテイカルシンキングを育てる展開

1.小熊英二「グローパリゼーションの光と影J(明治書院「新精選現代文J)を読む。

この文章は，グローパル化による現代社会の諸問題に対し現実的な議論をしていくために

は， rグローパリゼーションとナショナリズムの対立Jといった構図でとらえるのではなく，
「グローパリゼーションJと「ナショナリズムJとは同じ現象の別側面であるととらえ，両

者が共犯関係として共存している状況を把握する必要がある，という内容の文章である。

2. 内山節「時間をめぐる衝突J(明治書院「新精選現代文J)を読む。
この文章は時間」という観点からグローパル化の負の側面を述べた文章であり，グロ

ーパル化にともなった市場経済の拡大がその土地その土地で人々が受け継いできた多様な時

間世界や地域的文化，記憶を消滅させていることを問題視している文章である。

3.篠原ー「グローパリゼーションとグローパリズムJ(~市民の政治学』より)を読む。
この文章は，多次元的で不可逆的な現実変化のプロセスを表す「グローパリゼーション」

と新自由主義による一元的な世界市場支配のイデオロギーである「グローパリズムJとを区

別した上で，一元的な「グローパリズムJを抑制しようとする動きである「カウンター・グ

ローパリゼーションJに注目し，その「カウンター・グローパリゼーションJをすすめてい

くために，差異の尊重と文化の共生を目指す多文化主義の思想の必要性を説いた文章である。

4.それぞれの筆者が，グローパル化についてどのような問題意識を持ち，何を伝え

ているのかを整理した上で，自分が考えたことを書く。

5. クラスメイトが書いた文章を読み合い，思考の枠を拡げる。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

この現代評論Aのねらいは「文章を読んで，その文章がどのような問題に対し，どのような

立場から，どのような見解を，どのように展開しているのかを，書き手の意図をふまえて正し

く理解し，理解した内容を正確に記述する力や，文章に示されている問題提起に対して自分の

見解をまとめ，他者に正確に伝わるように記述する力を鍛える。Jことにある。本単元では「グ

ローパル化」について述べられた複数の文章を読み比べ，それぞれの筆者がどういった問題意

識を持ち，どういった問題提起をしているのかを明らかにする活動を通して分析的に内容

を読み取ろうとする態度J，r書き手の立場や意図を踏まえた内容理解の力」を育成することが

できると考える。
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5年現代評論B

<テーマ>論理的に議論する

一議論の論理性を検証するー

- クリテイカルシンキングを育てる展開

[論題の提示]
指示 r次のテーマについて英語で、自分の意見を述べなさい。
“Do you think the death penalty prevents crime? Why or why not?" J 

[個人思考(1)J
活動:生徒は論題について英語で意見文を書く。

[個人思考の共有(1)J
活動:生徒は各自の書いた意見文をお互いに読み合う。
[モデル議論の提示]
指示次の意見文に対する対論を考えなさい。」
教材 1think that the death penalty does prevent crime. If people know 
that they may be put to death for their crimes， they will think twice 
and will be less likely to hurt others or commit violent crimes. Also， 
the death penalty is good because it is fair. When someone murders 
another person， they take away that person' s life. And the victim 
， s family is devastated. If the criminallives on in jail， it is not fair. 
But the death penalty is fair because the criminal gives up his or 
her life for the one they took. 

[個人思考(2)J
活動:生徒はモデル議論(教材)に対する対論を考える。
[個人思考の共有(2)J
活動:生徒は各自で考えた対論を共有する。
[思考の観点の提示]
説明 r建設的な議論にするためには，単に相手の意見と対立する意見を述べるだ

けではいけません。
まず相手の論理の不十分な点を指摘する必要があります。
その上で，自分の意見の方が優れていることを論じるのです。」

[個人思考(3)J
活動:生徒はモデ、ノレ議論の論理性を検討する。

[個人思考の共有(3)J
活動:生徒は各自の見解を共有する。
[まとめ]
説明 r議論をする目的は，相手をやりこめることではありません。
異なる意見をすり合わせて，建設的に，より良い結論を導くことです。
対論を出す際に論理性を大切にするのは，建設的な議論を行うためです。」

[個人思考(4)J

活動:生徒は各自が最初に書いた意見文を書き直す0

・期待されるクリテイカルシンキング(解説)
論理的な議論の住方を学ぶのに，最初から自分で立論するよりも，既にある議論に対して
反論することをきっかけにした方が，思考の材料が得られやすし立考え，この単元を設定して
し、る。
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しかし，生徒に何の説明もなく「この意見に反論しなさい」ど指示すると，述べられている意
見と正反対の主張を展開して終わる場合が多い。しかし，対立する意見をただ述べるだけの
やりとりは，互いの信条を表明しているに過ぎず，新たな価値を生み出す建設的な議論には
ならない。生徒はこの単元を通じて，論理的な反論ができるようになることが期待されている。
授業展開において重要なことは次の点である。まず，この単元は最終的には生徒一人ひと
りが個人として上記のクリテイカルシンキング(=建設的な議論をすること)を発揮することを目
指している。したがって，最後は「個人思考」で終わるように授業が展開されている。しかし，
そこに至る過程では，教師対生徒および生徒対生徒のやり取りが重視されている。なぜなら
ば，異なる見解を持つ者どうしが対話することで新たな知恵が生まれることを，生徒に感じて
もらいたし1からである。
具体的には，たとえば「個人思考(2)Jや「個人思考の共有(2)Jでは自身の論理性を疑って
いなかった生徒に対し， r思考の観点の提示Jにおいて教師が， rそれでは水掛け論にしかな
りません」と挑発的に迫ることで，モデル議論の論理性を初めて検証しようという姿勢が生徒
に生まれる。また， r個人思考(3)Jを経た「個人思考の共有(3)Jでは他者の提示する論理が
自分のものとは異なることを知り，新たな気づきを得る。このような過程を通じて生徒は，モデ
ル議論が与えられた論題に対して適切な立論を行っているか，また，客観性・反証可能性の
ある主張を行っているかとし1った観点から論理性を検証することを学ぶ。
このような過程で高まった論理性への意識が， r個人思考(4)Jにおいて，自分自身の当初
の立論を客観視することを可能にすると考えられる。

・ワークシートの実例(行数・行聞は生徒に配布したものよりも少なくしてある)

怯ずは自分で論じてみる|

Do you think the death penalty prevents crime? Why or why not? 
Discuss in English. 電気通信大学 2008年度入試問題)

( words) 
他者の論を検討する|
次に挙げるモデル文の論理的な弱点を指摘しなさい。
(1) 1 think that the death pena1ty does prevent crime. If people know that 
they may be put to death for their crimes， they will think twice and will be 
less likely to hurt others or commit violent crimes. Also， the death penalty 
is good because it is fair. When someone murders another person， they take 
away that person' s life. And the victim' s family is devastated. If the 
criminallives on in jail， it is not fair. But the death pena1ty is fair because 
the criminal gives up his or her life for the one they took. (96 words) 

(2) 1 don' t think that the death pena1ty is a good idea. Statistics show that 
even if you have the death pena1ty， it does not decrease crime. The death 
penalty is also very dangerous because there are always mistakes. Many 
times in the past， innocent people were sentenced to death， and afterwards 
the police found more evidence to show that they were innocent. 1 also 
think that the death penalty is wrong because it builds an “eye for eye" 
society in which you fight violence with violence. By killing criminals， you 
only create more violence. It would be better to make convicted murderers 
work for the rest of their lives and do something good for society. (116 words) 
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5年数理情報(数理編)

<テーマ>人口問題

- クリテイカルシンキングを育てる展開

数学基礎論(シミュレーションに必要な数学の理論を学ぶ)の最後に Excelを用い

て微分方程式の近似解を求める方法を学ぶ。

」斗

人口問題

出生数と死亡数は人口に比例するという仮定から，人口増加率は人口に比例すると

いうマルサスの人口モデルを導く。

」孟ι
マルサスの人口モデルを用いて日本の人口予測を行い，

実際の人口と比較してみる。

」斗

Excelを利用して

予測を行う

シミュレーション結果からマルサスの人口モデノレの欠点を考える。

-J;l..-
マルサスの人口モデルを修正するアイデアとしてヴェアフルストのアイデアとそ

の人口モデルを学ぶ。

よ斗
ヴェアフルストの人口モデルを用いて日本の人口予測を再度

行い，実際の人口およびマルサスの人口モデルと比較する。

よ斗

Excelを利用し

て予測を行う

シミュレーション結果からヴェアフルストの人口モデルの欠点を考える。さらに

国立社会保障・人口問題研究所が行った日本の人口予測と比較し，気づいたことを

あげる。

よ斗
正確な人口予測をするために必要な観点について考えさせる。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

数理情報では，第一に知識と技術の獲得，第二にこれらのスキルの学習と演習という行

動形成を通してクリテイカルシンキングを育成しようとしている。知識と技術の獲得にあ

たるのが「数学基礎論」の部分である。これらを用いた学習と演習の部分がそれに続く「数

学モデ、ルとシミュレーション」である。人口問題はその最初の具体例である。ここでは数

学基礎論で学習した内容をし、かにして社会的な事象に対して用いるのか，またその考え方

を学ぶ。このような演習を様々な事象について繰り返し行うことで，様々な事象に対する

思考の幅の広がりとともにクリテイカルシンキングの育成へとつながる。
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5年数理情報(情報編)

<テーマ>問題解決の流れと手順

- クリテイカルシンキングを育てる展開

問題解決の流れを具体例に沿って学習する

Step 1 問題を見つけよう

問題を発見し意識化する方法について学ぶ

品ι
Step 2 問題を整理しよう

解決すべき問題を明確にするために，問題を整理・分類し，解決の目標を定め

るための方法や考え方について学ぶ

Step 3 解決の計画を立てよう

解決していくための計画の立て方やその際に注意すべき点について学ぶ

占時

Step 4 解決に向けて活動しよう

活動する際に注意すべき点について学ぶ

品ι
Step 5 結果を活用しよう

結果の出し方やその活用方法について学ぶ

問題解決の演習

「夏休みの修学旅行での班別自主研修における行動計画を立てる」というテーマで問

題解決のための活動を行い，各自レポートを提出する。各 Stepで学んだ事柄をどのよ

うに実践したか，またその内容を各Stepごとのレポートにして提出する。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

問題解決の手順と流れはまさに「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で，しかもきちんとし

たやり方で考えることJというテーマをそのまま科学的に手順化したものであり，クリテ

イカルシンキングの学習そのものであると言える。生徒はこの問題解決の手順と流れを学

習することで，問題解決の手法を獲得するとともに，その手法を知っているということを

認知することができるようになる。そしてそのことが，実際の問題解決の場面で確実に問

題解決に向けて効率よく行動できること，そしてそのように行動できるように自分たちの

活動をコントロールできることにつながってし、く。さらにそのような状態にあるように演

習活動を行う。また，このことによって「物事を鵜呑みにせず，自分の頭で，しかもきち

んとしたやり方で考えること」が強化される。
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(2 )総合的な学習の時間
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年
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方

究

学

び

研

中

学

年

A'

3年(中学3年)

・「地域から学び，考えよう」

西九州，自分たちの生きている地域

。「データを数理的に解釈し判断するJ

何をもって乱数といえるか?

4年(高校1年)

・「クリテイカルシンキングの手法を学ぶ」

論証の正しさを検証するための手法を学ぶ

・「芸術の新しい表現J

(音楽分野)既成の音楽表現を見直し，創造的な音楽表現へ

(美術分野)現代美術から創造的表現を学ぶ
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1年 「学び方を学ぶ」

<テーマ>研究課題を見つけよう

- クリテイカルシンキングを育てる展開

「科学のアルバムJ(あかね書房全 100巻)から本を選び，本の紹介として Webペ

ージにまとめる。
....................."'......................-...，...."""".....二と二コよζ~---

掲示板を利用した相互評価

作成した Webページを互いに関覧し，感想、など

を記入する。疑問に思ったこと，まだ調べてほし

いことを必ず記入するように指導する。

………却さ士竺笠ヶ………

情報モラルなどの学習を事前

に行っておく。できるだけク

ラスメート全員の Webペー

ジを閲覧し記入させる。

;ワークシートに意見をまとめ，研究課題を設定する。 : 

:①自分の掲示板に書かれた意見を箇条書きにまと !全部の意見を記入させる。 ij 
め，ワークシートに記入する。

，( 

品ι
;②意見を分類・整理し，それぞれの内容 例えば「惑星の大きさ」といっても「見日

について具体的にどのようなことを調 かけの大きさJ，I直径九「質量J，I地日

べればよいのか，新たな観点はないか， 球との比j など様々な観点が考えられl

Eのような活動怖が可能かなどを る。このような観点を分類した意見ご11
考え，ワークシートに記入する。実際 とに可能な限り考えさせ記入させる。

に調査するか否かは問題としない。
ーーー---ー・・ーーーーー-ーー・ーーーーーーーー---・----_1 

長ι
③実際に研究調査する研究課題を上記の中から設定し，

ワークシートに記入する。

有《国￥~貴国￥匂貴国￥匂角田￥向貴国￥~角田￥~矢田￥旬貴国￥向究担￥~負担￥h角田￥旬角田￥~角芦￥匂《日￥旬角田￥均央日￥~角田￥時戸￥旬角田￥旬夫日￥~角。￥旬責点￥匂角回￥旬負師￥匂負担￥旬買同掛

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

クラスメート全員から意見を聞くことでこれまで、気がつかなかったことや研究課題設定

のための方向性が見えてくる。これらの意見に確実に目を通すのが①である。②ではこれ

らの意見を分類・整理し，さらに新たな観点の模索をさせる。これは(i )それぞれの意

見に対する思い込みゃ常識からくる壁を取り払うこと， (五)本から得た知識を鵜呑みに

せずもう一度新たな観点で見直すことを目的としている。このような活動を経て研究課題

を設定することで，研究に対する理解を深めるとともに生徒自身の物事を見る幅を広くさ

せることができる。
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3年 「地域から学び，考えよう」

<テーマ>西九州 自分たちの生きている地域

- クリテイカルシンキングを育てる展開

-単元 1r西九州、IJの場合
1.西九州に関する基本的知識の習得と関心の喚起

2. r西九州」といラ地域を説明する概念的知識を導き出すための探求学習
2. 1.探求テーマの設定と テーマに関連する情報を収集する。

2. 2. 情報の分析と精査を通じて r西九州」という地域を説明する概念的知識
を導き出す。

2. 3.探求学習の成果を「西九州案内記」としてまとめ，発表する。

-単元II r自分たちの生きている地域」の場合
1. rなぜこの庖が繁盛しているのだろうJrなぜこの場所にこの庖があるのだろう」
「なぜこの庖が長年，この地域に根付いているのだろう」といった問いの設定方

法の学習

2. r自分たちの生きている地域」を，経済・商取引・立地などの観点から説明する
概念的知識を導き出し自分の消費生活j とつなげる探求学習

2. 1.探求対象となる企業，場所等の設定と，関連情報を収集する。

2. 2.企業や地域が行っている「くふう」を中心に，情報の解析と精査を行う。

2. 3. 主に，なぜその「くふう」が有効なのかについて論理的に思考し r自分
の消費生活」とのつながりを考えながら概念的知識を導き出す。

2. 4.探求学習の成果をレポートにまとめ，研究発表を行う。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)
単元 Iでは，ガイドブックや旅行ノ《ンフレットなどの内容をそのまま受容するのではな

く，自ら案内記を作成していくことを通じて所与の情報を吟味し直し，様々な観点か

ら分析できるJというクリテイカルシンキングの基本を習得する。さらに，所与の情報・

知識を多面的にかっ批判的にとらえ直すことで，地域が持つ課題や問題を自ら発見し，そ

れを探求していくという，クリテイカルシンキングの能力を育成する。

単元Eでは，単元 Iで学び，習得した方法を応用し，地域や企業の「くふう」に対して

「なぜ」と問い続けることで，問題・課題が具体的にどのように解決されたのかを理解す

ることで，クリテイカルシンキングがどのように活用されているのかを具体的に理解する。

その上でなぜ」と問うことで，解消していない問題・課題を発見し，その解決方法を

探り，自分たちの生きている地域の地域性を考察することにつなげるというかたちで，自

らがクリテイカルシンキングを行うことで，その能力を育成する。

-103-



3年 「データを数理的に解釈し判断する」

<テーマ>何をもって乱数といえるのか?

- クリテイカルシンキングを育てる展開

課題 1 人聞が Oから 9までの数字を使ってでたらめな数の列を作ろうとしたとき，

無心になったつもりで 1つの数字を挙げていけば，そのようなでたらめな数

の列は作れるのだろうか。

o 2人 l組になり，一方が Oから 9までの数字をでたらめに挙げ，他方が記録し，
ベアで 500個の数字の列を完成させる。

課題11:正二十面体のサイコロを用いて，乱数をつくろう。

o 2人 1組になり，一方が正二十面体のサイコロを振り，他方が記録し，ベアで
500個の数字の列を完成させる。

課題ill:自分でつくった数字の列と正二十面体のサイコロを振ってつくった数字の列

を比べてみて，何か気付くことを書きましょう。

O まずは個人レベルで、考えさせる。(発表)

<予想される生徒の反応>

① 自分でつくった数字の列は特定の数字が多い(少ない=今 等確率性

② 自分で、つくった数字の列は連続して同じ数字になることが少なく，正二

十面体のサイコロでつくった数字の列の方は連続して同じ数字になるこ

ともしばしばある 斗独立性

課題IV:自分でつくった数字の列と正二十面体のサイコロを振ってつくった数字の列

を比べてみて，乱数といえるかどうかを検証する観点を考えよう。(どのよう

なことを調べたら乱数といえるのか。)

O まずは個人レベルで、考えさせ，その後，グループレベルで、議論させる。(発表)

<予想される生徒の反応>

① Oから 9までの数字の出現回数を比較=争 等確率性

②列ごとに数字の出現回数を比較当等確率性

③ 連続する数の長さについて調べる =今 独立性

④ 特定の数字の次の数字の出現割合を調べる =今 独立性

※ここまでの展開は計2時間 で計画している
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- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

「乱数とは何か」をテーマに大きな枠組みで授業展開を考えたとき，方法として以下の 2

通りの展開の仕方が考えられる。

展開方法①

乱数とはどのような性質をも

っているのかを教師が説明

立
その性質についての検証

展開方法②

自分たちで乱数らしきものを

つくった数値データから乱数

とは何かを考える

展開方法①については，教師側の説明によって，生徒にとってはすっきりとした形で乱

数の性質について知ることができるだろう。しかし，この授業展開では，数学的に考える

力や自ら数学を生み出したりする力，数学を表現する力を育んでいるとは言い難い。一方，

展開方法②については，生徒は心の中で「乱数とは一体何なのか」という意識を持ちなが

ら混沌とした中で授業は展開されてし、く。しかし，その混沌とした中で議論しあい，自分

の考えを表現することで，次第に乱数の性質を自分たちで発見していく過程はまさしくク

リテイカルシンキングといえる。

数学科ではクリテイカルシンキングを「与えられた事象について，数学的根拠に基づい

て正しい判断をしようとする能力や態度」と捉えており，具体的には，課題E ・課題Wが

そのようなクリテイカノレシンキングを育成する過程である。課題Eに入る段階においては，

生徒には乱数とは「で、たらめな数」としか定義していない。では rでたらめな数である
乱数とは数学的には一体どういうことなのか?J を生徒たちに考えさせることを授業の目

標として，乱数の性質である<等確率性>と<独立性>につながるような気づきを引き出

す。そしてそれを生徒がこれまで学習した数学の概念・用語を用いて説明し，伝え合う授

業を想定している。
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4年 「クリテイカルシンキングの手法を学ぶ」

<テーマ>論証の正しさを検証するための手法を学ぶ

- クリテイカルシンキングを育てる展開

-論証の正しさを検証するための手法を学ぶ3r因果関係に注目して論証を検証する」

1.推測における因果関係の考え方のパターンを確認する。

二つのタイプの現象AとBが伴って生じているとき，そこには少なくとも次の四つのパ

ターンが考えられる。(1)単なる偶然 (2) AがBの原因 (3) BがAの原因 (4 ) 

AとBの共通原因Cが存在する。

2.例題を用いて，ある推測における因果関係のとらえ方を確認し，その妥当性を考える。

〈例題〉次の推測において，他の可能な仮説(代替仮説)を考えよ。

NTTドコモの調査によると，携帯電話の 1日の利用回数や 1カ月の利用金額が多く

なるほど深い話ができる親友」が増える。さらに，携帯電話を使わない人の 51%が

「人と直接会って話すことが面倒だ」と感じるのに対し 1日に5回以上 1カ月 1万円

以上，携帯電話を利用する人では， 30%にとどまった。この調査を踏まえて， ドコモの

大屋公二会長は，携帯電話が人間関係を円滑にすると強調している。

3.例題で学んだことを踏まえ，実際に別の問題に挑戦する。

〈本題)次の推測において他の可能な仮説(代替仮説)を考えよ。

幼児を自動車に乗せる場合，子供用のチャイルドシートをつけなくてはいけない。 1993

年からの 5年間に 6歳未満の幼児が乗車中に死亡した事故は，チャイルドシート着用

時の死亡者が 1人なのに対して，非着用の場合は 72人というデータが出ている。このデ

ータから見ても，チャイルドシートの安全性は明らかである。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

ある現象や事態に対して r""'-'だから…だJと結論づけられている文章に対し，その結

論の導き出し方が妥当なものかどうかを検証する方法のーっとして，因果関係に注目させ

た場面であり，そこで提案されている推論がどういった現象・事態にどのような因果関係

を読み取っているのかを理解した上で，より妥当性のある別の推論を考えるものである。

上記のように問題を解いていきながら，一つの推論に対してそれを鵜呑みにするのでは

なく，他に考え得る可能性はないのか考えた上で，どの推論を支持するのかを判断する構

えを形成する。

また，より妥当性のある別の推論を提出するという課題であるので，学習者が提出した

推論を読み合わせて，その妥当性の検討も行うことで，表現力の錬成もはかる。
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4年 「芸術の新しい表現J(音楽分野)

<テーマ>既成の音楽表現を見直し，創造的な音楽表現ヘ

- クリテイカルシンキングを育てる展開

テーマ5<さまざまな発声や歌声>
世界中には民族や文化・歴史の違いによる，さまざまな発声や歌の表現がある。前

回学習した発声法をふまえ，それらの発声や歌声を使った音楽を鑑賞し，その中のい

くつかを実際に体験してみる。さらに，それらが生まれた背景についても考察する。

《鑑賞》

1.変わった発声(共鳴，倍音を利用)

・モンゴルのホーミー(同時に2つの声) ・チベットの密教の声明(超低音)

2.地声発声(独特の力強さ)

・ブツレガリアの女声合唱 「夢見るトドラ」 ・アジアの民謡「アリランJ，r三原

ヤッサ」

3.裏声発声(地理的，歴史的要因)

・ヨーデル「ヨハン大公のヨーデノレ」 ・カントリー&ウエスタン 「スイスの娘J

・映画「カストラート」 ・カウンターテナー rCaro mio ben J 

4.その他 (地域性)

・エスキモー(イヌイット)の喉遊び歌 ・インドネシアのケチャ

《体験・演奏》

①ホーミー「資料'""-'How to throat singing '"'"' J 

②ヨーデル「ヨハン大公のヨーデノレj

③ケチャ 「ポナ村のケチャ」

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

前時では「発声の仕組みJというテーマで，人体の構造に関連して発声のメカニズムを

探り，実際に発声法を体験した。これはいわゆる西欧の音楽における正統的な発声法であ

り，それを体得することはもちろん音楽の表現に大いに役立つものである。しかし世界中

を見渡すと，非西欧圏のさまざまな発声や歌の表現をはじめとする多種多様な音楽文化が

存在している。生徒にはなじみの薄いそれらを知り，実際に体験させることによって，新

鮮な驚きを感じるとともにこれから先，生徒が創造的な音楽表現する上で役に立っと思わ

れる。このように既成の概念から一歩抜け出し，今までにない新しい音楽表現にチャレン

ジしていく能力を育くむことをねらいとしている。
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4年 f芸術の新しい表現J(美術分野)

<テーマ>現代美術から創造的表現を学ぶ

- クリテイカルシンキングを育てる展開

<現代美術(アクションベインティングの実践と批評)> 

①鑑賞現代美術とは?

20世紀に入り，ピカソの登場以降，絵画表現が大きく変化し，具象から抽象，平面

作品から立体作品へ，何を描いたのか理解不能な作品が現れ始めた。これらは，これ

までの近代宮廷絵画のような写実的表現を批判し，今までとは違う新しい表現によっ

て，芸術表現を見直そうという考えから始まった。

0概念芸術(コンセプチュアルアート):制作された作品よりも作者の考えを重視する。

マルセル=デュシャンは，既製品の便器を作品とし，題名を「泉」として人々に衝

撃を与えた。

0アクションペインティング:無意識のうちに作品を制作する。

イヴ=クラインは，火炎放射器によって焦げたものや，全身に絵の具をつけたモデ

ノレに画面の上を転がりまわってもらい，作品とした。

ジャクソン=ポロックは，絵の具のしたたりで、描いた。

白髪一雄は，足を筆の代わりとして描き，完成した作品を見て，題名を決めた。

②制作 アクションペインティングを体験しよう

何も考えず，無意識にベンを走らせ，自由の利かないよう利き手と反対の手で描い

たり，画面を見ないで描いていったりして，出来上がったら自分が描いたものをよく

見つめ，そのイメージを題名とする。他の人の作品を鑑賞しあい，自分だったらどの

ような題名をつけるか考える。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

クリテイカルシンキングをそのまま「批判的思考」ととらえるのではなく，そこから新

しい表現を考えていく「創造的思考Jを養うというふうにとらえる。

現代美術は，過去の絵画表現を批判し，誰も考えつかなかった新しい表現を追及し，鑑

賞者を新鮮な気持ちにさせている。実際にアクションベインティングを体験させ，鑑賞し

あい，題名について，様々なイメージや考え方があることを理解することで，個人の感じ

方，異なった考えを尊重し，社会の常識にとらわれない自由な発想力を持った人間を育て

ることができる。
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( 3 )各教科での発展的取り扱い

-国語

(3年) <文化)の創造について考える

-数学

(3年) 縮図の利用一校内の施設の高さを測ろう一

(5年) 取り尽くしの方法による面積の近似

-理科

(3年) 力学的エネルギーの測定一測定データは信頼できるか?一

-技術

(2年) ギヤによる動力伝達

-家庭

(4年) 食情報を主体的に読み取る力を身に着ける

-英語

(3年) 言外の論理関係を理解する
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3年国語

<テーマ>(文化〉の創造について考える

- クリテイカルシンキングを育てる展開

|単元の概劃

1 <文化〉の創造について書かれたテキストを複数読み，それらを比較することを

通じて，テキストを分析し，テキストを評価する。

2 <文化)の創造についての思索を深める。

医茎圏
1 能登路雅子「ディズニーランドという聖地J(中学校国語3，学校図書， 2007) を

読む。筆者が， <文化〉の創造を観念の「反映」という枠組みで論じていることを

読み取る。

2 村井康彦「はじめに一日本文化への視座J(~日本の文化1 岩波ジュニア新書 409 ，

岩波書庖， 2002) を読む。筆者が， <文化〉の創造を論じるには，先行する〈文化〉

をどのように享受し工夫したか，その「過程」を問題にしなければならないと主張

していることを読み取らせる。その上で rディズニーランドという聖地」の(文
化)論と比較させ， <文化〉の創造の「過程」を問題とする時とそうでない時とで，

明らかになる事柄の違いについて理解させ，それらを踏まえてテキストを評価する。

3 <文化〉の創造の「過程Jを問題にした文章を読ませる。

4 単元を通して考えたことをまとめる。

|クリテイカルシンキングを育てる展開|

1 それぞれのテキストから，それぞれのテキストが問題領域(本単元では(文化〉

の創造)について，どのように述べているのかを読み取る。

2 論述の違いを踏まえてテキストを比較し，テキストを評価する。

3 複数のテキストを読んで問題領域について自分の考えを書く。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

本単元において期待されるクリテイカルシンキングとは，①言語テキストから言語テキ

ストの問題領域への応答を読み取る力，②複数のテキストの論述を比較し，ある観点に即

してテキストを評価する力，③テキストを読むことを通じて問題領域への思索を深める力

のことをいう。また，本単元は①~③のクリテイカルシンキングの「力」をつける前段階

として，または身につけた「力」を積極的に活用するための「態度」をも養うものとして

位置づけられる。
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3年数学

<テーマ>縮図の利用ー校内の施設の高さを測ろうー

- クリテイカルシンキングを育てる展開

<課題提示> 縮図を利用して，校内の施設の高さを測ろう。

<デ二ヲ取葉>

グループごとに，施設の高さを測量するためのデータを校内で収集する.

調べる施設(自然物)については2つ.各グループ。共通のものとして，校内

の木(メタセコイア)，もう 1つは自由に選択してよい.

D 
<レポート作成>

収集したデータを基に，縮図を利用して高さを求める.

z 
<詰某E考察>
自分で計算して出した結果をグループ内の他の人の結果と比べ，相違点があ

る場合，なぜそのような結果にな勺たかを検討する.また，目測での高さと

計算結果が大きく異なる場合，なぜそのようになったかを議論する.

<妥当性の検証>

結論についてその妥当性を検証した結果の問題点，改善点をまとめ，グルー

プごとに発表する.

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)
本時のクリテイカルシンキングを育成する授業展開において，特に重きを置いている部

分はく結果と考察>・<妥当性の検証>である。本時のように，データを生徒に収集させ

た場合，誤差など様々な問題点が現れる。正確に測量することができることも重要な目標

の1つであるが，正確に測量することができなかった場合，その問題点について， rなぜ，
このような結果がでたのであろう」と考えることから新たな数学的事実の発見(例えば，

角度が 1度でもずれると結果としては大きな誤差が生じてくることや統計的な考え方の想

起など)につなげていく。数学的活動の成果を共有し，また議論しあうことから，生徒自

身が数学を生み出す力，数学的な用語を用いて表現する力，またそのような態度を育てる。
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5年数学E

<テーマ>取り尽くしの方法による面積の近似

- クリテイカルシンキングを育てる展開

<課題提示> 放物操と直線によって固まれた部分の面積をできるだけ正確に求めよう。

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................圃・・・・・・・・.......

考察する領域を三角形で埋めていくことにより面積を調べる

↓ーすること一明しさを感じる

「どのように三角形を定めると良いのか」

・できるだけ考察する領域に近づくように

6っと長いあ設は凌いだ"-53iがア

試行錯誤の中で規則性と思われるものに気づく

いかにして規則性を

問題解決に活かすか

グルーフ。活動の中で，思考を他者と共有

8分の孝之さPとヲま主宰すft/X:淀い芝、-53か?

ヲヲ!:1!1:i.本当jごiEL-いの疋、δクか?

と。5すiU;!渚認でさ-3のか?

'・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・圃圃・・・・・・・・・・・・・・聞・・・・・・・・ a・・・・圃..........・

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

放物線と直線によって固まれた部分の面積を積分の知識を用いずに議論することは容易

ではない。そこでどのようにすれば効率的か」などと思考の方向性を定め，方法自体

の修正を行いながら問題に取り組んでいくことが必要となる。また，試行錯誤の中で規則

性を予想することができるが，簡単に示せるものではなく，この予想が本当に正しいもの

であるかを疑い，吟味・証明を行う姿勢が求められる。さらに，その規則性を問題解決に

活かすためには再度，問題解決方法自体を検討してし、かなくてはならない。

これらの数学的活動を通して「与えられた事象について，数学的根拠に基づいて正しい

判断をしようとする能力や態度Jr問題全体を備眼的に捉え横断的に考える力」を育む。
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3年理科第1分野

<テーマ>力学的エネルギーの測定

ー測定データは信頼できるか?ー

- クリテイカルシンキングを育てる展開

<課題提示> 実験を通して力学的エネルギーの規則性を調べよう。

<実験1> 重力による位置エネルギーと高さの関係を調べる

・グラフ作成のしかた

-実験誤差と測定範囲，測定方法の比較検討

実験1では，考察・結論の根拠となるグラフの作成とその読み取りの方法を学ぶ。

特にグラフへの線のかき入れにおいて，実験値には誤差があることを認識させる。

また他班のデータと比較して，測定範囲などのデータ収集の方法やグラフ作成

の適切さなどを検討する。

<実験2> 運動エネルギーと速さの関係を調べる

-曲線グラフの読み取り方

・グラフが表す数学的意味と事象・現象との関連付け

実験2の結果のグラフは曲線の形が得られる。結果が曲線グラフとなった場合，

形などの直観ですぐさま判断するのではなく，根拠をもって結論を導くことを

学ぶ。作成したグラフが表す切片や横軸との交点が表す数学的意味と物理的な

解釈とを関連付けながら，グラフの適切さや妥当性を判断し，曲線グラフを直

線グラフに変換して規則性を導く，その手法を学習させる。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

本テーマでは，科学の実験において論理的根拠をもって結論に導くための手法を学ぶ。

クリテイカルに判断するためには，実験のデータをもとに適切な分析を行い，科学的な考

察，判断が必要となる。 3年生の段階では，分析手法を学び，判断の根拠となるグラフ作

成や読み取り方の習得を行う。

誤差の認識，グラフの解釈，結論に導く根拠などを，手順に従って学び，他者のデータ

やグラフと比較しながら，自らが導いた考察や結論の適切さの検討を行い，適切な科学的

判断を行う手順を学びとる。
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2年技術科

<テーマ>ギヤによる動力伝達

- クリテイカルシンキングを育てる展開

[導入]自転車の変速機を例にギヤの働きについて考えさせる。

・のぼり坂の場合と平坦な道の場合では自転車のこぎ方はどのように違うのか。

【問題】なぜギヤを変えて(変速して)使用する必要があるのか。

【実験】ギヤ比 [200:1J，[60:1]， [20:1J [5:1] 4種類の変速が可能なギヤボ

ックスを製作し，それに 500m1のベットボトル(水入り=約 500g)をひもで吊

す。モーター(6400回転/分)に1.5Vの電圧をかけペットボトルの持ち上がり

方を観察する。また，ギヤ比から回転数を求める。
ギヤボックス

【実験結果】

ギヤ比 可/不可 回転数/分

200: 1 O 32 

60 : 1 O 107 

20: 1 × 320 

5 : 1 × 1280 

【発展】エネルギー効率について考える。

ベットボトルを持ち上げた時の電流を測定し，エネルギー効率について考える。

【考察]ギヤ比の大きいものは力(トルク)が強く，回転数が少ない。逆にギヤ比の小

さいものは力(トルク)が弱く，回転数が多いことがわかる。また，ベットボル

が持ち上がったものでも，ギヤ比の大きい方がエネルギーの損失を抑えること

ができることがわかる。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

レスキューロボットの製作で使用するギヤボックスは， 4種類のギヤ比を選択すること

ができ，すべての動力に同じものを使用すれば良いというものではない。使用する用途や

目的に応じたギヤ比を選択することが求められる。また， 1:.こだ、動けば良いというのではな

く，そのときのモーターへの負荷やエネルギーの効率について考えることで最適なギヤ比

を選択することができる。このように，様々な視点から使用する目的や用途に応じたギヤ

比を選択するという思考過程は，クリテイカルシンキングの要素を含んでいると考える。
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4年家庭科

<テーマ>食情報を主体的に読み取る力を身に着ける

- クリテイカルシンキングを育てる展開

1.食情報と自分や家族の生活

①身の回りの食情報をあげてみることで，数の多さや家族からの情報も多いことに気

づく。

②自分の食生活はそれらの食情報に様々な点で影響を受けていることを理解する。

|食情報を読み取る力(クリテイカルシンキング)の必要性に気づかせる

2.食情報の実態

①食情報の例を読むことで食情報には何が書いてあるのかを分析する。

②問題点は何か，また現代の社会状況から誰でもが食情報に翻弄される可能性があ

るということを理解する。

|食情報の例を肯定的に読んでいく。

3.食情報を読む

①例に示された食情報を鵜呑みにして実行しようとする家族へのアドバイスとして，

内容に関する問題点をあげる。

②食品の機能性についての説明が正しいかどうかを資料を参考にして自分で調べる。

|視点を変えて読むとどんなことがわかるのか，またその大切さを理解する。

4.食情報の読み方

①自分や家族など身の回りの人たちが食情報に翻弄されないために大切なことを話し

合う。

②家族での食情報についての会話の重要性に気づく。

|自分や家族の食生活に合った情報の受け止め方を考える。

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)

まず，食情報の例には何が書いてあるのかを見つけるという形で，その情報を肯定的に

読んでいく。次に家族へのアドバイスという形で，その情報の問題点をあげる。そういっ

た学習を通して「同じ情報でも観点を変えて読むことで読み取れる内容が異なってくる」

「情報の真偽については，自分で調べることも大切」という読み取り方を身に着けていく。

さらに自分や家族の食生活の現状を振り返ることで，どのような読み取り方が適している

のかを考え，実際の生活に適した読み取り方を創造していく。食情報を読み取る力を育て

ることそのものがクリテイカルシンキングの力を育てることにつながる。今回は食情報で

考えるが，これはそのまま様々な生活情報を読み取る力に応用することができる。
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3年英語科

<テーマ>言外の論理関係を理解する

- クリテイカルシンキングを育てる展開

[教材]

Jenny : Look at that man. 

He' s taking up two seats. Unbelievable! 

Hiro : Yes， but he looks rea11y mean. 

Jenny : And look. There' s a woman with a baby. 

Someone should te11 him to move over. 

Hiro : Not me. 

Jenny: OK， then， 1 will. He' s so selfish. 
Hiro : All right. A11 right. l' 11 talk to him. 

[展開]

発問 r座席を2つ占領している男性についてJennyは“Unbelievable!"としち
批判的なコメントを述べています。それに対しHiroも‘'Yes"“helooks 

rea11y mean"とJennyに同意する趣旨の発言で返答しています。

このときHiroは， ''Yes， but he looks rea11y mean."と言っています。同じ

ようなことを言っているのでandでもよさそうですが，なぜここではbutなの

ですか。」

活動:生徒は，この文脈でbutが用いられる理由について考え，意見を発表する。

説明 rこの後のやり取りを見ると， Jennyはこの男性について単に批判的なコメン
トを述べるだけではなくて，その行為をやめるように伝えようとしていることが

わかります。

Jennyはそのことを言葉にはしていませんが， Hiroはその意図を理解し

て，そのことに対してbutと言ったと考えられます。

“Yes， (I know we should te11 him to move over，) but he looks 

really mean."のように補って考えるとわかりやすいでしょう。」

- 期待されるクリテイカルシンキング(解説)
この授業において生徒が身につけるよう期待されているのは，言語化されていない話者の

意図などを適切に理解し，英語を使用することができるようになることである。

現実の言語使用においては，言語化されていない話者の意図などが使用する言葉に影

響を及ぼすことは珍しくない。しかし，生徒は表面にあらわれた言葉だけに着目する傾向が

ある。そのような傾向を改め，言語化されていない内容まで、も含んで、コミュニケーション全体を

理解する必要があることへの気づきを生徒に与えることが，この授業の狙いである。
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